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　　　Prologue　『奪うばいあい』







　ソレは深き地中から──

　海底の下にある地ち殻かくの、その下に存在する星体内部層マントルの、さらに下。

　すなわち星の中コ枢アから湧わき上がってきた。




『計測器に反応あり』

　ミュドル峡きよう谷こく南西部、第四十七次観測施し設せつにて。

　帝てい国こくの観測機器は、地中で突とつ如じよとして生まれた「異変の兆きざし」を捉とらえていた。

『震しん度ど一。震源地は地下一万メートル強』

『……深いな』

『高熱反応を観測。岩がん盤ばんプレートの移動による地震ではなく、地中内を「何か」が移動しているためと考えられます』

『震度二。震源地は、地下九千メートルに上じよう昇しようしました』

『早い。溶よう岩がん流りゆうの移動か？』

『この付近の山脈に活火山はない。溶岩流が地表に向かってくることは考えにくい』

『では何が？』

　とびかう会話。

　男声と女声。上司と部下の声が入り乱れるなか、誰だれかがぽつりと口にした。

『……星せい霊れいエネルギーでは？』

　しん、と静まりかえる。

　誰もが息を吞のみ、計測器を無言で食い入るように睨にらみつけた。

『星霊エネルギーの噴ふん出しゆつ……』

『まさか星脈噴出泉ボルテツクスがここに生まれるというのか!?』

　星の未み解かい析せきエネルギー「星霊」。

　この未知のエネルギーについて人類が知り得ていることはただ一つ、この星霊が人間に憑ひよう依いする性質を持っているということだ。

　百年前──

　星霊に取り憑つかれた者たちの身体からだに正体不明の痣あざが生まれ、彼らはお伽とぎ話ばなしの魔ま法ほうさながらの法力を宿した。史上最初の「魔女」「魔人」の誕生である。

『星霊エネルギーと思われる波、地上に向けて上昇を続けています！』

『大きい……』

『星霊エネルギー、じき地上に到とう達たつします。これだけの巨きよ大だいな流れである場合、地上に星脈噴出泉ボルテツクスが形成されるのは時間の問題かと思われます！』

　声に緊きん張ちようがまじった。

　星脈噴出泉ボルテツクスは、星霊エネルギーの噴出口だ。

　百年前はコレが帝都の地下深くで形成されたために、噴ふきだした星霊エネルギーが帝国中に拡散し、何千人という人間が魔女・魔人化。そして彼らへの迫はく害がいが始まった。

　人と人ならざる者の戦争。

　星脈噴出泉ボルテツクスは、この戦争の元げん凶きようともいうべきものだ。

『それが、ここに生まれるというのか』

『……最悪の奪いあいになる』

　星霊エネルギーを浴びることで魔女と魔人が生まれる。

　そして既すでに星霊を宿した者が星脈噴出泉ボルテツクスに触ふれた場合、その憑依した星霊が強大化することが知られている。

『魔女の楽園……ネビュリス皇おう庁ちように星脈噴出泉ボルテツクスを奪われれば……』

『魔女と魔人がさらに強大化する。冗じよう談だんではないぞ！』

　絶対に奪われてはならない。

　星霊に憑依されていない「人間」たちの存続にかけて。

　国土よりも資源よりも、もっと恐おそろしい「奪いあい」が起きるだろう。

『至急、帝都に連れん絡らくを！』

『星脈噴出泉ボルテツクスの形成と思おぼしき高エネルギー反応を感知。数日以内に星霊エネルギーの噴出が予測される』

『戦力の応おう援えんを求む。何としてでも星脈噴出泉ボルテツクスを守りぬく！』

　その二時間後──

　帝都の最高意思決定機関「八大使徒」より決定が下される。




〝機構司令部より、一個大隊を派は遣けん決定〟

〝さらに使徒聖へ連絡〟

〝ネビュリス皇庁が複数の星霊部隊および「純血種」を動かす可能性を考こう慮りよ。使徒聖第八席『ネームレス』の投入を検討する〟




　時同じくして。

　ネビュリス皇庁、通つう称しよう「魔女たちの楽園」から。

　大魔女の血族──

　純血種キッシング・ゾア・ネビュリスを乗せた鳳ほう凰おうが、皇庁から飛びたった。




　帝国軍と星霊部隊。

　使徒聖と呼ばれる超ちよう人じんと、純血種という最強級の魔女。

　人と人ならざる者による壮そう絶ぜつな「奪いあい」が、幕を開けた。










　　　Chapter.1　『コインの表裏のように出会うことなく』
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　遊楽都市ジュラク。

　帝国にもネビュリス皇庁にも属さない中立都市の一つで、世界最大級の遊カ技ジ場ノを有する高級リゾート地として知られている。

　そんな大都市の遊カ技ジ場ノの一角で──

　くるくる、くるくる、と。

　賭博ギヤンブルであるスロットマシンに向かうイスカの前で、三つの絵え柄がらが高速回転を続けていた。その回転をじっと見つめて。

「……ここだ！」

　イスカは、俊しゆん敏びんな手さばきで三つのボタンを次々と押していった。

　回転していた絵柄がピタリと止まり、「７」、「７」、と文字が止まる。

　最後の三番目の絵柄も「７」で止まった────と思いきや、なぜか絵柄が滑すべるようにズレて、次のひよこマークに。

「うわ噓うそだっ!?　いま絶対、７のところで止めたって！」

　今月分の給料を換かえた最後のコインを失って、イスカは悲鳴を上げた。

「この機械、イカサマっぽい……」

　イスカ──黒こく褐かつ色しよくの髪かみをした十七歳の少年だ。

　生まれは帝国領で、所属は帝国軍。その所属を正確に述べるなら帝国軍人類防衛機構、機構Ⅲ師第九○七部隊。

　帝国最強の剣けん士しに師事し、世界唯ゆい一いつの星剣を承しよう継けいした。

　最年少で天帝直属護衛「使徒聖」に抜ばつ擢てきされたこともある若き剣士。そんなイスカが、なぜこんな賭博ギヤンブルに興じているかというと。

「あー、いたいた。イスカ君そっちはどう？」

　とてとてと。

　色とりどりのネオンに満ちた遊カ技ジ場ノの通路を、小柄な少女が走ってきた。

　子供っぽい愛あい嬌きようにあふれた面おも立だち。肩かたまでの青髪は外向きにウェーブがかかっていて、血色の良いこぶりな唇くちびるとともに、少女の愛らしい姿によく似合う。

「調子どう？　バシっ、と当ててお金持ちになろうね！」

「それが……」

「もう当たりが出たの!?」

「いえ。たったいまコインが尽つきたところです」

「……あちゃあ」

　悲ひ愴そうな声をあげて少女が天を仰あおいだ。

「ミスミス隊長は？」

「アタシも外ればっかり。カードゲームで、あと一枚！　あと一枚同じ絵柄が揃そろってれば倍率三十倍だったんだけどね」

　ふぅ、と少女が残念そうに腕うで組ぐみ。

　ミスミス・クラス──どう見ても十代半ばの見た目だが実じつ年ねん齢れいは二十二歳。帝国所属の、第九○七部隊隊長。つまりイスカの上司である。

　そして、イスカをここに連れてきた張本人だ。

「ううんダメだよイスカ君。くよくよしてたらダメ！」

　すぐ周りに他の客プレイヤーがいるなかで、ミスミスが声を張りあげた。

「この程度の負けなんか大当たりジヤツクポツトで取り返せるもん！　アタシたちみたいな一いつ般ぱん人が一晩で大金持ちになる夢が遊カ技ジ場ノにはあるんだよ？　つまり──」

「つまり？」

「アタシもう一回両りよう替がえしてくる！　次こそは！」

「まって隊長!?　それギャンブルで破産する典型例ですってば！」

　紙し幣へいを握にぎりしめて両替所に走っていくミスミス。

　と思いきや、走りだして数歩もたたぬうちに磨みがかれた床ゆかで足を滑らせて「ひゃぅんっ？」と子犬のような悲鳴を上げて転んでしまう。

　そんな姿をぼんやりと見つめて、イスカは大きく溜ため息いきをついた。

「こんなことでいいのかな。いくら休日って言ったって」

「作戦名『悔いのないように』。仕方ねぇだろ。隊ボ長スの命令に従うのは部下の役目だ」

「……それがギャンブルでも？」

「思いつきで下されるって意味じゃ、普ふ段だんの命令も変わらねぇよ」

　声のした背後に振ふりかえる。イスカが座っていたスロットマシーンの後ろには、ルーレットの盤ばん面めんを見つめる銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手しゆがいた。

　ジン・シュラルガン。

　逆立てた銀髪に、鋭えい利りな灰色の双そう眸ぼうと精せい悍かんな面立ちをした同どう僚りようだ。

　年齢はイスカより一つ上だが、その鋭するどい顔つきとラフな革かわジャケットという私服姿は、イスカよりも多少は大人びて見えるだろうか。

　遊カ技ジ場ノの女王「ルーレット」の盤を見つめながら。

　あきらかに真剣みのない手つきで、ジンが適当な盤にコインを賭かけていく。

「悔いのないよう一生分遊ぶ。……ったく、今度は誰だれに何を吹ふきこまれたのやら。来週には世界が滅ほろびますなんて宗教にでも引っかかったか？」

　親役デイーラーが投じたボールが回転板を滑るように転がっていく。

　ボールが止まった先は、ジンが賭けた盤の二つ左ひだり隣どなり。コインの山をあっさりと失いながらジンは表情を何一つ変えてない。

「なんか余よ裕ゆうそうだけど？」

「盤の数が百三十に対して大当たりジヤツクポツトの配当が百二十八倍。そもそも親が得するシステムだ。マジメにやっても損するに決まってる」

「あ、そういう意味で冷静なんだ……」

　この遊カ技ジ場ノを訪おとずれた客プレイヤーは誰もが一いつ攫かく千せん金きんを夢見ているもの。けれどジンは例外で、そもそもギャンブルで儲もうけようという気が皆かい無むだったらしい。

「ジン君！」

　そんなやる気のない部下へ、両替を終えた上ミ司スが駆かけよってきた。

「どうどう？　大当たり出た？」

「そんなことより、そろそろ説明してほしいもんだな」

　立ち上がったジンが、人ひと混ごみから離はなれる方へと歩きだす。

　周りはギャンブルに興じる客プレイヤーばかり。自分たちの会話など聞く気もないだろうが、それでも念のため遊カ技ジ場ノの壁かべ際ぎわに身をよせて。

「こんなリゾート地に俺らを連れてきて、『さあ悔いのないよう遊びましょう』って言われても不気味でしょうがないっての」

「ぎくっ!?」

「何の風の吹き回しだ？」

「だ、だってぇ……」

　きょろきょろ辺りをうかがう女性隊長。

　その愛らしい顔を、今にも泣きそうなほど弱々しく歪ゆがませて。

「璃リ洒シヤちゃんの任務で、アタシたち、生きて帰れないかもしれないって言われたんだよ!?　悔いのないよう遊んでおかないと」

「……あー」

「……ったく。よりによってそのことか」

　ミスミス隊長の消え入りそうな声に、イスカとジンはそろって顔を見合わせた。

　発ほつ端たんは──

　二週間ほど前のこと。




〝次の任務、ミスミスの部隊はウチの下で動いてもらうことになったから〟

〝来週に参集かけて、来月から合同訓練を──〟




　使徒聖の璃洒・イン・エンパイアが指揮をとる「特務」。

　イスカたち第九○七部隊は、その候補に選ばれていた。

　璃洒とミスミスが士官学校の同期であって知ち己きの仲であること。イスカとジンが、帝てい国こく最強の剣士に師事していたこと。

　さらに言えば璃洒の気まぐれという不運も重なっただろう。

　天帝直属の幹部から声がかかった──選せん抜ばつされたといえば聞こえはいいが、璃洒が直接の指揮をとる任務に選ばれて嬉しいわけがない。

　……ミスミス隊長も作戦はまだ教えてもらってないけど。

　……とんでもなくハイリスク、ハイリターンな内容のはずだから。

　帝国とネビュリス皇おう庁ちようの抗こう争そうは百年におよぶ。

　互たがいに侵しん攻こうをくり返しては憎にくしみを増す二国の、その戦力バランスに重大な影えい響きようを与あたえる作戦であろうことは間ま違ちがいない。

　失敗すれば戦死か捕ほ虜りよか。あまりにもリスクが大きすぎる。

「あと五日でしたっけ」

「ううん四日。一日早まったって璃洒ちゃんから連れん絡らくがあったの」

　指を四本立ててみせる隊長。

「でね、『最後のバカンスを十分に楽しんでおいで』って。アタシたち以外の部隊も慰い安あん旅行の前まえ倒だおしで別のリゾートに行ってるっていうし……」

「バカ正直に言うかよ、あの使徒聖は」

　銀髪の狙撃手は、溜息を隠かくす気もないらしい。

「ウチの隊ボ長スが聞いたら混乱するってわかってるだろ。隊ボ長スよく考えろ。そんなの何一つ大したことじゃない」

「うん？」

「どんな作戦でも死ぬときは死ぬ」

「何一つ慰なぐさめてないよ!?」

「知るか。特務だろうが何だろうが、こんなとこで遊びほうけるより、ちっとでも訓練してた方がいいっての」

「……ぁぅぅ。そ、そうだけどぉ……でも……」

　しゅん、とミスミスが居い心地ごこち悪そうに肩を落とした。

　その手には交こう換かんしたばかりのコイン。

　……だけどジンの発言も、もっともだよなぁ。

　……遊びにいくにしたって隊長の好きそうな都市なんて他ほかに沢たく山さんあるのに。

　この遊楽都市ジュラクは貴族御ご用よう達たしの社交場である。イスカはもちろんミスミスも初めて来る場所だという。

　なんというか、ミスミス隊長「らしく」ないのだ。たとえ最後のバカンスを覚かく悟ごしたとしても、もっと別の場所があったのではないだろうか。

「隊長。ちなみに、ここを選んだ理由は何なんです？」

「……メルカバ車両ＭＩ62型フランチェコ製」

「はい？」

「最新型の戦車の型番なの」

　隊長の口を突ついて出たのは、まるで想定外の単語だった。

「あ……あのね？」

　小柄な彼女が、おずおずとこちらを見上げてきた。

「大当たりジヤツクポツトで、戦車を特注品で買おうと思ったの。何かあってもそこに乗りこめばみんな生きて帰れるかなって」

「……なるほど」

　その発想はなかった。

　隣のジンも呆あきれ半分、感心半分の面おも持もちで。

「相変わらず斜ななめ上の発想の天才だな。ま、遊びほうけるって理由じゃないのは評価できるか」

「ほんと!?」

「俺たちが今晩中に大金持ちになる可能性はさておきだ」

「そんなことないよジン君！　この遊カ技ジ場ノはね、アタシたちみたいな庶しよ民みんが大だい富ふ豪ごうになった伝説がたっくさんあるんだから！」

　元気を取り戻もどしたのだろう。

　活いき活きとしたミスミス隊長が、両手のコインを高々と持ち上げた。

「アタシたちは今日、ここでお金持ちになって貴族の仲間入りを果たすの！　めざせ夢の一国一城！　素す敵てきなマイホームとマイカー、屋や敷しきに執しつ事じのいる生活！」

「趣しゆ旨しが変わってませんかねぇ!?」

「ほっとけイスカ。どうせこんなの当たるわけが──」

　当たるわけがない。

　そう言おうとしたであろうジンの後ろから、ポニーテールの少女が駆けてきた。

「イスカ兄、ジン兄ちゃん、ミスミス隊長！　あのねあのね、すごいよ！」

　音ネ々ネ・アルカストーネ。

　ボリュームのある赤あか髪がみを結ゆわえたポニーテール。大おお粒つぶの青の双眸に、快活な笑え顔がおが印象的な十五歳の少女だ。すらりとした細身の肢し体たいに、薄うす着ぎのシャツとホットパンツという軽装がよく似合っている。

　ミスミス率いるこの部隊の通信技手。この若さながらも一流の機工士として帝都に名を馳はせる一面も持っている才女でもある。

「イスカ兄、これ見てよ！」

　両手からこぼれそうになる大量のコイン。

　それを見てイスカ、ミスミス、そしてジンはそろって目を丸くした。

　両りよう替がえで得たとは思えない量。いや、そもそも遊カ技ジ場ノの客プレイヤーは十六歳から。十五歳の音々はコインの両替さえ許されないはずなのに。

「音々ちゃん、未成年ギャンブル!?　だ、だめだよ。逮たい捕ほされちゃう！」

「むー？　ミスミス隊長だって未成年に見られて身分証出せって言われてたじゃん。音々だって遊びたいもん！──なーんて」

　音々が片目をつむっておどけた仕草。

「このコインはもらったの。お裾すそ分わけだって」

「……お裾分け？」

「うん。あっちのスロットマシーンで大当たりジヤツクポツトが出たんだって。それで幸運の山分けだって配ってたのもらっちゃった」

　音々が目線で指し示す先に、たしかに凄すさまじい人ひと集だかりができている。

　ざっと三、四十人はいるだろうか。客プレイヤーはもちろん親役デイーラーまでスロットの様子が気になるのかチラチラと様子をうかがっているほどだ。

「ほぉらジン君？　どうだどうだ？　大当たりジヤツクポツトはちゃんと存在するんだよ？」

「隊ボ長スが勝ちほこってどうすんだよ。自分が当ててから言え」

　ジンの脇わき腹ばらを肘ひじでつつく隊長。

　そうされる方の部ジ下ンは変わらず呆れた表情だが、それでも大当たりジヤツクポツトのスロットを物もの珍めずらしそうに横目で見ている。

「音々は遊べないから、このコインみんなにあげる」

「音々ちゃん……！　なんて優やさしいの。わかったよ、このコインきっと無む駄だにしない！　お金持ちになって焼き肉食べに行こうね！」

　感極きわまった表情でコインを受けとるミスミス隊長。

　そんな姿を横目に眺ながめつつ──

「どうしたのイスカ兄？　コインいらないの？」

「ん。ああ、いや……ありがとう」

　ギャンブルに興じる客プレイヤーと親役デイーラーたち。歓かん声せいと悲鳴が入り混じった遊カ技ジ場ノを、イスカはしげしげと見回した。

　──ここは騒さわがしすぎる。

　本当は、休日くらい喧けん噪そうから逃のがれていたい。

　こんな賑にぎやかな場所ではなく落ちついた美術館で、お気に入りの画家が手がけた絵画をゆっくりと鑑かん賞しようを。それがイスカ本来の趣しゆ味みである。

　そしてもう一人。

　自分と同じ趣味の少女をイスカは知っていた。

　……いくら貴族御用達のリゾート地だっていっても。

　……アリスが来るわけないか。

　氷ひよう禍かの魔ま女じよ。アリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス９世。

　ネビュリス女王の娘むすめにあたる王位継けい承しよう権者であり、史上有数の強さをほこる星せい霊れいを宿した星霊使いの少女だ。

　そんな彼女とイスカは戦場で邂かい逅こうした。

　イスカは帝国兵で、アリスは星霊使い。敵国である以上、それは当たり前の出会い方と言えるだろう。問題は──

　戦場以外の場所でも二人が偶ぐう然ぜんに出で会くわしてしまったことだろう。




〝なんであなたがここにいるのっっ!?〟

〝……アリス!?〟




　隣の席で歌劇オペラを鑑賞して。

　同じレストランでは相席になって。さらに二人で同じ料理を頼たのんでしまって。

　美術鑑賞という趣味が一いつ致ちして。好きな画家まで一いつ緒しよ。

　それは、どれほど数すう奇きな星の下に生まれた偶然であることだろう。

「……だけどさすがに、ここにはいないか」

　遊カ技ジ場ノを見回したのも、よもやアリスがいないかと思ったからだ。

　自分と彼女の偶然もここまで。

　そのことにほっとしたのは自分と彼女が敵同士であるからだ。互いに敵であると明言している以上、出会ったところで気まずいだけだろう。

　……だけどなんでだろう。

　……この、ちょっと残念な気持ち。

　敵であることは疑いようもない。

　だが。

　戦場でも中立都市でも、あの氷禍の魔女と二人でいた時間は、自分が今まで感じたことのない気持ちの昂たかぶりがあったような気がするのだ。

　あの時の心の昂ぶりは、なぜ？

　湧わき上がる感情を言葉にすることができない。

　なぜそう思うのか自分でもわからないまま──

「イスカ君、ほらここ！　ルーレットの席空いたよ。アタシと一緒にやろうよ！」

「……わかりました」

　ミスミス隊長に連れられて、イスカは目の前のルーレット盤ばんを見下ろした。




　　　　　　　２




　時は一時間ほどさかのぼる──




　遊楽都市ジュラクの入り口で。

　二人の少女が、遊楽都市ジュラクの門を見上げていた。

「さあ着きましたよアリス様！　ここが遊楽都市ジュラク。古くから貴族たちの社交場として知られる都市で、アリス様にぴったりの由ゆい緒しよ正ただしきリゾート地です」

　主あるじのために日ひ傘がさを掲かかげるのは従者の少女。

　明るい茶ちや髪ぱつを左右にわけて結んだ少女で、年ねん齢れいは十六か十七だろう。

　観光客の多くが上等な私服であるのに対し、彼女の衣い装しようは家政婦調の白い質素なシャツと、くるぶしまで丈たけのある単調なスカート。

　飾かざり映ばえのしない──

　その実じつ、服のいたるところに短たん剣けん、金属針、ワイヤー等の暗器を忍しのばせた従者兼けん護衛。それが燐リン・ヴィスポーズである。

「見てくださいアリス様。あの通り、あそこに立つツインタワーが都市のシンボルであるホテル『ゼルネッツァ・Ａ』ですよ。三十階建てのホテルタワーで、地下二階から地上五階までが世界有数の遊カ技ジ場ノになっているそうです。凄すごいですね！」

「…………」

「その左奥にあるドームは古コ代ロ闘セ技ウ場ム。かつて名を馳せた剣けん奴どたちが誇ほこりと名声をかけて戦い、ソレを見守る貴族たちが勝者を賭かけあったのが、ギャンブルの起源とも言われています。現代では重要文化財として──」

「…………」

「アリス様？」

　日傘をそっとずらして、主の表情をうかがう燐。

「いかがされましたか？」

「……いかがも何もないわ」

　まぶしい日ひ射ざしに照らされながら、アリスは腰こしに手をあててそう言った。

　アリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス９世──

　現ネビュリス８世の娘であり、強大な星霊を宿した十七歳の少女である。

　陽光に照らされた金髪は淡あわく輝かがやき、紅玉ルビー色の双そう眸ぼうは凜り々りしく気品に満ちている。

　整った目鼻立ちは美しくも愛らしく。血色のよい唇くちびるの紅べに色いろには何とも上品な艶つややかさがある。お忍びプライベート用のワンピースは決して派手とは言いがたいが、道行く観光客が思わず足を止めるほど、その姿には並々ならぬ品格が感じられる。

　ただ、残念なことに。

　そんな淑しとやかさも台無しに、アリスは子供っぽく頰ほおを膨ふくらませていた。

「ねえ燐、わたし、今週分の務めを終えたから息いき抜ぬきがしたいって言ったわよね」

「はいアリス様。ここで思いきり羽はねを伸のばしてください」

「……ギャンブルなんて興味ないわ」

　むすっ、とますます頰を膨らませて、アリスは首を横にふった。

　自分が好きなのは芸術鑑賞なのだ。

　静かな場所でのんびりと絵画を見たり音楽を聴きいたり。

　断じてギャンブルに身を投じる気はない。そもそも世界二大国の姫ひめなのだから、賭と博ばくで一ひと儲もうけする必要がないではないか。

「わたし、あれほど芸術都市エインがいいって言ったのに……」

「だめです」

「なぜ？　わたしは絵を観みに──」

「あの帝国兵とまたしても鉢合わせする気ですか？」

　ぎくっ。

　腰に手をあてたまま思わず凍こおりついたアリスを、優ゆう秀しゆうな従者は見み逃のがさなかった。

「ほらやっぱり」

「べ、別にいいじゃない！　わたしの目的はとても正当よ。ネビュリスの姫として──」

「アリス様、声が大きいです」

「……ネビュリスの姫として何一つ間ま違ちがった行こう為いじゃないわ」

　通りのど真ん中。

　多くの通行客でにぎわうなか、従者である燐に身体からだを密着させて声を絞しぼる。

「次こそイスカと決着を──」

「それは戦場でどうぞ。中立都市で会う必要はありません」

「必要あるわよ。わたしは……イスカと二人きりで決着をつけたいんだもの」

　そう。

　アリスがこの都市に来て不ふ機き嫌げんだった理由はもう一つある。こんな場所では、イスカと会いたくてもまず出会さないであろうということだ。

　……イスカと出会したのはいつも芸術都市エインだもん。

　……こんなところじゃ、さすがにイスカと鉢合わせするわけないわ。

　帝国の元使徒聖イスカ。

　彼が戦場におもむく目的は純血種の捕ほ獲かくだというが──

　その真意が、帝国とネビュリス皇おう庁ちようとの和平を導くことだとアリスは知っている。

　帝国の人間でありながらアリスを正しく星霊使いと呼ぶうえに、無力だからという理由で魔女を帝国の牢ろう獄ごくから逃のがしたこともある。

　そんなイスカという少年は、アリスにとって初めて「会話に値あたいする」帝国兵だった。

　彼となら──

　もしかしたら同じ夢を。

　アリスの世界統一という夢を共に描えがけるかもしれないと思う程ほどには、アリスはイスカを認めていた。

　だが。




〝わたしの下につきなさい。キミは帝国にいるべき人間じゃないわ〟

〝できない。僕は、アリスと一緒には歩けない〟




　道は隔へだたれた。

　帝国兵とネビュリスの魔女は、やはり相あい容いれぬ存在であった。ならばせめて、アリスは彼と二人きりで決着をつけたいのだ。

　その結末がどうなろうとも構わない。

　片方が倒たおれるのか。互たがいが倒れるのか。あるいは二人とも無傷のまま終わるのか。

　そんな結末などどうでもいい。

　……わたしは。

　……またイスカと二人きりになりたいの。

　帝国とネビュリス皇庁の諍いさかいも何もかも忘れて、彼と二人だけで時を過ごしたい。

「だめです」

　が。

　アリスの護衛である燐は、頑かたくなにそれを許そうとはしなかった。

「中立都市で出会って、あの帝国兵が油断を突ついてアリス様を亡なき者にしようと襲おそってくる可能性は否定できません」

「そんなことないわ。だってイスカは！」

「イスカは？」

「…………なんでもないわ」

　危あやうく、一緒に絵画を鑑かん賞しようと言いそうになってしまった。

　あれは燐にも秘密なのだ。ネビュリスの姫と帝国兵が並んで同じ絵画を見ていたなど、知られたら皇庁の大問題に発展する。

「と……とにかく、いずれイスカとは決着をつけるわ」

「もちろんです。アリス様に、それにふさわしい時と場所とをわきまえていただければ」

「そのつもりよ」

　そう頷うなずいて。

　アリスが手元のハンドバッグから取りだしたのは、自分のスケジュール帳だった。

「そのためにも決着の日取りから決めないといけないわ」

「日取り？」

「そうよ。イスカは何い時つがいいかしら。わたしの空いてる日が再来週の水すい星せい日で……あ、でもこの日は星せい勢せいが『凶きよう』だから大事な日には向かないわ。次の祝日にするべきね。会場の予約もしておかないと」

「……アリス様」

　燐が、なぜか醒さめきった目でこちらを見つめて。

「結けつ婚こん式しきの式場と日取り決めじゃないんですから」

「け、けけ結婚っ!?　わ、わたしとイスカが!?」

「ものの喩たとえです」

「────」

「なぜ顔を赤らめてるんですか」

「燐が変なことを言うからよ！」

　一いつ瞬しゆんソレを本気で想像してしまったのは秘密である。

　ああもう、せっかく真しん剣けんにスケジュール帳を眺ながめていたのに、燐の余計な一言のせいで何も頭に入らなくなってしまった。

「……こほん」

　気を取り直して咳せき払ばらい。

「とにかくこの件はまた次ね。ここじゃイスカと顔を合わせることもなさそうだし」

「そうできないような中立都市を選んだんです」

「遊カ技ジ場ノなんて初めてよ。ねえ燐、わたしギャンブルのルールをよく知らないんだけど」
















「その方が健全です」

　アリスのために日ひ傘がさをさしながら、燐。

「ギャンブルなんてルールを勉強したらのめり込むだけ。何も知らないで適度に楽しみ、適度に負ける。これが正しい遊カ技ジ場ノの過ごし方かと」

「……でも負けるのは性しように合わないわ」

「もちろんです。しかしアリス様と言えど、さすがに海千山千の達人である親役デイーラーに勝つのは困難かと。もちろん私もお力ちから添ぞえさせていただきますが」

「勝つわ。それが姫というものよ」

「その自信がいつまでもつやら」

　そんな他愛もない言い合いをくり返しつつ、二人の少女は世界最大の遊カ技ジ場ノを目指したのだった。




　半刻後──

「あら？　機械の故障かしら？」

　絵え柄がらが「７」「７」「７」でピタリと止まったスロットマシーン。

　台のあらゆるランプが激しく点てん滅めつし、大当たりジヤツクポツトを告げる盛せい大だいな音楽がけたたましく鳴りひびくなか、マシンの口から金色のコインが滝たきのように流れ落ちてくる。

　みるみる積もっていくコインの山を見て──

「おかしいわね」

　アリスはぽかんと首をかしげていた。

「ねえ燐、機械が故障しちゃったらしいわ。さっきからコインが出っぱなしよ」

「……アリス様、それは故障ではありません」

「あら？　それならどうして」

「大当たりジヤツクポツトですってばアリス様！」

　確率、数百万分の一。

　毎日何千という観光客が一晩中ギャンブルに投じても、この大当たりジヤツクポツトが出るのは数年に一度という頻ひん度ど。十年以上かけても出ないこともザラなのだ。

　そんなとてつもない光景に、燐が珍めずらしくも声を荒あららげた。

「アリス様、もっと……ええと喜んでください！　ほら周り、アリス様の後ろにどんどん人ひと集だかりができてますって！」

「そう言われても……」

　ただ適当に台を選んで、コインを投入してボタンを押しただけ。

　大おお騒さわぎされても今ひとつ「成し遂げた」という感覚がわかないのだ。

　もちろん燐がすごいと言ってくれるのは嬉うれしいし、周りの客も興奮しているようだから気分はマンザラでもないのだが。

「でも、こんなにコインが出ても持てないわ」

「親役デイーラーを呼びましょう。この場で小切手に両りよう替がえしますので、しばしお待ちを」

「じゃあ小休止ね」

　あらためてフロアを見み渡わたしてみる。百台以上のマシンがあって光り輝かがやいているのは自分のだけ。そう考えると、やはりこの大当たりジヤツクポツトは珍しいのだろう。

　と──

　アリスの向かい側の台から、スロットに負けたと思おぼしき呻うめき声が。

「あぁ……これで去年のボーナス全部使っちゃったよぅ」

「なにやってるんですか隊長!?」

「当然だな。こんなのは胴どう元もとが儲もうけるようにできてんだよ。ほら音々、隊ボ長スの負けっぷりを覚えておけ。これがギャンブルにはまった奴やつの末路だ。ダメな大人の典型だ」

「うん。わかったジン兄ちゃん」

「ジン君も音々ちゃんもひどいっ!?」

　集団連れの客だろうか。

　スロットの音に邪じや魔まされて聞き取りづらいが、やはりスロットに負けて落ちこんでいるのだろう。

「次！　アタシは次にあそこのカードゲームやるよ！　ジン君はあっちのルーレットね」

「……種類を変えたって無む駄だだっての」

「そんなことないもん。アタシ、日ひ頃ごろの行いがいいからきっと当たるってば！」

「確率だよ。日頃の行いなんて関係ねぇ」

　声が向こうへと遠ざかっていく。

　なるほど。スロットで負けた分を別のギャンブルで取り返そうという発想なのだろう。

「…………」

　そんな様子を見守るアリスの前に。

　赤い髪かみをポニーテールにまとめた少女が、退たい屈くつそうな表情で通りすぎていく。対面でスロットに興じていた集団の連れだろうか。

　その少女が、アリスの前に積もったコインを見て目を輝かせた。

「わっ、すごい!?　これお姉さんが当てたの!?」

「え、ええ」

　お姉さん。そう呼ばれたのが自分だと一瞬気づくのが遅おくれたが、この少女の視線を見るに間ま違ちがいないだろう。

「すごーい！　おめでとうです！」

「……そう？　ごめんなさい。実感がわかなくて」

「すごいよ！　こんなにコインがあったら何でもできちゃうもん。お菓か子しも服も何だって買えちゃいそうだし！」

　お菓子に服。王宮で生まれ育った姫アリスにとっては当たり前のもの。一方で、その常識が庶しよ民みんとかけ離はなれていることはアリスも承知の上だ。

「あなた、手を出して」

「うん？」

「あげる。わたしにはあまり必要のないものだから」

　スロットから溢あふれたコインを両手ですくって、それをそのままポニーテールの少女の掌てのひらに流しこんだ。

「わわっ!?　いいの？」

「ええ。これも何かの縁えんよ。好きに使いなさい」

「ありがとう！」

　御お礼れいを残して少女が向こうへ駆かけていく。

　と、それと入れ違いで燐と親役デイーラーがやってきて。

「お待たせしましたアリス様」

「燐、両替は中止よ」

「というと？」

「わたしに幸運があるというのなら、それを独ひとり占じめしては王族の名が廃すたるというもの。そういうわけで親役デイーラーさん、コインをすべて周りの人に配ってください」

「……なんと」

　叫さけんだのは燐ではなく、アリスの言葉を聞いた親役デイーラーの老人だった。

「一枚残らずですか」

「ええ。一枚残らず。わたしには必要ないものだから」

　ネビュリス皇おう庁ちようの財産は、公的だ。

　王族であるアリスの私物についても、姫として不自由しない生活が保障されるかわりに過分な預貯金も許されない。この大当たりジヤツクポツトを持ち帰っても公庫に没ぼつ収しゆうされてしまうのが目に見えている。

　ならば幸運の施ほどこしをここで行ってもバチは当たらないだろう。

「……この都市で親役デイーラーを三十年務めておりますが、そう仰おつしやった客は初めてです」

「あら、それは素す敵てきね。そういう記録の方がわたしも好きよ」

「麗うるわしいお嬢じよう様さま、ぜひお名前をお聞かせ願いたい」

　その問いかけに。

　アリスは、とっておきの笑えみでもって応じた。

「いずれ」

「はい？」

「いずれわかるわ。わたしが世界を統一した時に」

　燐を連れて遊カ技ジ場ノを後にする。

　その後ろで、アリスのコインを求める客たちの歓かん声せいを聞きながら。




　遊カ技ジ場ノを後にして。

「……でもさすがに恰かつ好こうつけすぎたかしら。名前も言わずに去っていくなんて」

「とんでもない。あそこで名乗ってしまうようでは準一流。冷静なご判断かと」

　日傘を広げた燐が恭うやうやしく会え釈しやく。

「アリス様、いかがいたしましょう。一度どこかの喫きつ茶さ店てんへ？」

「そうね。喉のども渇かわいたしお茶にしましょう。お店が空いてるといいのだけど」

　にぎわう街並みを見渡してみる。

　さすが遊楽都市ジュラク。貴族御ご用よう達たしのリゾート地だけあって通りにならぶ店はどれも見み栄ばえがいい。宝ほう飾しよく店に高級銘柄ブランドの服ふく飾しよく店。目当ての喫茶店もそこら中にあって、どれも店ごとに趣しゆ向こうを凝こらしてあるから目移りしてしまう。

　そんな中で。

　アリスがふと気になったのは、華はなやかな店に挟はさまれた暗くて狭せまい小店だった。

「ねえ燐、あの店は何かしら。ショーケースもないし何も売ってなさそうだけど、明かりはついてるから営業中なのよね？」

「占うらない師の経営施し設せつのようですね。占せん星せい術じゆつとあります」

　店の小さな看板を見つけて燐が指さした。

「ええと……『ギャンブルでの一勝負の前に』、『一世一代の大勝負を控ひかえたあなたに、この道四十年のベテラン占星術師がアドバイスします』。ああなるほど。要するに遊カ技ジ場ノに向かう観光客を狙ねらったあくどい商売です」

「今どき珍しいわね」

「はい。ネビュリス皇庁でも見かける商売ですが、占星術師なんて今ではもう数える程ほどしかいないでしょう」

　理由は簡単。現代では、「占い」という不確かなものを頼たよらなくなったからだ。

　……星霊の中にもそういう種がいるとは聞いたけど。

　……厳密に未来が見通せるっていう力じゃなかったはずだし。

　とどのつまり「ゲン担かつぎ」なのだろう。

「逆に面おも白しろいじゃない」

「アリス様？」

「燐ここで待ってて。わたし占ってもらうわ」

「えっ!?　どうなさったんですか！　占いなんて……それならネビュリス皇庁に戻もどって、占星術師をお部屋に呼びだせばいいではないですか！」

「ダメよ。王宮に戻ってだなんて、わたしが占ってもらうところを誰だれかに見られたら余計な噂うわさが広まるだけだもん」

「……一理あります」

「何事も経験よ。すぐ戻ってくるわ」

　何を占ってもらうつもりですか？

　燐がその疑問を思いつく前に、アリスは薄うす暗ぐらい店へと入っていった。

　店内は間仕切パーテーシヨンりで区切られたいくつかの小部屋にわかれていて、誰が占ってもらっているか見えない仕組みになっている。

「……勝手に入っていいのかしら」

　幕の下りた小部屋は、客が入っているということなのだろう。

　空いている小部屋を探して、ふと、アリスは奥の小部屋に座る占い師と目があった。

「おや可愛かわいいお嬢じようちゃん。こんな若い人がウチに来るとは珍しい」

　顔をヴェールで隠かくした老ろう婆ばだ。

　体型を隠す濃のう紫し色のローブ姿で、手に占い用のカードを握にぎっている。

「さ。おかけになって」

　小さなテーブルを挟んで向かい合う。

　母のネビュリス８世が公的な行事として占星術師に一年を祈いのってもらう儀ぎ式しきは見たことがあるが、アリス自身が占ってもらうのは何年ぶりだろう。

「可愛らしいお嬢さん、何を占おうかね」

「……え。ええと……そうね」

　考えるフリ。もちろん店に入るからには占いの内容も決めているのだが、いざ口に出す段階になると妙みように気き恥はずかしい。

「……人を探してて」

「おや。それは彼氏かい？」

「か、彼氏!?　ちち、違います、それは誤解よ！　だってイス────」

　思わず椅い子すから腰こしを浮うかせていた。

　イスカの名前を発作的に口走ろうとするのを、ぎりぎりで堪こらえる。

「おや、違う？」

「違います！」

「まんざら外れでもないようだけどねぇ。若い子が心を悩なやませるなんて恋こいの行く末が大半だろうし」

　くく、と可お笑かしそうに老婆から笑い声。

「待ち人ということで占うこともできるよ？」

「────」

　こくんと頷うなずく。

「いつ二人きりで会えるか知りたいの。できれば場所も」

「むろん。任せておくれ」

　占星術師が差しだした簡単な質問にいくつか答えて、星座の絵が描えがかれた何十枚というカードを順番に選んでいって──

「ふむ」

「どう？」

「これは面白い星が出たねえ」

　アリスが選んだカードと、それを見て占星術師が選んだ裏向きのカード。

「この札は二枚で一つなのさ。お嬢ちゃんが選んだのが上で、アタシが選んだのが下。くっつけると一つの星座になる」

　繫つなげた二枚のカードをじっと見下ろす占星術師。

　そして。

「待ち人はすぐ近くにいるようだよ」

「え？」

　我知らずのうちにアリスは胸むなもとを手で押さえていた。

「本当かしら……！」

「ああ本当だとも。彼はいつだってお嬢ちゃんの近くにいる。あらゆる因果に負けない強い運命で結ばれているよ。お嬢ちゃんが人探しをするなら最高の時だねぇ」

「…………」

「もっと詳くわしく占うかい？」

「……いえ。十分よ」

　店の外で待たせている従者の顔を思いだし、アリスは首を横にふった。占い料の通貨をテーブルに残して後にする。

「アリス様、いかがでしたか」

「もっともらしいことを言われたわ。でも……」

　店の外に出て明るい日を浴びて、だんだん頭が冷静になってくる。

　イスカがすぐ近くにいる？　探すなら今？

　そう言われて胸が高鳴ったけど、考えてみれば具体的な事は何一つ言われていないのだ。別にこれがイスカではなく、家族や遠い血筋の親しん戚せきとの占いであっても同じような占いで片付けられたことだろう。

「……あれ。もしかしてわたし騙だまされたかも」

「占いなんてそんなものです」

　日ひ傘がさをさした燐に連れられて、アリスは通りを歩きだした。

　……まさか。

　……まさかイスカがいたりしないわよね。

　通りを歩く観光客一人一人の顔をじっと観察してみる。が、予想どおりと言うべきか、アリスの求める帝てい国こく兵の顔はどこにもない。

「あぁもう。やっぱり占いなんてアテにならないわ。なにが『待ち人はすぐ近くにいる』、よ。全然、影かげも形も見あたらないじゃない！」
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　占星術店。

　ネビュリス皇おう庁ちようの姫ひめと従者が立ち去って、まもなく──

「あー……なんか狐きつねにつままれたみたいな気分」

　その入り口から外に出て、イスカは大きく溜ため息いきをついた。

　ふと目についた星占いで占いをしてもらったはいいが、どうにも占い結果と現実の結果が一いつ致ちしていない気がする。

「探し人と出会うチャンスって言われても……アリスがこんなとこにいるわけないじゃん。あの占いズルいよ。あんな曖あい昧まいな言い方、誰にだってできるのに」

　占いとはそういうものだ。

　わかっていた気でいたのだが、いざ実際に自分が占われてみると、ついつい占い結果を気にしてしまうのが人の心理というものだろう。

「混こんでたし。占ってもらいたい客って多いんだな」

　イスカが入った時には、隣となりの小部屋を除いてすべて先客で埋うまっていた。

　最後の小部屋もイスカが占ってもらっている間に埋まったようで、需じゆ要ようは尽つきないということだろう。

　……隣の小部屋は女の子だったのかな？

　……僕くらいの、すごく若い声が聞こえた気がしたけど。

　店内に流れる伴ばん奏そうのせいでほとんど聞こえなかったが、隣の小部屋に入っていた客は、自分と同い年くらいの少女だったように思う。

「おーい、イスカ君！」

　と。

　そこにジンと音々を連れた隊長がやってくる。

「あ。ミスミス隊長、お土産みやげの買い物はもう終わりました？」

「バッチリだよ。ほら見て、『幸運を呼ぶ招まねき猫ねこ』！　これで次こそ大当たりジヤツクポツトをね」

「……もう諦あきらめません？」

　小さな像を手に乗せて喜ぶ隊長に、イスカはがっくりと肩かたを落とした。

　──思えば。

　スロットで大当たりジヤツクポツトを出した人物から音々が「お裾すそ分わけ」をもらってきた時、あそこできっぱりやめておくべきだったのだ。

「音々がもらってきたコインも使いはたして、僕ら大赤字だし……」

「大だい丈じよう夫ぶ！　この負け分は必ず取り返してみせるんだから！」

「それギャンブルに負ける典型的なやつですから。ほら、帰りましょう」

「いやいやいや、放してイスカくん────!?」

「放しません」

　子供のように渋しぶるミスミス隊長を引きずって、イスカは中立都市を後にした。










　　　Intermission　『裏切りあい』







　単一要よう塞さい領域「天てん帝てい国」。

　通つう称しよう「帝国」──

　はるか数百年の過去より、世界最大の領土をもつ大国家である。

　大おお魔ま女じよネビュリスの反乱によって国土の一部を奪うばわれ、ネビュリス皇庁というライバル国の出現を許しはしたものの、その勢力の牙が城じようを崩くずされたことは一度もない。

　そして──

　そんな世界最大の国のすべてを決定するのが帝国議会。

　帝都ユンメルンゲンの地下五千メートルという深しん淵えんに、議員たちの集つどう議事堂がある。

『おはよう璃リ洒シヤくん』

『この早朝の招集によく応じてくれた。まあ一いつ杯ぱい、くつろいでくれたまえ』

　湯気のたつ珈琲コーヒーカップ。

　帝都で最高の珈琲職人が淹いれたであろう一杯を前に、使徒聖の女は黙だまって溜息を一つついただけだった。

『おや、珈琲は嫌きらいかな』

「あいにくウチは紅茶派なので」

　璃洒・イン・エンパイア──

　怜れい悧りで端たん正せいな面おも立だちに、知的な黒くろ縁ぶち眼鏡めがねがよく映はえる。

　優ゆう秀しゆうな社長令れい嬢じようかビジネスウーマンといった雰ふん囲い気きを湛たたえる彼女を、一言で説明するならば不世出の「万ばん能のうの天才」だろう。

　学問・体術・銃じゆう技ぎさらに戦略指揮まで。

　軍学校を首席で卒業。同どう僚りようたちが隊長としてしのぎを削けずるなか、二年前に使徒聖に推すい薦せんされて、今では天帝の懐ふところ刀がたなとして活動している。

「それよりも。こんな朝三時からウチを呼びだした理由をご説明願いたいのです。正直、ウチすんごい忙いそがしいんですよねぇ」

　璃洒の見上げる正面。

　壁かべに設置されたモニターに光が灯ともり、そこに八人の男女がぼんやりと浮うかびあがった。

「こっちはここ二か月ほど二時間以上寝ねた記き憶おくがなくて、食事も乾かんパンをかじるくらいで、あとは精神刺激カフエイン剤で意識を繫いでる生活なんですけど？　八み大な使さ徒まから提案された任された指揮官っていう役目のせいで」

『キミの貢こう献けんには大いに感謝している』

『左様。キミがいなければ、我々の研究もこうして実現することはなかっただろう』

　八大使徒。

　璃洒が見上げるモニター場の八人こそが、帝国議会の最高権力者たち。

　帝国議会の議員百八十九名が「東」と言おうとも、この八人が「西」と言えば帝国の舵かじ取とりは西に向かうだろう。

　帝国の象しよう徴ちようが天帝ならば、帝国の実権を握にぎっているのがこの八人なのだ。

　そんな八人に対し──

　若き使徒聖は、不満そうな表情を隠かくそうともしなかった。

「ええ。八み大な使さ徒まの実験に、司令官という身分で協力させていただいています。おかげで睡すい眠みん不ぶ足そくなんですけどね」

　使徒聖の役目は「天帝の直属護衛」。

　ネビュリス皇庁への侵しん攻こうを担になう一いつ般ぱん兵とは存在意義からして違ちがう。

　それが今回、参さん謀ぼうとしての腕うでを買われ、璃洒は八大使徒から「特務」の司令官として特別推薦を受けていた。

「……で。さらに厄介事だと？」

『ふむ。なぜそう思う』

「ここに使徒聖ウチを呼びだす時点で決まってるじゃないですか。大方、司令部じゃ手の出せない案件でも湧わいて出てきたと？　もう八み大な使さ徒まの『特務』の司令官だけで手て一いつ杯ぱいなのに、これ以上ウチも手が回りませんってば」

　肩をすくめてみせる。

　半分、諦め。半分は、明確に抗こう議ぎのまなざしで。

「……使徒聖って、壊こわれるまで働かせていい機械人形マリオネツトだと？」

『まさか』

『君の心情は理解している。だが生あい憎にく、この任務は君が最適なのでね』

　続きをどうぞ。

　そう促うながす璃洒の前で。

『星脈噴出泉ボルテツクスの件は聞いているね』

「ミュドル峡きよう谷こく南西部、第四十七次観測施し設せつからの報告の件なら、聞いています。あれはもう第八席ネームレスが動いたはずですが？」

　使徒聖第八席・ネームレス。

　星脈噴出泉ボルテツクスの奪だつ取しゆに動くであろうネビュリスの星せい霊れい部隊を掃そう討とうする役として、既すでに現地へ向かったと璃洒も聞いている。

『それが、どうやらさらに応おう援えん部隊を募つのる必要があるようでね』

「────」

　八大使徒が言葉に込こめた意味を察し、璃洒は眉まゆ根ねを寄せた。

「……星脈噴出泉ボルテツクスに純血種が現れると？」

『そのとおりだ』

「あの氷ひよう禍かの魔女ですか？」

『違う』

『帝国がまだ見たことのない純血種の魔女だそうだ。それも凄すさまじい強さのね』

　口々に返ってくる返答。

　一方で、璃洒はいまだ怪け訝げんなまなざしで宙を見つめて。

「よくそこまで言いきれますね」

　言葉に混じる、かすかな揶や揄ゆの響ひびき。八大使徒も当然に気づくだろう。だが気のせいと言われれば見過ごすほかない。

　そんな絶ぜつ妙みような抑揚加減イントネーシヨンで、使徒聖は八大使徒に疑問を投げかけていた。

「純血種が現れる。しかも氷禍の魔女ではない別の魔女？　よほどネビュリス皇庁の内情に精通してないと得られない話ですが、確かですか？」

『もちろん』

『氷禍の魔女がネウルカの樹も海りに現れる。その情報も当たっていただろう？　今回も同じレベルで信しん頼らいできる。情報源はまだ公おおやけにはできないが』

「使徒聖ウチにも教えられないと？」

『安心したまえ。もう間もなく、自おのずとわかる』

「……楽しみにしてますよ」

　タチの悪い秘密主義者たちだ。帝国のどんな機密さえ自在に入手しておきながら、自分たちの秘密は決して表に出さず蓄たくわえこむ。

　情報源は自ずとわかる──

　その言葉の真意は、「自分で探しあててみせろ」という挑ちよう発はつに他ほかなるまい。

『さて、話が逸それてしまったが本題へ移ろう』

『キミも知ってのとおり使徒聖ネームレスは既に帝都を出発した。だが、ネームレスには強力な星霊部隊を排はい除じよする役目がある』

『つまり、純血種の魔女を倒たおすため専用の戦力を新たに派は遣けんしたい』

「…………」

　なるほど。

　八大使徒の思おも惑わくに思いあたり、璃洒は唇くちびるの端はしをかすかに吊つり上げた。

「彼ですか？　あの機構Ⅲ師の──」

『左様。黒くろ鋼がねの剣けん奴どクロスウェルの後こう継けい。星剣の所持者ならば、未知の魔女の相手をするに申し分ない』

「ウチからミスミスに命令しろと？　星脈噴出泉ボルテツクスに第九○七部隊を派遣させろと」

『名目はキミに任せる』

『同僚のよしみで、でも構わないよ』

「…………」

　軽けい薄はくな口ぶりで返ってきた答えに、璃洒は沈ちん黙もくした。

「ミスミスと仲がいいからって理由で、ウチに頼たのめと？　だから呼ばれたわけですか」

『名目は任せよう』

「それ恨うらまれ役なだけって気がしますけど？」

『何も問題あるまい？』

『キミはそうやって上司も同僚も追いぬいて、使徒聖に上がってきたのだから』

「…………」

　使徒聖第五席は、無言を貫つらぬくだけ。

　まぶたを半分閉じて。眼鏡というフィルターを通じ、感情の読みとれない瞳ひとみで八大使徒を見上げ続ける。

「ま、誘さそい方は適当に考えます」

　靴くつ先を返す。

「でもこれ以上は勘かん弁べんですよ？」

　背を向けたまま、璃洒が冗じよう談だんめいた口調でそう言った。

「ウチの雇やとい主ぬしはあくまで天帝閣下なんで。八み大な使さ徒まの要望っていうのは依頼おねがいであって、命令じゃありません。使徒聖ウチが頭こうべを垂れるのは天帝のみです」

『もちろんだとも』

『キミには感謝している。天帝閣下にも、キミの働きは良く伝えておこう』

「伝えないでいいですよ」

　コツッ、と。

　硬かたい通路に足音を響かせながら、使徒聖はそう残して議会を去った。

「天帝閣下はすべてを見ておられます。言わなくたって、こんな会話筒つつ抜ぬけです」










　　　Chapter.2　『星脈噴出泉ボルテツクス』
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　特務。

　実働部隊演習まで、あと一日──




　帝都ユンメルンゲン・第三セクター内。

　朝五三○時。まだ空が薄うす暗ぐらく、地平線が燃えるような色の早朝に、イスカは第四基地の中庭を歩いていた。

　ミスミス隊長からの緊きん急きゆう招集に起こされて、だ。

「おかしいな。今日ってこんな招集なかったはずだけど？」

　特務の演習がいよいよ明日あしたから。

　今日はその準備の一日で、それ以外に予定は組まれていないはずだった。招集命令にも思いあたる節がない。いったい何が起きたというのか。

　第四基地、二階。

「おはようございます」

「……ふぁー。お……おはよ……ぅ……音ネ々ネ……ちゃん」

　会議室に入ったイスカを出で迎むかえたのは、眠ねむ気け覚ざましであろう珈琲コーヒーをすすりながら、半分ウトウトとしかかった女隊長だった。

　呼び出しの電話の時もほとんど寝ね起おき同然だったが、どうやら今もまだ夢ゆめ現うつつ。

「おはようございます隊長。でも僕はイスカです」

「……う……うん……イスカ……ちゃ……ん？」

「隊長!?　しっかりしてください、僕と音々が混じっちゃってますってば！」

「……アタシ……うぅ、普ふ段だんより早く起きるの……苦手で……あと一時間ここで寝るから、あとは近所の黒ネコさんに任せるよぅ」

「寝ないでってば隊長──────っ！」

　ぐったりと長机に寝そべってしまう大人の女性。

　その肩かたを揺ゆすって起こそうとするイスカの背後で、会議室の扉とびらが開いていった。

「あ、イスカ兄ってば早いね！　おはよー！」

「俺と音々で最後か」

　音々とジン。

　音々は朝食であろうホットドッグを片手に持ちながら。ジンは、眠気覚ましのガムを嚙かみながらの到とう着ちやくだ。

「おはよ音々もジンも。……で、悪いんだけどミスミス隊長を起こすの手伝って」

「あ？　おいおい隊ボ長ス、ったくしょうがねぇな」

　ジンがやや乱暴に揺するも反応なし。

　そこへ透とう明めいなプラスチック容器を手にした音々がやってきて。

「ジン兄ちゃん、隊長の腕うで押おさえてて。そうそう。じゃあ注射しまーす！」

「────っっっっ痛ったぁぁぁい!?」

　スタンプ式の注射針を撃うちこまれ、ミスミス隊長が飛び起きた。

「音々ちゃん何これ!?」

「安あん息そく香こう酸さんナトリウムカフェインの血液注射。目、覚めるでしょ？　錠じよう剤ざいで飲むより血液投とう与よした方が効き目が早く出るんだって。知り合いの軍医さんからもらったの」

　嬉うれしそうに使い捨ての注射器をしまう音々。

「どう？　効いた？」
















「効いたけど……アタシは薬より痛みで目が覚めたかも」

「あれそっか。じゃあそれもレポートに記き載さいしておくね。まだまだ改良の余地アリ、っと」

「隊長あたしで人体実験しないでってば!?」

「おい隊ボ長ス、起きたんだったらさっさと席につけ」

　奥の椅い子すに腰こしかけるジン。

　壁かべ際ぎわのテーブルに積んであった資料の束に率そつ先せんして手をつけて、既にページをパラパラとめくっていた。

「あれジン君？　それって璃リ洒シヤさんの特務……？」

「そういうこった。任務内容は黒くろ塗ぬりで潰つぶしてある。これは明日の演習で聞かされるだろ。こっちのページは特務の選せん抜ばつ部隊リストか。俺らの名前も載のってる」

　同じ資料をイスカも手にとってみる。ページ数としては二十もないだろう。ジンの言うとおり特務の機密にあたる部分は黒塗りで隠かくされている。

　その中で、イスカが注視したのはジンの言う特務の選抜部隊リストだ。

「……これは」

　司令官は、使徒聖の璃洒。

　これは璃洒本人からも聞かされていた。注目すべきはその下、帝国を代表する暗殺部隊の名があるということだろう。

「選抜部隊のところ、機構Ⅵ師ってありますね」

「あー……そうだねぇ……」

　イスカの言わんとしていることを察し、小こ柄がらな女隊長が言葉を濁にごした。ウェーブのかかった青髪を指先にクルクルと巻きつけながら。

「隊長あたしの立場上あんまり大きな声で言えないけど、機構Ⅵ師の人たちと一いつ緒しよの任務っていうのはちょっと気が乗らないかも」

「刺し客かく部隊ですからね」

　ミスミス率いる機構Ⅲ師は、派遣部隊の軍勢。すなわち特定の駐ちゆう在ざい地をもたず、帝てい国こく領内外で起きるあらゆる戦せん闘とうにおける応おう援えん要員だ。

　一方の機構Ⅵ師は、暗殺・諜ちよう報ほう部隊の集団。

　世界中に諜報員を送りこみ、帝国に仇あだなす動きを察知する。特にネビュリス皇おう庁ちようへは、純血種の魔ま女じよを排除するために幾いく度どとなく暗殺を目もく論ろんだ……という噂うわさである。

　真実はすべて闇やみ。

　機構Ⅵ師の活動が具体的にどのようなものなのかは、かつて使徒聖に所属したイスカでさえ知る機会がなかった。

「黒い噂の絶えない機構Ⅵ師。ここに僕らを入れて何をしでかすつもりなのやら」

「……緊きん張ちようしちゃうね」

　資料を机に載せて、ミスミスがふぅと大きく息を吐はきだした。

「璃洒ちゃんにお願いされた特務だけど、本当にアタシで大だい丈じよう夫ぶなのかな」

『────あーあー…………。うん、マイクは大丈夫そう？』

　ミスミスの溜ため息いきを吹ふき飛ばすように。

　会議室の天てん井じようから、聞き覚えのある女性の声が伝ってきた。

『はーい第九○七部隊のみんな。おはよ。朝早くに呼びだしてごめんね？』

「璃洒ちゃん!?」

　ミスミスが椅子から立ち上がる。

　腰に手をあてて、珍めずらしく怒おこったように声を張りあげた。

「もぉ！　こんな朝早くの集合なんてひどいよ！　アタシの貴重な睡すい眠みん時間……」

『あはは、ごめんごめん』

　軽薄な口ぶりで返ってくる使徒聖の声。

『まず最初に、もう部屋の資料は読んでくれたかしら』

「これ？　うん。明日からの特務の演習資料でしょ」

『全部忘れていいから』

「……へ？」

　ぽかんと、呆あつ気けに取られた女隊長が口を半開き。

　この同期の友人は何を言っているんだろう。そう言いたげな面おも持もちだ。

『それでね。何を隠そう、今日みんなを呼びだしたのは、実はその特務じゃなく──』

「別の任務だろ」

　椅子によりかかるジンが、押し殺した声でそう口にした。

「違ちがうか使徒聖殿どの？」

『……ううんご名答。どうしてそう思ったの？』

　わずかに弾はずむ使徒聖の声。先を越こされたことをむしろ面白がるような口調の問いかけに、ジンは眼光を天井へと向けて。

「俺らを招集したってことは、何か目的があるってことだ」

『うん』

「一方で、この招集は本来の予定になかった。この時点で、まず特務とは無関係ってのは予想がつく。なにせ天帝の参さん謀ぼうやってるアンタが綿密な計画を立ててきた特務だからな。今さら不測の事態なんて起こりようがない。つまり特務に関かかわることで俺らを突とつ発ぱつ的に招集するわけもないから、俺らを招集したのは別の理由だ」

『…………』

　数秒の沈ちん黙もくをおいて。

『わお、さすがジンジンだねぇ。そこまでは大正解』

　天井から小さな拍はく手しゆが響ひびいてきた。

　むろん、それを喜ぶような様子などジンには皆かい無むだが。

『じゃあついでに聞いちゃおうかな。今日のウチの用件は何でしょうか？』

「候補は三つある」

　淡たん々たんとした口調で続ける狙そ撃げき手しゆ。

「まず考えられるのが星脈噴出泉ボルテツクスで、二つ目が──」

『あ、もういいや。ソレで正解だから』

　あっさりと。

　まるでもったいぶる気を感じさせない声が、会議室に響きわたった。

『うーん。ジンジンは優ゆう秀しゆうだねぇ』

　その言葉と裏腹に──

　響く声こわ音ねからは、クスクスと笑えみを湛たたえる璃洒の顔が浮うかんでくるようだ。

『ジンジンさ、将来はウチの下についてみない？　今の倍くらい楽しいことあるよ』

「嫌いやだね。楽しくねぇことが三倍増えるのが目に見えてる」

『……残念』

　伝わってくる、溜息。

『ウチの下にいれば守ってあげるのに』

「……どういう意味だ？」

『それもウチの下についたら教えてあげる』

「…………」

『まあいいや。それでミスミス　さっきのジンジンの話はわかったよね？』

「ふぁっ、ふぁい!?」

　緊張しきった様子でビクッと身体からだをふるわせる女隊長。

『星脈噴出泉ボルテツクスの件、あれは機構Ⅲ師の所しよ轄かつになるから隊長格には全員連れん絡らくが言ってるはずだし、そうでなくても伝わってるよね？　イスカっちも音々たんも』

「ええ。あれだけ大きな話になれば……」

「音々も聞いてます」

　音々と顔を見合わせて、イスカも頷うなずいた。

　帝国とネビュリス皇庁のどちらの領土にも属さない無主地で、巨きよ大だいな星せい霊れいエネルギーが地下から湧わき上がっていく動きが計測されたという。

　数日以内に星脈噴出泉ボルテツクスが形成され、星霊エネルギーが地上に噴ふき上がるだろう。

『知ってのとおり、百年前に帝都で星脈噴出泉ボルテツクスができちゃったのが戦争の発ほつ端たんなんだよね。あの星霊エネルギーさえなければ大魔女ネビュリスも生まれなかったし、ネビュリス皇庁も生まれなかった』

「ええ……」

『ま、言っちゃえば星脈噴出泉ボルテツクスがまた生まれちゃいそうってわけ。これがネビュリス皇庁に渡わたって利用されると結構やばいのよ』

　星霊に取り憑つかれた者が、さらに星脈噴出泉ボルテツクスでエネルギーを浴びた場合。

　帝国ではまだ研究途と上じようだが──

　その星霊がさらに強化されるというのが通説だ。星霊部隊の一員が、純血種に比類するほどの力を得たという報告もある。

『純血種の強さは、まあイスカっちが良く知ってるよね』

「……はい」

『帝国が懸け念ねんしているのは、その純血種が星脈噴出泉ボルテツクスでさらに強大になってしまうこと。これ以上強くなったら、まさに本物の怪かい物ぶつよね。大魔女ネビュリスみたいなのがもう一体ってことだもん。帝都が火の海になるのは容易に想像がつくでしょ？』

　星脈噴出泉ボルテツクスの争いは、あらゆる資源の奪うばいあいより苛か烈れつなものとなる。

『そこで第九○七部隊の諸君には頑がん張ばって頂きたいってわけ。なにせ氷ひよう禍かの魔女と戦って、進軍を止めた功績があるからね。期待してるよ？』

　……氷禍の魔女。

　……星脈噴出泉ボルテツクスにやってくる星霊部隊は、アリスが指揮してるのか？

　もちろんその可能性は低い。帝国とネビュリス皇庁の戦場が世界中に遍へん在ざいするなかで、アリスの派は遣けん先が再びイスカと重なる可能性など、どれほどのものだろう。

　もっとも。

　今までの運命じみた再会のこともあるから、ゼロとは言いきれないのだが。

「あの……」

『なにイスカっち？』

「そこに純血種がやってくるというような情報は、ありますか」

『もちろん。その情報があるからこそ第九○七部隊みんなの出番ってわけだもん』

　氷禍の魔女は？

　そこにアリスがやってくるという情報はあるのだろうか。

「あの──」

『でも残念。ウチはそろそろ別の用事なの。この話はここまでってことで』

「えぇっ。ちょっと璃洒ちゃんっ？」

　声を上げたのはミスミスだ。

「アタシたちの詳くわしい任務は……」

『二時間後にいつもの出発ロビーにおいで。輸送車で十五時間くらいかかるから、その間にウチの部下から説明してあげる』

「璃洒ちゃんは来ないの？」

『ウチ？　あはは、ウチが行くわけないじゃん』

　けらけら、と可お笑かしそうに声をふるわせて。

『もう忘れちゃったかな。ウチは明日あしたから特務の演習を指揮官として見届けなくちゃいけないの。その準備で大おお忙いそがしだもん』

「……じゃあ特務の演習に行けないアタシたちは？」

『それはウチが後で面めん倒どう見てあげる。みんなは目先の任務だけ考えればいいと思うよ？』

　その声音に──

　今までにない重みを感じさせる圧力を滲にじませて。

『言ったでしょ、さっき見た資料は全部忘れて。星脈噴出泉ボルテツクスを死守することに全力を注がないと、帝都に戻もどってこれる保障なんてないよ？」




　　　　　　　２




　ネビュリス皇おう庁ちよう──

　帝国の住民から「魔女の楽園」と呼び恐おそれられるこの国は、大魔女ネビュリスの血族によって代々の王位が継けい承しようされている。

　この百年で生まれた王は一人。それ以外はすべて女王。

　人間に宿る星霊の中でも、特に強力な星霊は女性に宿る可能性が高いとされているからだ。星霊の習性なのか。あるいはただの偶ぐう然ぜんか。

　その因果は、いまだ解明がなされていない。




「……退たい屈くつだわ」

　ネビュリス皇庁「星の塔とう」。

　世界でもっとも空に近い庭──瑞みず々みずしい草花の薫かおる空中庭園で、日課の水やりを終えて、アリスは真白いベンチにもたれかかっていた。

「教会のミサは午前中に終わったし。帝てい王おう学の講義は、学者の先生が風か邪ぜをひいて延期になっちゃって……お母様は執しつ務む中だし、燐リンはわたしの部屋の掃そう除じ中」

　構ってくれる相手がいない。アリスが子供の時は、姉イリーティアや妹のシスベルとも一いつ緒しよになって遊んでいたはずなのに。

　いつからだろう。

　姉イリーテイアの存在が恐こわくなり、妹シスベルの存在が不気味に思えてきたのは。

　……次代の女王候補。骨肉の争い。

　……そんなの嫌。お母様が女王でいる時間がずっと長く続けばいいのに。

　もちろんそれは夢でしかない。

　ネビュリスの女王は、代々若くして王位を後継者に譲ゆずるのがしきたりだ。

　あと十年？　それとも五年？　血を分けた姉妹しまいと王座を争う戦いが必ず訪おとずれる。それを思うだけで億おつ劫くうというほかない。

「……だからかしら」

　こうして血けつ縁えん関係のことで頭を悩なやませた時、あの帝イ国ス兵カの顔が自然と浮かびあがってくるようになったのは。

　初めてイスカと戦ったのはネウルカの樹も海りのこと。

　苛烈な戦いだった。アリスが本気で放った星霊術を驚きよう異い的な剣けん技ぎで払はらいのけ、野生の獣けものじみた獰どう猛もうさで迫せまってくる。だからこそ自分もネビュリスの姫ひめという立場も忘れ、無我夢中で戦いに集中しきっていた。

　イスカだけを見て──

　イスカだけに意識をさいて──

　辛つらいことの何もかも忘れられた。息を切らせ、身体が熱く火ほ照てっているのを自覚して、ネビュリスの姫という身分から解放された浮ふ遊ゆう感かんがそこにはあった。

　戦いは好きじゃない。

　だけど、イスカとの戦いだけは何かが違ちがった気がしたのだ。

「……そういえば、コレもまだ返してなかったし」

　誰だれもいない庭園を見回して。

　アリスは、懐かい中ちゆうからこっそりと一枚のハンカチを取りだした。




〝あの、これよければ〟




　中立都市エインの歌劇オペラで。

　泣きじゃくる自分に、隣となりの席に偶然座っていたイスカが渡してくれたハンカチ。丁てい寧ねいに洗って折りたたんで肌はだ身み離はなさず持っていたのだが、返す機会を逸いつしてしまっていた。

　……イスカは覚えてるかしら。

　……こんなハンカチなんてもう忘れちゃったりするのかな。

　返さないと。

　燐には捨てたと言いきった後だし、こんなものを持っていると母に知られたら大事だ。

「あ。でも香こう水すいが……」

　ずっとアリスの懐中に隠かくしていたから。

　香水の匂においが移ってしまったかもしれない。男物のハンカチに女性の香水が付くというのは、あまり望ましいことではないだろう。

「……やっぱり少し匂うかも。もう一度洗った方がいいかしら」

　イスカのハンカチに鼻を近づける。

　ふと、そうしている自分の姿に、アリスは無む性しように可笑しくなってしまった。

「……ふふっ、燐に見つかったら大変よね」

　異性の。

　それも帝国兵のハンカチの匂いを嗅かいでいるだなんて、もしも燐に見られたら──

「アリス様、失礼いたします」

「ひゃぅんっ!?」

　自分でもよくわからない悲鳴をあげてベンチから跳とびはねる。その勢いで、せっかく綺き麗れいにたたんでいたハンカチもくしゃくしゃに握にぎりつぶしてしまった程ほどだ。

「り、燐？　ちがうのコレは──」

　ふり向いて。

　立っていたのは黒いスーツの執しつ事じ姿の従者だった。燐ではなく初老の男。白髪しらが交まじりの頭とう髪はつを綺麗にととのえて、礼れい儀ぎ正ただしくアリスの前で頭こうべを垂れる。

「失礼いたしました。こちらにいらっしゃるとのことでしたので」

「……あなたは」

　ネビュリスの王族に仕える従者は優に百人をこえる。

　燐のようにアリスの世話役と護衛を一人でこなすのは極きわめて稀まれで、他の王族は一人につき数人の従者を抱かかえることが多い。

「ご機き嫌げんようシュヴァルツ。妹シスベルの執務官が、今日はどんな用件かしら」

「はい。シスベル様からお言葉を賜たまわって参りました」

　妹からの伝言。その報しらせに、アリスは内心で目を細めていた。

　シスベル・ルゥ・ネビュリス９世。

　今年十八になるアリスより二つ年下の十六歳。むろん紛まごうことなきネビュリスの血族であり、強力な星せい霊れいを宿した星霊使いである。

　実妹であると共に、女王の座を競きそう最有力ライバルの一人と言えるだろう。

「……シスベルから、ね」

　妹には奇き行こう癖へきがある。ここ数年は特にひどく、ずっと自室に引きこもり、食事も母以外とは滅めつ多たに同席しようとしない。

　用事があれば、このように従者を使って伝言を任せる。

　……シスベルからの伝言そのものが珍めずらしいから。

　……ほとんど一年ぶりくらいじゃないかしら。

　もっとも、どんな伝言であろうと好ましいものとは思えないが。

「それで何かしら」

「星脈噴出泉ボルテツクスの件、アリス様はご存じでしょうか」

「……え？」

「皇庁の南西にあたるミュドル峡きよう谷こくで、星霊エネルギーと思おぼしき乱れが観測されています。ここ数日で星脈噴出泉ボルテツクスが形成されるのはほぼ確実。帝国から、一個中隊規模の軍勢が向かったとの報告もあり────」

「ま、待って！」

　手を前に出して制止。妹からの伝言ということで構えていたところに、告げられたのはまったく想定外の報告だった。

「星脈噴出泉ボルテツクス？　わたしは報告を受けてないわ」

「はい。女王様と長女イリーテイア様にも、私とは別の者が極ごく秘ひに話を通したばかりです」

　王宮内でも知られていない？

　星脈噴出泉ボルテツクスは、アリスたち星霊使いにとっては最重要の資源。その報告が遅おくれているとはどういうことだ。

「ゾア、です」

「…………」

「ゾア家が報告をあえて遅らせている。シスベル様はそう仰おつしやっていました」

　無言で唇くちびるを嚙かみしめる。

　もはや溜ため息いきをつく気さえ失うせて、アリスは弱々しく首を横にふるだけだった。

　……本当に頭が痛いわ。

　……姉妹だけじゃなく、親しん戚せきともこんなギクシャクした関係だなんて。

　かつて。

　初代ネビュリス──大おお魔ま女じよネビュリスの双ふた子ごの妹にあたる片割れは、帝国との戦いに傷ついた姉にかわって星霊使いたちを統とう率そつし、皇庁を築いた。

　その数年後に。

　三人の娘むすめに恵めぐまれることになる。

「ルゥ家、ゾア家、ヒュドラ家……本当に理解に苦しむわ。帝国との戦いに力を注ぐべき時に、どうして結けつ託たくできないのかしら」

　ネビュリスの三血族。

　アリスの名前がアリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス９世であるように、アリスや現女王はルゥ家と呼ばれる一族。帝国との戦いでは自国を堅けん守しゆしつつ、同志である星霊部隊の犠ぎ牲せいを抑おさえてきた功績がある。

　一方で、ゾア家は過激派だ。

　あらゆる犠牲を出しても帝国を壊かい滅めつするという思想の一族。

　三番目のヒュドラ家はその中ちゆう庸よう。ルゥ家とゾア家の王位争いに吞のみこまれつつも、どの時代の女王にも柔じゆう軟なんに従ってきた。

「……まあいいわ。それで、その星脈噴出泉ボルテツクスは？」

「はい。ミュドル峡谷は我々の領土ではありませんが、帝国との国境線も近く、常に星霊部隊を配置している警けい戒かい地区になります」

「そこの地区一帯が、ゾア家の所しよ轄かつということね？」

　ゾア家の警備地区である場合、そこで何が起きても基本はゾア家の指揮に一任される。

　が、星脈噴出泉ボルテツクスとなれば話は別だ。

　……その膨ぼう大だいな星霊エネルギーを浴びることで、星霊使いの星霊は成長するわ。

　……わたしや燐。星霊部隊の星霊使いたちも。

　星脈噴出泉ボルテツクスの発見は、真っ先に女王に報告する決まりになっている。

「それが報告されていない理由……」

　口元に手をそえてしばし黙もつ考こう。とはいえ考えられるのは一つしかない。

「ゾア家が、星脈噴出泉ボルテツクスのエネルギーを独どく占せんしようとしてる？」

「シスベル様もそう仰っておりました」

　苦々しい面おも持もちで頷うなずく専属執務官。

「ルゥ家の従者として発言をお許し頂けるならば、アリス様やシスベル様を擁ようするルゥ家に対して、最大の抵てい抗こう勢力がゾア家であることは間ま違ちがいありません」

「……そうね」

「星脈噴出泉ボルテツクスの独占を許せば、ゾア家の王族とその星霊部隊の戦力は一気に拡大することでしょう。それはつまり──」

　女王聖別儀礼コンクラーヴエ。

　次代の女王を決める会議において、ゾア家は相当に優位な立場になるだろう。

　ルゥ家の一員としてアリスが見過ごせる話ではない。

「ゾア家の動き。あの子なら当然に見てるわよね？」

「はい。シスベル様が見た記録では、既すでにゾアの血族が、星脈噴出泉ボルテツクスの確保に向けて動いたとのことです」

　純血種シスベル・ルゥ・ネビュリス９世が宿すのは「灯火」の星霊だ。

　蜃しん気き楼ろうや幻げん影えいのように、過去に起きた事象を映像として再現することができる。

　それも過去二十年にまで遡さかのぼって再現可能。ネビュリス王宮内のことでシスベルが知り得ないものは存在しない。今回も、ゾア家の動きを盗ぬすみ見したのだろう。

「ゾア家の血族で向かったのは誰かしら？」

「キッシング様です」

「────」

　従者の告げた名に、アリスは思わず息を吞みこんだ。

　そうか。あのキッシングがとうとう動くか。

「ゾア家の秘蔵っ子ね。どんな星霊使いなのかも秘密にされてたけど、風の噂うわさじゃ相当な強さだって聞いてるわ」

「はい。王宮守護星との模も擬ぎ戦を圧あつ倒とうしたと聞きます。今年で十四歳のはずですが、既に三血族の中でも中位以上に食いこむでしょう。あるいはそれ以上……」

　それだけの実力者を投入したのだ。是ぜが非ひでも、ゾア家は星脈噴出泉ボルテツクスを独占したいと考えているに違いない。

「状じよう況きようは理解したつもりよ。このわたしに、ゾア家の宮きゆう殿でんへ向かえと？」

「……恐おそれながら」

「妹からお使いを頼たのまれるとは思わなかったわ。でも不満を言ってる時間も惜おしいわね。シスベルよりはわたしの方が適任だろうし」

　氷禍の魔女──

　帝てい国こくから怪かい物ぶつ呼ばわりされるのは癪しやくだが、こういう時にはその異名も役に立つ。

　現女王の切り札とも謳うたわれるアリスが「力ずくで」赴おもむけば、ゾア家といえど迂う闊かつな対応はできまい。

「シスベル、どうせ今もどこかで見てるんでしょ」

　天を仰あおぐ。

　この場にいない妹の名を呼んで、アリスは語気を強めて口にした。

「たまには貴女あなたが自分で来なさい。望むなら二人っきりでいくらでも相手をしてあげる。わたしは逃にげも隠かくれもしないから」

　身をひるがえす。

　深々と頭を垂れる従者を残し、アリスは足早に空中庭園を後にした。
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　機械仕じ掛かけの理想郷──

　帝都の街並みが、地平線の夕ゆう陽ひに染まって赤く燃え上がる。

　百年前、大魔女ネビュリスとの戦せん闘とうによって帝都の木造物はほぼすべてが焼け落ちた。その手痛い過去からの脱だつ却きやくを目指し、現在は居住区すべてが耐たい火か構造となっている。

「鋼鉄の街、か……」

　そう称しようされることもある風景を背にして、イスカは目の前の何十台という装甲車へと歩いていった。

　帝都軍用ゲート。夕暮れの空を背景に、奥の監かん視し塔とうは早くも煌こう々こうと光を放っている。

「イスカ君こっちこっち」

　ふり向いた先に。

　ミスミス隊長が、電柱の陰かげから小こ柄がらな姿を覗のぞかせた。

「隊長、早いですね」

「えへへ……そりゃあもうね。こんな任務だし……ふふ。ふふふふっ？」

「怖こわっ!?」

　愛らしい風ふう貌ぼうの女隊長は、既に意い気き消しよう沈ちんの佇たたずまいだ。未来に絶望した悲観者のごとく。妙みように迫はく力りよくのある笑えみをうかべて。

「生きて帰れるかわからない璃洒ちゃんの特務。かと思ったらあの星脈噴出泉ボルテツクスの争そう奪だつ戦線に派は遣けんされるなんて……ふ。ふふ……やっぱり遊カ技ジ場ノで大もうけしておくべきだったよ。メルカバ車両ＭＩ62型フランチェコ製を買って──」

「僕もミスミス隊長も、そうやって貯ためてた貯金使いはたしたじゃないですか」

　そもそも純血種が相手の場合、最さい新しん鋭えいの対星霊戦車に乗りこんだとしても果たして意味があるのかどうか。

「隊長だってあの大魔女ネビユリスを見たでしょう」

「ネビュリス!?　あ、ああ、あのネビュリスがまた来るっていうの!?」

「ものの喩たとえです」

　大おお魔ま女じよネビュリス──

　最初の魔女となった少女で、かつて帝都を火の海に変えた最強の星霊使い。

　何万という帝国の軍勢を一人で押し返したという伝説も、脅きよう威いとしては過去のものだとイスカも信じきっていたのだが。




〝わたしが魔女となって帝国を消しよう滅めつさせる〟




　大魔女は生きていた。

　星せい霊れいの力によって百年もの時を超こえてなお、少女の姿で。

「……あー。うん。よく覚えてる。本当に怖かったもん。アタシが避ひ難なんした中立都市エインまで火の粉が降ってきてさ。この世の終わりみたいな雰ふん囲い気きあったし」

　電柱に背を預けてミスミス隊長が苦笑い。

「でもイスカ君は勝ったんだよね？」

「いや……。無我夢中でしたし、アレだって勝利と言えるかどうか」

　イスカは首を横にふってそう答えた。

　……アリスがいなかったら絶対に無理だった。

　……あの始祖だけは正しよう真しん正しよう銘めいの魔女だ。人じん智ちを超えてる強さとしか言いようがない。

　氷禍の魔女アリスと二人がかりでようやく撃げき退たい。

　それでも大魔女は再び眠ねむりについただけで、今もネビュリス皇おう庁ちようのどこかで生きているという。

「そういえば、その大魔女の件は？」

「うん！　もちろん司令部にちゃんと報告したよ。アタシ頑がん張ばってレポート書いたもん。でも司令部から『どうして映像を撮とってないんだ』って怒おこられて……っていうか、それどう思うイスカ君？　ひどくない？」

　頰ほおを膨ふくらませて、女隊長が語気を強めた。

「あんな命がけの状況でどうやって大魔女を撮さつ影えいするっていうの！　アタシたちが生きてたから報告できたっていうのに。命あっての物種だよ。ホント失礼しちゃう！」

「……実際その通りでしたしね」

　ミスミス隊長は、中立都市エインで避難誘ゆう導どう。

　イスカとアリスはというと、こちらは一秒の余よ裕ゆうもない壮そう絶ぜつな戦いをくり広げていた。大魔女ネビュリスの姿を証しよう拠こに残す余裕などあるわけない。

「アタシは報告したもん。信じるかどうかは司令部がご自由に！」

「ええ。それで星脈噴出泉ボルテツクスの件ですが、大魔女ネビユリスとまではいかなくても、その血筋を引いた純血種はやってくるかも」

「そりゃ向こうも全力だ。星脈噴出泉ボルテツクスの奪うばいあいになればな」

　後ろから足音──

　両りよう肩かたにケースを担かついだ銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手しゆが歩いてきた。

　右肩には狙撃銃じゆうのケース。左肩に担いでいるのは弾だん薬やく入りのケースだろう。

「俺らが第二陣じん。だったな音々？」

「うん！　お友達の部隊が、音々たちより先にミュドル峡きよう谷こくに向かったって」

　ジンの後ろから、背中にコンテナを担いだ音々がひょっこりと顔を出す。通信機材一式が収まったコンテナを装甲車に詰つめこんで──

「星脈噴出泉ボルテツクスかぁ。音々も資料でしか見たことないけど地面に穴が空いて、そこからすごい光が噴ふきだすんでしょ？　光の噴ふん水すいみたいに」

「そう言われてるな」

　弾薬のケースを荷台に移しながら、ジン。

「星脈噴出泉ボルテツクスってのは星霊エネルギーの溜たまった温泉みたいなもんだ。地面にできた穴に飛びこむだけで星霊エネルギーを浴びることになる。気をつけろよ隊ボ長ス。星脈噴出泉ボルテツクスの前で足滑すべらせると大穴に転がり落ちるぞ」

「お、落ちないよ！」

　顔を真っ赤にして、ミスミス隊長が声を響ひびかせる。

「……だけど星霊エネルギーにアタシたちが触ふれても毒じゃないんでしょ？」

　本来、星霊エネルギーは人間にとって空気とさほど変わらない。

　触れても吸いこんでも無害。

　ごく一部──魔女の適性を有した者だけが星霊に取り憑つかれるが、割合としては一パーセントにも満たないとされている。星霊がすべての人間に憑ひよう依いするのであれば、百年前に帝都で噴出した星霊エネルギーに帝国住民が一人残らず取り憑かれていただろう。

「でも強力な星霊使いは、その星霊が遺伝すると言われてますから」

　イスカの脳のう裏りを過よぎったのはネビュリスの血脈。

　ネビュリスに連なる氷禍の魔女アリスが良い例だ。

　星霊の強さは、遺伝する。

　星脈噴出泉ボルテツクスで星霊使いが強大化すれば、その代々の子孫も強い星霊を宿す可能性が高い。帝国は未み来らい永えい劫ごうその脅威と戦わなくてはならなくなってしまう。

　……止めないと。

　……ネビュリス皇庁の力が増大すれば、それこそ和平交こう渉しようなんか無理になる。

　星脈噴出泉ボルテツクスは絶対に渡わたせない。

　そのうえで懸け念ねんは、ネビュリス皇庁から派遣される純血種が誰だれであるか、だ。

「隊長、それで璃洒さんから追加の情報は？」

「ううん。璃洒ちゃんは明日あしたからの特務訓練で指揮官だもん。準備で大おお忙いそがしみたい」

　重苦しい溜ため息いきをついて隊長が装甲車のドアを開けた。運転席が音々で、その左ひだり隣どなりである助手席がミスミスの指定席になっている。

「星脈噴出泉ボルテツクスの奪いあいとか。絶対、全面衝しよう突とつになるに決まってるし。……うぅ、どうか無事に帰ってこれますように」

「帰ってきても璃洒さんの特務が待ってますけどね。そっちも命がけでしょうから」

「あーあー、アタシ聞こえない！　何も聞こえないからね！」

　耳を手で塞ふさいでしまうミスミス隊長。

　そんな後ろ姿を横目に、イスカも後部座席に乗りこんだ。

　……純血種が来るのはほぼ間ま違ちがいない。

　…………アリスは？

　勝ち気な金きん髪ぱつの少女を思い浮うかべる。




〝わたし──〟

〝誰にも邪じや魔まされずにキミと二人だけで決着つけたいって思ってたから〟




　氷禍の魔女アリスは、果たして来るだろうか。

「…………」

　胸に手をあてる。

　とくん、とくんと少しずつ早くなっていく鼓こ動どうを感じながら。イスカは、動きだす車両からの景色を眺ながめていた。
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　ネビュリス皇庁「月の塔とう」。

　アリスたちルゥ家の王族が住まう「星の塔」から、実に二百メートル超ちようの渡り廊ろう下かを歩いたところに、その王宮が存在する。

　ネビュリス三血族・ゾア家の宮きゆう殿でんへ。

「ここに来るのは会食以来だから三週間ぶりかしら？」

「三週間と四日です、アリス様」

　廊下をこえたところで足を止め、美しい燭しよく台だいに彩いろどられた王宮内部をアリスは見み渡わたした。

「……妙ね」

　シャンデリアが照らす通路に、人ひと影かげが驚おどろくほど少ない。従者の少女が数名歩いているのを見かけるだけで、家臣も兵士も姿が見えないのはなぜだ？

「流行はやり病やまいにでも罹かかってみんな部屋で寝ね込こんでるのかしら。現女王の娘むすめが来たっていうのにあんまりな出で迎むかえね」

「その皮肉でいきましょうアリス様、私も賛成です」

　アリスの隣に佇たたずむ茶ちや髪ぱつの少女。

　従者である燐が珍めずらしく強い口ぶりでそう言ってきた。

「あるいは星脈噴出泉ボルテツクスの掘ほり起こしで忙しいのか、と」

「それは直球すぎるわ」

「いえ、いいんです。……私も今回の件については憤ふん慨がいしているところですから」

　ほぼ無人同然の通路を睨にらみつける燐。

　今は無人だから問題ないが、これが誰かに目もく撃げきされたら「ゾア家に喧けん嘩かを売っているのか？」と責められても仕方のないほどの目つきである。

「女王様に内ない緒しよで星脈噴出泉ボルテツクスを独ひとり占じめしようなどと。国家反逆罪にも等しい振ふる舞まいではないですか」

「まだわからないわ」

「でも妹シスベル様が仰おつしやっていたのなら間違いありません。ゾア家が、ミュドル峡谷に向けて兵を派遣したという事実だけで十分です」

　燐の言うとおり、まずはゾア家の王族を摑つかまえて事実を認めさせるところからだ。

　そして責任追つい及きゆうへ。女王からの非難と、国民に向けての声明発表。これが予定どおりに進めばゾア家の信しん頼らいは地に落ちる。

　……ルゥ家とヒュドラ家を出し抜ぬく気でいたんでしょうけど。

　……失敗して手痛い目を見るのはゾア家の方よ。

「ゾア家の王族に話を聞かないと。誰がいいかしらね」

「やはり現当主でいいかと。そうなると────────…………いえ」

　燐の声に、棘とげが混じった。

　感情を押し殺した鋭するどい視線。暗殺訓練を受けた護衛としての表情で、従者がただならぬ口調でもって言葉を続ける。

「そこまでです仮面卿」

　横顔で。

　燐が睨みつけたのは、燐とアリスのわずか一メートル先の真後ろだった。




　──仮面をつけた黒服の男。




　足音も呼吸音もなく。

　いつの間にかアリスと燐の背後に、長身の男が立っていたのだ。

「いや素す晴ばらしい」

　仮面をかぶった男の、陽気な口調。

　右手に短剣を持ったまま拍はく手しゆさえしてみせる。こちらの精神を逆さか撫なでするつもりか。

「あいかわらず素晴らしい嗅きゆう覚かくだね燐君、どうやって私に気づいたのかな」

「それだけ殺気をこめていれば誰でもわかります」

「……それは君くらいのものだけどね」

　右手の短たん剣けんをしまった男が、やれやれと肩かたをすくめてみせる。

　アリスの背に剣を向けたのを燐が瞬しゆん時じに感知し、それを牽けん制せいしたかたちだ。

「どういうおつもりですか仮面卿」

　燐が用心深くその挙動を監かん視しするなか、アリスは男にふり返った。

「現女王の娘であるわたしに対して剣を向けるなど……」

「誤解だよ、そう睨まないでくれ」

　横おう柄へいな口調で、仮面の男が含ふくみ笑い。

「このナイフは護身用でね。ほら私は星せい霊れいが弱いから。こうして常に持ち歩いていないと不安でしょうがないんだ」

　仮面卿オン。

　当主ではないが、紛まぎれもなくゾア家の血筋の一人だ。

　空間を渡る「扉とびら」を生みだす星霊を宿した魔人。今の突とつ然ぜんの接近も、自分たちの背後に扉を作ってそこから現れたのだろう。

　……顔の仮面は、傷を隠かくすためと言ってたわよね。

　……若い頃ころに帝てい国こく軍の火器を受けて大おお火傷やけどをした為ためだって。

　もっとも、それを確かめた者はルゥ家の中には誰もいないのだが。

「あらためてご機き嫌げんようアリス君。燐君。本日は何の用かな？」

　わかりきったことを。

　この通路に一人として家臣や従者がいない事実が、自分たちがやってくるのを予期していたと自白しているようなものではないか。

「ご機嫌よう仮面卿。久しぶりに親しん戚せきの顔を見たくなりまして」

「……親戚と？」

「キッシングと話はできますか」

「おぉ、アリス君からキッシングの名前が出るなんて久しぶりだね。あの子に会いたいと言ってくれる親戚なんてここ数年記き憶おくにない。キッシングも喜ぶよ」

　仮面の男が声を弾はずませた。

「……が、あいにくとキッシングは体調を崩くずしていてね。また体調の良い時に」

「体調を崩しているのに出兵させたのですか？」

　王族に仕える者として。

　燐のその発言は、度を過ぎた発言として問題になるかどうかの瀬せ戸と際ぎわだっただろう。

「仮面卿。既すでに女王は此この度たびのことをご存じですわ」

　口を添そえるかたちで、アリスは燐の言葉を継ついだ。

「発言にはお気をつけくださいまし」

「ふむ……ああなるほど、シスベル君だね。あの星霊は本当に素晴らしい」

「情報の出所はどうでもいいでしょう」

　シスベル・ルゥ・ネビュリス９世に隠し事は許されない。問答無用で王宮の者たちに従順を迫せまる力が妹シスベルにはある。

　とはいえ、それでもなお今回の謀はかりごとだ。

「お聞きします。ゾア家はなぜ星脈噴出泉ボルテツクスを──」

「マグマの流動か地下ガスの吹ふき溜だまりだよ。星脈噴出泉ボルテツクスである証しよう拠こなど何もない」

　白々しい。

　だが、この反論がアリスにとっても最も「面めん倒どうくさい」言い訳だ。仮面卿の言うとおり、星霊エネルギーの確定はソレが地表に噴ふきだしてから。

「地下から上じよう昇しようしつつある流動物。判明しているのは高熱を帯びているという一点だが、星脈噴出泉ボルテツクスである場合を考こう慮りよして兵を派は遣けんするのは無難な方法だろう？」

「では、なぜその報告を遅おくらせているのです」

「今──」

　手て袋ぶくろをした手で、仮面卿が渡わたり廊下を指さしてみせた。

　つい先ほどアリスと燐が通ってきた道をだ。

「ちょうど今、ゾア家の当主が報告に向かったところだよ。星脈噴出泉ボルテツクスという資源は貴重だからね。判断は慎しん重ちように行うべきだ。その為の資料作成に時間がかかっていた」

「…………」

「いや、しかし済まないね。君たちにも余計な心配をさせてしまったようで」

　申し訳なさそうに仮面卿が両手を広げてみせる。その仕草といい、こちらを気き遣づかうフリといい、歴戦の策士と言うほかないだろう。

　帝国との交戦──

　中立都市との交こう渉しよう──

　そして女王の座を狙ねらう三血族の争い──

　この男は、こんな読みあいを何十年と経験しているのだ。星脈噴出泉ボルテツクスがまだ形成されていない以上、舌ぜつ戦せんでは埒らちが明かない。

「アリス様……」

「事情は理解しましたわ仮面卿。ご説明感謝いたします」

　燐に黙だまって目配せし、アリスは口早にそう告げた。

　ここで争っても時間の無む駄だだろう。一礼して背を向けようとした、その矢先に。

「あまり目立った動きはしない方が賢けん明めいだよ」

「…………」

　内心、舌打ちする。

　自分アリスが今から何をしようとしたのか、その意図を見み透すかされていたらしい。

「わたしが何をしようとお思いで？」

「ミュドル峡きよう谷こくへ。星脈噴出泉ボルテツクスの形成予測地点へ向かおうとしているのだろう？」

　一いつ拍ぱく置いて。

「今回の件はキッシング一人で何もかも事足りる。キッシング……あの子はとても優ゆう秀しゆうだ。ルゥ家でいうキミのような存在だよ」

　その言葉には力があった。

　揺ゆるぎない確信と、誇ほこりと、そして底知れぬ不敵さが。

「キッシングはまだ十四歳でしたね。わたしが会った時には、まだ本当に小さくて可愛かわいらしい女の子でしたが」

「そうとも。あの子はキミをも超こえる才がある。私はそう思っている」

　燐が、かすかに目を吊つり上げた。

　今度こそ誤ご魔ま化かしようがない。これは明らかに、ゾア家からのアリスに対する挑ちよう戦せんだ。

　キッシング・ゾア・ネビュリス。

　ゾア家の秘密兵器。稀き代だいの星霊使いの才を持つとは話に聞いている。

「星は怒いかりに満ちている」

　仮面から漏もれる声に、激情が混じる。

「星霊の力をもって帝国を滅ほろぼせと。現女王のやり方では緩ぬるすぎる」

　そう。これがアリスたちルゥ家と、ゾア家のもっとも大きな政略の隔へだたりだ。

　慎重に戦いをすすめる現女王。

　対し、あらゆる犠ぎ牲せいを伴ともなっても帝国を滅ぼせというゾア家。

「言うまでもないだろう。百年前、帝国が我々におこなった仕打ちを」

「もちろんですわ」

　女王の娘むすめとして生まれたアリスは、物心ついた時から子守歌のように「魔ま女じよの昔話」を聞かされて育ってきたのだから。

　そして、その迫はく害がいの映像を見たこともある。

　帝国が撮さつ影えいしていた獄ごく中ちゆうの映像を、ネビュリス皇おう庁ちようが戦争で奪うばい取ったものだ。

　──魔女と魔人を有ゆう刺し鉄てつ線せんで繫つないで閉じこめて。

　──そこに一時間ごとに電流を流すのだ。絶対服従を誓ちかわせるために。
















　──食事は、帝国兵が食べた残りである腐くさったパンと、腐って固形化しかけた牛乳。

　餓うえた方がマシと言わんばかりの悪意の給仕。

　これが犯罪者への罰ばつというのなら理解の余地はあるだろう。

　だが当時、星霊使いの多くは何一つ悪事をしていない無実の者たちだ。星霊を宿しただけで捕つかまり、拷ごう問もんを受けた上で冷たい牢ろう屋やに閉じこめられていた。

「よく存じておりますわ。映像を思いだしたくもないくらい」

「ふむ？」

「地獄のようなものでした」

　記録に残っている限りにおいても、アリスが思いだしただけで吐はき気を覚えるほどに、その差別の度合いは人間に対する処しよ遇ぐうの限度を超こえていた。

　が。

「まだ軽いな」

　仮面卿の口元にうかぶ冷れい笑しよう。

「アリス君、キミが見た映像はどうせ帝国のアルトリア牢獄のものだろう」

「ええ。それが何か……」

「あれは帝国がわざと残したものだ。ちょうどキミがそう錯さつ覚かくしているように。そうすることで当時の迫害は『あの程度だった』と我々を騙だますための映像だよ」

「……なんですって」

　もっと恐おそろしい裏の記録がある。

　この男の口ぶりは、暗にそう告げているようではないか。

「キミが知っている当時の迫害など軽いものだ。地獄？　そんなものは生なま温ぬるい。……そうだね、一つ具体的に例を挙げてみせようか」

「結構ですわ」

　口上を遮さえぎった。

　……本当に巧たくみ。あやうく引きずり込まれるところだったわ。

　……この男の話術に。

　ゾア家から情報を提供された。そんな噂うわさを流されては困る。

「帝国の迫害は許されざるもの。その度合いがわたしの知識より上か下かは些さ細さいなこと。どうであれ帝国と戦うことに違ちがいはありません」

「それが軽いと言っているのだよ」

　やれやれ、と。

　仮面の男が大げさな程ほどに首を横にふってみせる。

「戦う？　そこで滅ぼすとなぜ言えないのか。いや、それはキミたちに言っても詮せん無なきことだったね。現女王の手しゆ腕わんの限界なのだから」

「仮面卿──」

　押し殺した声でアリスは続けた。

「その言葉、女は王はへの冒ぼう瀆とくですか？　これは報告させてもらいます」

「意味がないよ」

　水を打ったように、再び紳しん士し的とも言える口調で男が返した。

「こんなやりとりをもう何十年とやってきているのだからね。かつて似たようなことを、アリス君の母……つまり現女王もゾア家やヒュドラ家に何度となく口にしたものさ。過激な発言を控ひかえたのは女王になってからのことだ」

「────」

　言い返す言葉がない。アリスが生まれて間もない時期か、それよりも前のことだろう。記き憶おくに残ってないが、まったくの噓うそだとも思えない。

「……失礼しますわ」

　今度こそ背を向ける。

　燐を従えて、ガラス張りの渡り廊ろう下かを歩きだす。

　……本当に嫌いやになるわね。

　……こんな争いがいつまで続くというの。

　血をわけた姉イリーテイアや妹シスベルとの血族代表の争いだけでなく。さらにその後も三血族の代表者による女王聖別儀礼コンクラーヴエが待っている。

　骨肉の争い。いや、毒虫と毒どく蛇へびとが絡からみ合う蠱こ毒どくの壺つぼか。

「なんて虚むなしいの……」

　かすれた声でアリスが口にしたのは、そんな感情の発はつ露ろだった。

　自分は、もっと堂々とした存在でありたい。

　世界を統一する女王とはそういうものだろう。自分も相手もすべてを包み隠かくさずさらけ出し、真っ白な裸はだかの状態で語り、戦い、決着をつけたいのだ。

　……イスカと。

　……イスカと戦った時みたいに。

　思えば思うほど、あの帝てい国こく兵のことが気になって仕方ない。

　とにかく何でもいい。いっそ戦いでなくても、中立都市で休戦的に出会うことでもいい。

「ああもうっ、イスカはどこにいるの！」

「アリス様!?　ですから誤解されるような言い方はやめてください！」
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　ミュドル峡きよう谷こく──

　大陸の北部を中心とした領土を有するネビュリス皇庁と、大陸南部の帝国領のどちらにも属していない無主地の一つ。

　広大な高原であったものが川の浸しん食しよく作用で削けずられ、深い谷を形成してできた。

　現代の秘境の一つである。

「峡谷を囲む山々に火山活動は見られない。つまり地中で高熱物の流動が観測されたなら、それはマグマ以外のものってことになる……か」

　報告レポートを口にして、イスカは車窓の外を見やった。

　高山地帯のため心なしか空気が薄うすい。

　草も木もまばら。大地は赤あか煉れん瓦がのように赤みがかった色合いだ。そして音ネ々ネの運転する車は、険しい山道を猛もうスピードで駆かけ上がりつつあった。

「……いっそ地下ガスか温泉だったらいいんだけど」

　星脈噴出泉ボルテツクス。

　星の中コ枢アから生まれた星せい霊れいエネルギーの奔ほん流りゆうが、地ち殻かくの下に存在する星体内部層マントルをこえて地上に噴出する。イスカたちが死守すべきパワースポットだ。

「ミスミス隊長」

　前方の助手席に座る女隊長へ。

「さっきの璃リ洒シヤさんの録音、もう一回流してもらってもいいですか。キャンプに着く前に聞いておきたくて」

「いいよ、アタシも聞き直しておきたかったから」

　うなずくミスミス隊長。

　両手に握にぎっていた録音機レコーダーの電源を入れるや、聞き覚えのある声が流れてきた。

『────で、とにかくまあ死守してほしいってわけ』

　使徒聖第五席・璃洒からの伝言。

　ミスミスが手にした録音機レコーダーも、イスカが持っている報告レポートと同様にあらかじめ

装甲車の座席に用意されていたものだ。

『ネビュリス皇おう庁ちようも本気で戦力を投じてくると思うから、こっちも使徒聖を向かわせたわ。ミスミスはその下で動いてね。詳くわしい話は、向こうのキャンプ地で先についてる隊長から聞いてもらえばいいから』

「ってかさ」

　録音機レコーダーの声を聞くミスミス隊長が子供っぽく頰ほおを膨ふくらませた。

「わざわざ録音機レコーダーに声を録音するくらいなら、アタシが車に乗ってる時に電話で言ってくれればいいのに」

「忙いそがしいって言ってたしね璃洒さん。電話だと互たがいに時間を指定しなくちゃいけないし」

　運転席の音々が、ミスミス隊長に振ふりかえる。

「でも録音の方が何度も聞けていいかも。電話だと隊長が覚えきれなそうだし」

「あーっ、音々ちゃんまでそういうこと言う!?　アタシ記憶力には自信あるのにぃ」

「そうかなぁ？」

「そうだもん……って音々ちゃん、アタシの事はいいから前見て前！」

　装甲車よりも巨きよ大だいな大岩が。

「だーいじょうぶだよ。ほら、右に曲がれば────あっ」

「そっちは崖がけだよ音々ちゃん!?」

　高速でハンドルを切った音々が、続けざまに急ブレーキ。

　峡谷の断だん崖がい。あと一メートル進んでいれば谷底に落下していたであろう間ま際ぎわで、装甲車が土つち煙けむりを上げて停止した。

「わぁ、隊長！　ほら見て、下にすっごい勢いで川が流れてるよ！」

「その川に落ちるとこだったんだよアタシたち!?」

「平気だよ。あと七十センチも余よ裕ゆうがあったし。まだブレーキ我が慢まんできたかなぁ」

「お願いだから安全運転してぇぇぇぇぇっ!?」

「──あの、ところで隊長」

　涙なみだ声ごえの隊長をなだめて、イスカはその手元の録音機レコーダーを指さした。

「録音機レコーダー、止まってますが」

「あれ？　おかしいな。アタシいつのまにか電源切ってたみたい」

　それを見たジンが後部座席から盛せい大だいに溜ため息いきをついているが、当の本人はソレに気づいた様子もない。

『確保か、破壊ね』

　録音機レコーダーから、再び使徒聖の声が再生されていく。

『知ってのとおり星脈噴出泉ボルテツクスの星霊エネルギーは強力なの。純血種でない魔ま女じよも魔人も、このエネルギーを浴びることで純血種に匹ひつ敵てきする力を得た事例があるわ。ただし、噴出するエネルギーには限りがある。その場かぎりの資源ってこと』

　星脈噴出泉ボルテツクスとは「使い捨て」の資源なのだ。

　奪うばわれた後に奪い返すという選せん択たく肢しが存在しない。奪い返した時には、既すでに星霊エネルギーが消費されて枯こ渇かつした後になるだろう。

『ゆえに先手必勝ってわけ。ま、ここらへんはミスミスも士官学校で習ってると思うけど、忘れてるだろうからジンジンあたりが補ほ佐さしてあげてね』

「さすが使徒聖だ。抜ぬかりない」

「ジン君？　なにを感心してるのかな。アタシちゃんと覚えてるんですけどぉ？」

　部下を横目に睨にらむ上司。

「星脈噴出泉ボルテツクスの奪いあいはとにかく先手必勝！　ネビュリス皇庁より先に確保するのが最優先。もしそれができない時には、潰つぶしちゃうの。星脈噴出泉ボルテツクスで魔女たちが強くなる前に、一いつ斉せい砲ほう撃げきで消しよう滅めつさせること！……だよね？」

　そう。「確保」か「破壊」の二択たくなのだ。星脈噴出泉ボルテツクスを守りきれず敵に渡わたすくらいなら、利用できないよう潰す。

　……帝国らしいやり方だけど。

　……星脈噴出泉ボルテツクスに関してはそれしか方法がないのは事実だから。

　そのための自走式ロケット砲も現地に到とう着ちやくし、短たん距きよ離りミサイルの設営も計画されている。

　あとは星霊部隊との戦せん闘とうにそなえ、応援部隊イスカたちが駆けつけるのみ。

『──────あ。それと。これはまだ不確定情報だけど』

「あれ？」

　璃洒の声が再び聞こえてきたことに、ミスミス隊長が疑問の声を上げた。

「まだ録音残ってたみたい？　アタシ一回目は途と中ちゆうで切っちゃってた？」

「……二回聞いておいて正解だったな」

　電源ランプが点灯し続ける機器を一いち瞥べつし、銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手しゆが苦笑い。

「で、どんな続きやら」

『ネビュリスの純血種なんだけど、一応わかってるかぎり伝えておくね。やってくるのは魔女。そして以前に戦った氷ひよう禍かの魔女────』

　アリスが!?

　咄とつ嗟さにそう声に出そうとするイスカを、止めたのは璃洒の声だった。

『──ではなさそう』

　ほっと胸をなでおろすのはミスミス隊長。

　氷禍の魔女アリスは、帝国では最強級の魔女として指定されている魔女だ。そんな魔女と二度連続で戦うのだけは免まぬかれた──そんな安あん堵どなのだろう。

　一方で。

　イスカは、我知らずのうちに息さえ止めて口をつぐんでいた。

　……アリスじゃないのか。

　……ここに来る前の遊楽都市ジュラクでも結局会うことなかったし。

　ネウルカの樹も海りでの戦闘以来、中立都市エインでも何度となく出で会くわしてきたのに。

　重なる偶ぐう然ぜんもここまでか。

　彼女は敵。そうわかっているのに、この偶然が断たちきられてしまうことが「寂さびしい」と、そう感じてしまうのは何な故ぜだろう。

『それで、やってくるのは帝てい国こくの魔女目録に載のってない未知の純血種だから。氷禍の魔女じゃなくて一安心してると思うけど、同じくらい強いかも』

「ちょっと璃洒ちゃん!?」

　録音機レコーダーをぎりぎりと握りしめて、ミスミス隊長が悲鳴を上げた。

「そんなの聞いてないよ。未知の魔女!?　そ、そそそ、それが氷禍の魔女より強いってことはさすがに──」

『可能性は否定できないねぇ』

「反則だよ璃洒ちゃん！　わかってたなら最初に言ってよ！」

『いやぁ。言ったらミスミスが怖こわがるかなって。大事な大事な友人が怯おびえてしまう姿が、ウチにはどうしても耐たえられなくて。……あ、なおこの会話は知ってのとおり録音です。一いつ切さいの質問、文句を受けつけません』

「璃洒ちゃんのばかぁ──────っ!?」

「ねえ隊長？」

　絶ぜつ叫きようする隊長の青髪を一ひと房ふさつかんで、音々が引っぱった。暴れ馬の手た綱づなを握るように、察するに「おとなしくなって」という意味だろう。

「さっきから気になったけど、隊長の録音機レコーダー」

「うん？」

「『再生』じゃなくて『通話』になってるよ。ほら、ランプが赤じゃなくて緑だもん」

「……あれれ。ってことは」

　いつの間に回線が繫つながっていたのだろう。

　いま話していたのは録音の声ではなく、現実の璃洒本人？

「ほほぅ。なるほどねぇ璃洒ちゃん。どうりで相づちのタイミングが完かん璧ぺきで」

『ぎくっ!?　やば、バレた？』

「璃洒ちゃぁん、アタシ少しばかし話があるんだけど。いいかな？」

　愛らしい相そう貌ぼうで危険な笑えみを浮うかべるミスミス隊長。

「たとえ璃洒ちゃんが司令官でも、必要事じ項こうを部下に説明していないっていうのは規則に反するよねぇ？　そこんところ──」

『…………』

　ブツッ、という切断音。

「あっ、通話切った!?」

　危険を察して速すみやかに逃とう亡ぼうしたのだろう。

　この作戦期間内で、二度と通話が繫がることはあるまい。

「……音々ちゃん、そういうわけで安全運転でお願い。いつ星霊部隊が現れるかもわからないし、強い純血種がいるかも」

「はーい」

　加速する装甲車。

　わずかに霧きりの出てきた山の斜しや面めんを見上げ、イスカは拳こぶしを握りしめた。




　ミュドル峡きよう谷こく南西部──

　第一臨時基地。

　イスカたちが到着したキャンプ地には既に、数日前から到着した第一陣じんが設営した軍用テントが何十と軒のきを連ねていた。

「一個中隊。のべ三十二部隊の百六十人だそうだ」

　基地を一周し終えたジンが、ミスミス隊長に報告。

「構成は機構Ⅲ師とⅤ師が半分ずつ。歩兵、砲兵、医い療りよう部隊に通信部隊。それなりに経験豊富な奴やつらが選ばれてる。俺も見覚えのある隊長が何人か向こうにいた」

「はーい、音々も向こうで挨あい拶さつしてきたよ！」

　反対側の方向からは音々が戻もどってきて。

「通信部と回線を繫いでもらったの。これで基地の情報をこっちにも回してもらえるはず。部隊回線は音々が持っておくとして、隊長級回線は……」

「……あの、ほら、アタシ機械苦手だから」

「音々が持ってよっか？」

「音々ちゃん大好き！」

　部ネ下ネに抱だきつく上ミ司ス。

　といっても身長は音々の方が高いので、見た目ではどちらが隊長かわからないが。

「アタシもイスカ君と基地を回ってきたよ。ジン君の言ったとおり一個中隊がここにいて、第二臨時基地にも一個中隊が控ひかえてるんだって。あと──」

「もう一個中隊が派は遣けんされる予定になってるってさ」

　隊長に続けるかたちで、イスカはジンと音々にそう告げた。

　三個中隊。ほぼ一個大隊に相当する人員数に加え、使徒聖第八席も派遣されている。

「こんな辺境の峡谷に、よくもまあ」

　金属ケースから狙そ撃げき銃じゆうを取りだすジン。

「星脈噴出泉ボルテツクスを何が何でも手に入れたいって魂こん胆たんが透すけて見えるな」

「ね。機構Ⅲ師の人たちがたくさん投入されてるから、アタシも知り合いの隊員たくさんいるよ。さっきまた会おうねって言ってたんだけど」

　きょろきょろとミスミス隊長がまわりを見み渡わたして。

　軍用テントから出てきた女隊長を見つけるや、大きく手を振ふった。

「ノロちゃん！　こっちこっち！」

「あー。ミスミスちゃん。ここにいたのねぇ」

　こちらにふり返って、おっとりした表情の女隊長が嬉うれしそうに声を弾はずませた。

　わずかにパーマのかかった金きん髪ぱつと、見るからに穏おん和わそうな目元。

　いかにも争いとは無む縁えんそうな佇たたずまい。幼げなミスミスとはまた別の方向で、帝国の隊長らしさが希き薄はくである。

「ホント久しぶりぃ。ビックリしたわぁ。ミスミスちゃん、いつの間にⅢ師に戻ったのぉ？　去年はⅡ師でずっと帝都にいたと思ってたけどぉ」

「えへへ。ついこの前だよ」

　ノロちゃん──そう呼んだ女隊長にミスミスが抱きついた。

　同じ隊長級。おそらく年ねん齢れいはどちらも二十代なかばのはずだが、身長的には年の離はなれた姉と妹といった外見だ。

「あ、ノロちゃん紹しよう介かいするね。アタシの可愛かわいい部下たち。右から音々ちゃんとイスカ君。二人ともとっても優しくて親切なの。もう一人がジン君で、こっちは可愛くて頭がいいけど毒どく舌ぜつなの」

「……おい」

「あらあらぁ。シャノロッテ・グレゴリーですぅ。よろしくぅ音々さん、イスカさん、それと毒舌のジンさん」

　くすくすと可お笑かしそうに笑う女隊長。

「ミスミスちゃんとは士官学校卒業してぇ、下級兵の時に一いつ緒しよだったの。懐なつかしいわぁ。お給料が出た時には、二人でよく焼き肉に行ったもんねぇ。あの頃ころからミスミスちゃんはあんまり背が伸のびてないみたいだけど」

「の、伸びたしっ！　二センチくらい伸びたもんっ」

「そうかしらぁ。でもせっかく会えたのに場所が場所よねぇ。大変なところに放ほうりこまれたって、さっきも別の隊長と話してたところなのぉ」

　悩なやましげな表情で腕うで組ぐみする金髪の女隊長。

　しかしそんな弱気な態度もすぐにぬぐい去って、おっとりした口調とは到とう底てい似つかない俊しゆん敏びんさで姿勢を正した。

「ほらミスミスちゃん、来たよ」

「え？　え？　来たって何が……？」

「一同、敬礼！」

　大声量のかけ声が基地中に響ひびきわたるや、テントの周辺で作業していた部隊員がたちどころに手を止めて姿勢を正した。

「あ、あれ？　ええとっ？」

「隊長、敬礼ですよ敬礼。ちゃんとしてないと怒おこられますってば」

　ミスミスに小声でそう言って、イスカも他の部隊員にならって敬礼の仕草。掲かかげた右手を自分の額にぴたりとつける。

　やがて鳴りひびく靴くつの音。

　統とう括かつ隊長の勲くん章しようをつけた隊員三名が、本部テントに向かって基地を横断していく。その三名の後ろからやってくる男を見て──

　シャノロッテ隊長が、敬礼の仕草のまま隣となりのミスミスに囁ささやいた。

「ほらミスミスちゃん来たよぉ。使徒聖」

「……ひゃあ。やっぱり雰ふん囲い気きあるけど、怖いかも」

　周りがすべて帝国の戦せん闘とう衣いである中で。

　その男は、頭部から足先までを鈍にび色いろのコートスーツで覆おおうという奇き妙みよう極きわまりない装よそおいで堂々とイスカたちの前へと近づいてきた。

　使徒聖第八席・ネームレス──

　身につけたコートスーツは、帝都の制圧兵器研究機関が作りだした光学迷めい彩さい衣い装しようだ。

　……一年前、僕が使徒聖に上がった時に顔合わせがあったっけ。

　……ほとんど会話なんてなかったけど。

　ネームレスの出身は第Ⅵ師、帝国の刺し客かく部隊から昇しよう級きゆうした男だ。

『本日、新たに八部隊が当基地に加わった』

　電子音によってなかば機械化された声。

　あの光化学スーツの下は、実は人間ではなく独立機械兵なのではという噂うわさもある。

　天てん帝てい護衛という立場に昇格してからも「ネームレス」という通つう称しようを貫つらぬく暗殺者が、この基地の指揮をとることになる。

『まず言っておく。この基地で、俺が具体的な指示を出すことは一切ない』

　電子声が、静せい寂じやくの基地にゆっくりと伝っていく。

『その前提の上で「お前たちの使命」を二つ伝えておこうか──』




　一、星脈噴出泉ボルテツクスを皇おう庁ちようよりも先に確保すること。

　二、前述一がかなわなかった場合、利用される前に星脈噴出泉ボルテツクスを消しよう滅めつさせること。




『そして最後だ。「俺の目的」を邪魔するな』

　理解したな？

　そう思わせる間をおいて、暗殺者上がりの使徒聖は言葉を続けた。

『俺の目的は、星脈噴出泉ボルテツクスを求めてやってきた星せい霊れい部隊を潰つぶすこと。その邪じや魔まをするな。心しておけ。以上だ』

「──解散！」

　きびすを返す使徒聖の背後で、付きしたがっていた壮そう年ねんの隊長が声を張りあげた。

「各自、速やかに行動に移るよう。なお、本日より作戦に加わった部隊は、ただ今より、作戦本部に隊長が集合すること」

「……え？　あ、アタシだ。じゃあちょっと行ってくるね！」

　本部テントへとミスミスが駆かけていく一方で、イスカの周りでは、再び基地がにわかに騒さわがしさを増していきつつある。

　テントを出入りして資材を運びだす者。部下に向かって早口に檄げきを飛ばす隊長。それに応じて装甲車へと走っていく部下たち。

　……こういう臨時の基地じゃ珍めずらしい風景じゃないけど。

　……なんだろ、漂ただよってる緊きん張ちよう感かんが違ちがう。

「音々のお友達の通信部隊ね、この基地は息が詰つまりそうって言ってた。なんかわかる気がするなぁ」

　軍用車の鍵かぎを指先にひっかけながら、音々。

「星脈噴出泉ボルテツクス、ネビュリス側に取られたら帝国が危なくなるもんね。魔女も魔人も今以上に強くなったら、帝国の都市まで戦火がおよぶだろうって……」

「領地争いの睨にらみ合いってのは、ただの膠こう着ちやく状態だからな。今回のは明確な奪うばいあいだ。意味するところが全然違う。──音々、車のエンジン暖めておけ。俺らも隊長が戻ったらすぐ出発する」

　一人、落ち着きはらった口調で答えたのは銀ぎん髪ぱつの狙撃手だ。

　見つめる先は作戦本部のテントの、はるか後方。

　赤茶けた山さん嶺れいを睨むように見上げて。

「ネビュリスの国境は向こうか。既すでに星霊部隊も集まって来てるだろうな」

　毒づくように、そう吐と息いきをこぼした。




　　　　　　　２




　ミュドル峡きよう谷こく南西部──

　長さ三百キロ超ちよう、断だん崖がい深部二千メートルにおよぶ現代の秘境の一つである。

　人類が未発見の生物が最低でも数百種いるだろうと主張する学者もいるほど、この峡谷は広大だ。

　谷底には大型の肉にく食しよく獣じゆうも存在し、地ち竜りゆうが地を這はった跡あともたびたび見られる。

「──お、落ちる！　落ちるよ音々ちゃん!?」

　そんなミュドル峡谷の断崖すれすれを、帝国の軍用オープンカーが土つち煙けむりを巻き上げて走っていく。

「もっと崖がけから離れて！　危ないよぅ！」

「へいきへいき。ほら、音々が崖の下見てるから。隊長は周りを見てて」

　立ち上がった音々が運転席から身を乗りだした。

　バランスを崩くずせば、すぐにも遥はるか下の断崖に転落する豪ごう快かいな立ち姿でだ。

「音々ちゃん危ないっ？」

「……って隊長!?　音々の服引っぱらないで。そっちの方が危ないよ！」

　前方の座席で騒いでいる女子二人。

　それと対照的に、後部に座る二人は黙もく々もくと赤茶けた地平を観察し続けていた。

　イスカは計測器。ジンは双そう眼がん鏡きようを手にした恰かつ好こうで。

「ジン、そっちどう？」

「何もねえな。地面があちこち割れてんのは乾かん燥そうのせいだろうが、星霊エネルギーの光は欠片かけらも見あたらねぇ。そっちは？」

「微び動どう中」

　イスカが手にした計測器は、星霊エネルギーが発する光のみを感知する器具だ。太陽光では反応しない針。ソレが微弱ではあるが左右にふれている。

「星霊エネルギーが湧わいてるのは間違いない。でも反応が微弱だ」

　星脈噴出泉ボルテツクスの探たん索さくは、基本的には怪あやしい箇か所しよを探し尽つくすしかない。

　イスカのように星霊エネルギーの光を計測するか。

　あるいはジンがそうしているように、地面が割れて星霊エネルギーが噴出している箇所を目視で見つけるか。

「面めん倒どうなパターンだな」

　双眼鏡を握にぎりしめながら、ジン。

「星脈噴出泉ボルテツクスが近くにあるなら、星霊エネルギーの光が大量にあふれてるはず。イスカの計測器も派手に動く。だが反応がわずかってことは……」

「星霊エネルギーの光が弱いんだと思う」

　考えられる理由は二つ。

　一つ、まだ星脈噴出泉ボルテツクスが形成されておらず、星霊エネルギーが地下にあるから。

　二つ、既に星脈噴出泉ボルテツクスが形成されているものの、自分たちの計測位置が星脈噴出泉ボルテツクスから離れている場合。

「とにかく人海戦術で探すしかないと思う。音々、そっちは？」

「んー」

　谷底を眺ながめ続けるポニーテールの少女。

　そう、音々が運転席からこうも危なっかしく谷を覗のぞきこんでいるのも、単なる悪ふざけというわけではない。

　──星脈噴出泉ボルテツクスの形成が、峡谷の谷底かもしれない。

　陽ひの差さない断崖の下。未知の肉食獣が徘はい徊かいする谷底であっても調査は行わねばならないのだ。

「見た感じ怪しいのはなさそう。動物の骨みたいなのが散らばってるけど」

　谷底に向かって音々が首を伸のばす。

「んー……でもやっぱこんなに深い谷だとほとんど陽が届かない。ジン兄ちゃん、荷台に擲弾銃グレネードランチヤーあるよね。照しよう明めい弾だんいい？」

「狙ねらいは」

「音々が指さしてるとこ。そうそう。その陰かげあたり」

　閃せん光こう。

　ジンの擲弾銃グレネードランチヤーから放たれた照明弾が、音々の指さした崖がけ下したへと吸いこまれるように着弾。乾かわいた音と共に花火のように光を撒まき散らす。

　暗かった谷底が、数秒、別世界のような輝かがやきに照らされた。

「どうだ？」

「……次、向こうの崖。大岩の陰になってるとこ」

　続けて二発目。さらに三発目。

　音々の指定するポイントが次々と照らしだされていく。その傍かたわらでは、ミスミス隊長が、感心しきった表情で一連の光景を見守っていた。

「はぁ……すごいねジン君」

「何が」

「だって狙そ撃げき銃じゆうの弾丸とまるで弾道が違うんでしょ？　ええと……空気抵てい抗こうが違うから、普ふ通つうの弾丸より早く落下しちゃうだろうし」

「照らすだけだ。正確な的に当てるわけじゃねえからな」

　ジンはそう言うが。

　ほぼ真下に銃口を向け、強風の吹ふきすさぶ谷底の一点を狙う技量がどれほど卓たく越えつしたものか。ミスミスも当然に承知しているからこその発言だろう。

「やっぱジン君すごいよね。狙撃の腕うで前まえはアタシも知ってたけど、擲弾銃グレネードランチヤーの使い方も、イスカ君の先生って人から？」

「ええもちろん」

　ミスミスの視線を受けて、イスカは軽い首しゆ肯こうで応じた。

　帝国の最強兵クロスウェル・リス・ネビュゲート──通称『黒くろ鋼がねの剣けん奴ど』。

　使徒聖筆頭として帝都を守護していた時期、彼は、自分の後こう継けい者しやと見こんだ少年少女を帝国中からスカウトし鍛きたえ上げた。

　……と言っても。

　……僕が先生のところに連れてこられた時は、もうジンしか残ってなかったけど。

　ジンとイスカ。

　その二人だけが黒鋼の剣奴による選せん抜ばつを通過した。というよりも過か酷こくなしごきに耐たえたのが二人しかいなかっただけだが。

「でもクロ師し匠しようは銃ってそんなに得意じゃないって言ってました。もちろん使えるけど、師匠はもっぱら剣けんの方が得意だったから」

　そういう意味では。

　ジンという狙撃手は、クロスウェルという最強兵から教わった銃の理論だけを頼たよりに、本人の努力でここまでの腕になったと言える。

　今さら口に出すべきことでもないが──

　もっとも信しん頼らいできる男はと聞かれた時、イスカは迷わずジンの名を挙げるだろう。

「弾たま切れだ」

　ミスミスとイスカの会話など聞こえなかったかのように。

　銀ぎん髪ぱつの狙撃手が、空になった擲弾銃グレネードランチヤーを肩かたから降ろした。

「再装そう塡てんするか？」

「んー……もういいかも。ありがとジン兄ちゃん」

　首を振ふった音々が、双眼鏡を後部の荷台に放ほうり投げた。

「ひとまず見える範はん囲いは何もなかったから。ねね隊長、次は向こうに移動する？　あっちの坂の上とか見晴らし良さそうだし」

「うん。じゃあソレで──」

　ミスミス隊長が頷うなずきかけた矢先。

　その膝ひざ元もとに置かれていた通話器が、前ぶれなく点てん滅めつしだした。

「基地の本部から？　音々ちゃんはこのまま運転してて。アタシが出るから」

　通話器を手にする隊長。

「は、はい！　こちら機構Ⅲ師第九○七部隊です。ええとええと……はい。任務のとおり星脈噴出泉ボルテツクスの捜そう索さく中ですが、それらしいポイントは見つかってなくて。まだネビュリスの星せい霊れい部隊らしき姿も──────え？」

　女隊長の声こわ音ねが、甲かん高だかく跳はね上がった。

「音々ちゃん、車とめて」

　急停車する軍用車。エンジン音が静まっていく中で、通話器を耳に当てたミスミス隊長の相づちだけが響ひびきわたる。

「……ちょっと雲行きが怪しいな」

　後部座席から隊長の横顔を観察し、イスカはぼそりと呟つぶやいた。

　ミスミス隊長の表情から笑え顔がおが欠落している。

　任務の緊きん張ちようから笑顔が強こわばってしまうということは多々あるが、隊長から笑顔が消えるというのはあまり例がない。

「悪い話ならネビュリスの星霊部隊から襲しゆう撃げきを受けたか。あとは最悪、先に星脈噴出泉ボルテツクスを占せん領りようされたとか」

「んー……でも」

　もう一つの通話器を取りだす音々。

　隊長級に配られたものではなく、帝てい国こく兵が支給される共通装備の物だ。

「そんな大事になったら、隊長に個別連れん絡らくするヒマなさそうだよ？　音々たち全員に一いつ斉せい連絡が来ると思うの」

「ああ、確かにそっか」

　通信部隊とも親しい音々が言うのだ、間違いあるまい。

　だとしたらこの報告は？

「────は、はい。わかりました。今すぐ基地に戻もどります！」

　ミスミス隊長が大きく頷く仕草。

　慎しん重ちような手つきでゆっくりと通話を切った後に、「ふぅ……」と重苦しい息を吐はきだして背もたれによりかかった。

「事案発生。星脈噴出泉ボルテツクスを探索中、部隊の一つが連絡つかなくなっちゃったんだって」

「……でも隊長？　それ、あまり珍めずらしいことじゃない気がしますが」

　音々と顔を見合わせてイスカはそう口にした。

　通信回線の混雑。あるいは部隊の手がふさがっていて一時的に通話に出られない、等。頻ひん繁ぱんに起きることではないが、緊きん急きゆうの事案という可能性は低いように思える。

「それがね……」

　ミスミス隊長が通話器を握りしめたまま。

「その行方ゆくえ不明の部隊を捜さがしにいった調査部隊二つも連絡がつかなくなった、って……」

「ミイラ取りがミイラになったな。計三部隊か」

　後部座席のジンが背もたれから身をおこす。

「一部隊だけなら車が谷底に転落って線もあったが、三部隊じゃあ考えにくいな。峡きよう谷こくのどこかで大型の徊かい獣じゆうに襲おそわれたか。あるいは」

「ネビュリスの星霊部隊かも？」

「……って、アタシも思ったんだけどね」

　ジンと音々のやりとり。

　そんな二人の会話にミスミス隊長が割って入った。

「そうだとしたら抗戦の跡あとが残るはずでしょ。だけど行方不明になった周辺に、何もそういう痕こん跡せきがなかったんだって」

　獣けものの足あし跡あとも。星霊部隊の星霊術の痕跡もない。

　にもかかわらず訓練された帝国部隊が三つも消息を絶ってしまった。

　……確かに妙みようだな。何がある？

　……帝国部隊が三つ。連絡も抗戦もできずに消息を絶つような理由は。

　すぐにはイスカも思いあたらない。

「作戦本部で捜索班を構成中だから、アタシたちも基地に戻って来いだって」

「はいな。じゃあ全速で帰き還かんだね！」

　再び唸うなりを上げる駆く動どう音。

　四人を乗せた軍用車が転回。基地に向かって猛もうスピードで走りだす。

「確かに気味悪い事案だな。抗戦の跡さえなく部隊が消えたか」

　イスカの隣りん席せきで、ジンが狙撃銃を手元に抱かかえた。

「異常ってのはまず間ま違ちがいない。イスカ、本部はどんな策を打つと思う？」

「たぶん星脈噴出泉ボルテツクスの調査部隊から捜索班を捻ねん出しゆつ。明日あしたからは単独行動を控ひかえて、二つか三つの部隊で固まって調査することになると思う」

「妥だ当とうだな。無難っちゃ無難だが、今の状じよう況きようじゃ策ても限られる」

　狙撃銃の安全装置セーフテイを外すジン。

　後部座席から立ち上がり、銀ぎん髪ぱつの狙撃手のまなざしは遥はるか後方を見み据すえていた。

「……だが、肝かん心じんの使徒聖サンが動くかどうか」




『必要ない』




　星脈噴出泉ボルテツクス調査本部。

　何十という軍用テントがならぶ基地の中央部。一ひと際きわ大型の軍用テントの入り口で──

『三十二部隊のうち脱だつ落らくが三部隊？　その程度の欠損に捜索班を出す必要はない。星脈噴出泉ボルテツクスの探索のみ続ければいい』

　それが。

　使徒聖ネームレスが発した言葉のすべてだった。

　本部前に整列する二百人近い部下に対し背を向けて、悠ゆう々ゆうと本部テントへと姿を消してしまう。残されたのは、啞あ然ぜんとした顔つきの統とう括かつ隊長ただ一人。

「……い、以上だ！」

　そう告げる自分が誰だれより信じられないと。

　表情に動どう揺ようをありありと浮うかべながらも、他ほかに言葉を思いつかず拳こぶしを握にぎりしめて。統括隊長は精せい一いつ杯ぱいの声を振りしぼった。

「解散！」

　響きわたる軍ぐん靴か。周りの部隊が駆かけ足で軍用車へと戻っていく。その言葉のとおり再び峡谷の調査へと向かうつもりなのだろう。

　その光景に。

「……説明が足りないにも程ほどがあるんじゃねえの？」

　真っ先に悪態をついたのはジンだった。

「訓練された帝国部隊が三つ、計十三人が消息不明だぞ。子供のおつかいじゃねえんだ。連絡がつかねぇのは明らかに異常事態だろうが。どういう理由でコレを『その程度』と判断したんだ、あの使徒聖サンはよ」

「音々もそう思う。なんか変だよ。ね、隊長？」

「う……うん。アタシもちょっと納なつ得とくいかないかも。行方不明の部隊が三つあって、それを見殺しにするって聞こえたもん」

　他の隊長たちの目を気にしつつも。

　第九○七部隊を指揮する隊長は、小声ながらはっきりと異論を口にした。

「もちろん救出が困難な場面はあるよ？　でも、今回のはそうと決まったわけじゃないし。何より行方不明になった理由がわからないと、今から犠ぎ牲せい者しやが増えるかもしれないもん。理由はしっかり調べるべき……って、これはアタシの個人的見解だけど……」

「僕もそのまま同感です」

　慌あわてるそぶりの女隊長に、イスカも大きく首しゆ肯こうしてみせる。

「正しいか正しくないか以前に。使徒聖ネームレスの指示は正常から明らかにズレてます。命令に従うのが部下だけど、この場合にはもっと理由付けがあるべきです」

「で、でも……もう使徒聖ネームレスはテントの中に……」

「僕がいきます」

「え？」

「大だい丈じよう夫ぶ。たぶん、流石さすがに元同どう僚りようの顔くらい覚えてるはずだから」

　そして、イスカは目の前の本部テントへと足早に歩きだした。

「っ!?　ちょっとイスカ君まさか──」

　閉じた幕を左右に払はらいのける。

　本部テントに足を踏ふみ入れて、喉のどから声を張りあげた。

「ネームレス！」

　会議用の机と椅い子す、そしてホワイトボードがならんだ本部の奥。暗がりと同化するように、その男は無言で鎮ちん座ざしていた。

「な、なんだお前は！」

「話があります。そこの奥にいる司令官と」

　作戦本部をしきる統括隊長、そして参さん謀ぼう役だろう隊長級と通信部隊。彼らが一いつ斉せいに立ち上がるのを無視して、さらに歩を進める。

「何だお前は？」

「おい、緊急の連絡なら隊長を通じて──」




『……妙な奴やつがいるな』




　しん、と静まりかえる作戦本部。

　イスカを取り押さえようと迫せまる兵士が一斉に足を止め、背後へとふり返った。

『名前は忘れた。が、貴様の顔には見覚えがある』

　椅子ではなく銃じゆう弾だんのケースに腰こしかけた使徒聖。

　顔から足の爪つま先さきまでを光学迷めい彩さいで覆おおった男が、イスカの顔を見るなり、いかにも憂ゆう鬱うつそうな口ぶりで言葉を発したのだ。

　──信じがたい。

　作戦本部の面々が驚きよう愕がくに立ちつくす。ここ数日、自ら声を発することなど皆かい無むだった。その使徒聖が、初めて自分の意思で声を出したのだ。

「……どうも」

『八大使徒の気まぐれは理解しがたい』

　吐き捨てるように呟く、使徒聖。

『魔ま女じよ脱だつ獄ごくの件。帝国の裏切り者が、今さらどのツラを下げて現れた？』

「この基地に配属された部下として聞きたいことがある。そのためなら頭だって下げるし、ここで土下座でもしますから」

『話すと思うか？』

「使徒聖の璃洒さんの依い頼らいで第九○七部隊ぼくらは来た。話してくれないなら、彼女を通じてあなたに話すよう働きかける」

『…………』

　黙だまりこむ使徒聖第八席。

　そしてイスカの発言はもちろん大部分が噓うそである。

　第九○七部隊の派は遣けんは、璃洒からの依頼ではなく命令だ。璃洒に頼たのんでネームレスに説明させるという執しつ行こう力があるわけもない。

　……璃ほん洒にんに聞けば一発でバレる噓だけど。

　……アンタは絶対にそうしない。使徒聖同士はそれぞれが犬けん猿えんの仲だから。

　使徒聖の階級は「奪うばいあい」である。

　互たがいの寝ね首くびを搔かこうと企たくらむ集団ゆえ、どんな些さ細さいな会話から自分の席次が奪われるかわからない。この男がソレを理解していないわけがない。

『小こ僧ぞうが。それで一いつ端ぱしに交こう渉しようのつもりか？』

「無理なことを聞きたいとは思ってないです。あなたが指揮官で、僕は部下。領分を越こえようとは思わない」

『領分？　ならば黙っていろ下級兵』

　冷たい声の使徒聖。

『本こ部こはすべて統括隊長級以上で構成されている。同じく、このテント内で報告が許されるのも隊長級以上に限定している。お前のような帝てい国こくの裏切り者がおいそれと踏み込めぬようにな』

「…………」

『下級兵の進言に価値はない。一人前に言葉を吐はきたくば、それに見合う階級が必要だ。わかったか。わかったのなら消え失うせろ』

「────あ、あのっ……それならですね！」

　テントがさっと開かれて。

　少女のように幼げな女隊長が、緊きん張ちように強こわばった面おも持もちで本部テントへと踏みこんだ。

「失礼ながら、隊長のアタシが部下にかわって発言します。使徒聖殿どの、それなら構わないということですよね……！」

　胸むな元もとを飾かざる勲くん章しようは、隊長級。

　その証あかしを主張するように大きく胸を張って、女隊長が声を振ふりしぼった。

「部下の非礼があればお詫わびします。その上で、申しあげたいことがあります」

「……ミスミス隊長!?」

「ごめんねイスカ君、待たせちゃって。ここからはアタシが頑がん張ばるから」

「足、震ふるえてます」

「こ……これは武者震いだもん！」

　引きつった苦笑い。

　小ぶりな掌てのひらをぎゅっと握り固めて緊張に抗あらがっている姿は、部下であるイスカの目からもあまりにも華きや奢しやで儚はかなく見えた。

「隊長アタシの役目なの。こういう時くらい恰かつ好こうつけさせてよ？」

「…………」

「戦場じゃ絶対ムリだけど、帝国の規制ルールの中ならアタシだってイスカ君のために戦ってあげられるから」

　部隊を束ねる女隊長が進みでた。

「……き、機構Ⅲ師第九○七部隊。隊長のミスミスです！」

『呆あきれたな』

　吐き捨てるような口ぶりで、ネームレス。

『そこの裏切り者といい、いつから帝国は小僧と小こ娘むすめの遊び場に成りはてた？』

「に、二十二歳ですし!?　これでも璃洒ちゃんと同期ですから！　アタシの歳としだってもう使徒聖だっているんですから！」

『璃洒？』

「あ……」

　反射的に同期の名前を口に出してしまい、あわててミスミスが口を閉じる。

　が、それは結果的に幸いだった。

『璃洒？　あの女め、まさかとは思うがコレまで打算の内か』

　使徒聖第八席が舌打ち。

『…………』

「せ、僭せん越えつながら申しあげます！」

　沈ちん黙もくする使徒聖を前に、ミスミス隊長がテント内のボードを指さした。

　連れん絡らくを絶った三部隊。

　その隊長と部下の名が書き殴なぐられている。

「なぜ遭そう難なん部隊を捜さがさないのか、任務に携たずさわる一隊長としてお尋たずねします。だ、だって、行方ゆくえ不明の部隊を捜して原因を突つき止めないと、また同じことが起きちゃうかもしれないじゃないですか!?」

　ごくり、とその場の一同が息を吞のむ。

　ミスミスが発した問いは、この場の統とう括かつ隊長たちも一様に疑問に思いながら、だが口に出す勇気を持てずにいたものだ。

『必要ない』

　ネームレスがゆっくりと口を開ける。

『三や部つ隊らの消失した理由など最ハ初ナから予想がついている。原因がわかっていて、その上で捜そう索さくは無意味だと言っている』

「え？」

「……なんだって」

　目を丸くするミスミスの隣となりで、イスカも自分の耳を疑った。

「あの……それで捜さないってことは、遭難部隊が死んでるってことですか……!?」

『さあな。俺一人が見当ついていれば事足りる』

　それは──

　イスカではなく、使徒聖を囲む作戦本部の兵に対しての皮肉なのだろう。

『むしろ俺には、貴様らがなぜ気づかないのかが滑こつ稽けいでしょうがない。この峡きよう谷こくの状じよう況きようを理解していれば推測に至るのは容易のはずだがな』

　推測。つまり特別な情報源があるわけではない。にもかかわらず、この男は自分の勘かんに相当の自信を持っているらしい。

「た、たとえばネビュリスの純血種が関かかわっているとかですか？」

　そう。

　ミスミスの発言とまったく同じ事をイスカも考えていた。

　帝国兵三部隊を一いつ切さいの抵てい抗こうも許さず圧あつ倒とうできるとすれば、それは獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうなどではなく、ネビュリス血族たる純血種だろう。

　……未知の純血種が峡谷にやってくることはわかってる。

　……一切の証しよう拠こを残さない力の持ち主である可能性は低くない。

　逆にコレ以外であれば何を疑えと言うのだ。使徒聖ネームレスは見当がついているという。いったい何を手がかりに遭難の謎なぞを解いたのか。

『呆れたな』

　使徒聖の答えは、薄うすく引きのばされた嘆たん息そくだった。

　見下げ果てた。

　そんな様子でネームレスが首を横にふる。

『璃洒がこの俺を派遣した理由がようやくわかった。揃そろいも揃って、頭の中身は素人しろうと同然。カラクリが見み抜ぬけないか』

「……ど、どういう意味ですか!?」

『貴様らごときに話しても時間の無む駄だだ』

　一切の反論を許さぬ口調で。

　暗殺者上がりの使徒聖は、その場の皆みんなに言い放った。

『星脈噴出泉ボルテツクスにのみ集中しろ。余計なことを考えるな』




　　　　　　　３




　峡谷が紅くれないに染まっていく。

　この岩の荒こう野やも、じき夜の帳とばりに覆われて暗くら闇やみに塗ぬりつぶされることだろう。

「点灯！」

　統括隊長の一いつ喝かつで、基地のいたるところに灯ともる常夜灯。控ひかえめな光量だが、これは夜の照明でネビュリス陣じん営えいに見つからないためのものだ。

　そんな基地内のテント脇わきで──

「星脈噴出泉ボルテツクスを見つけることだけ集中しろだって。ひどいよね。イスカ君があんなに一いつ生しよう懸けん命めい頼たのんで聞いたのに」

　パイプ椅い子すに腰こしかけたミスミス隊長が、がっくりと肩かたを落としていた。

「ごめんねイスカ君、力になれなくて……アタシ、勇気出してみたけど……」

「そんなことないです。隊長は頑張ってくれました」

　軍用食レーシヨンの袋ふくろを開けながら、イスカは首を横にふってみせた。

「僕、隊長のことあらためて尊敬です。だって誰だれも言えなかったことをはっきり言ったの、ミスミス隊長だけですよ」

　たとえば、隊長が統括隊長に向かって発言するのとはワケが違ちがう。

　使徒聖──

　天てん帝ていの直属である彼らは、個人の自由裁量で「処しよ刑けい」が認められた最高権力者でもある。本部テントの統括隊長たちが口をつぐんでいたのはソレを恐おそれてのことだろう。

　……ていうか僕も。

　……それが頭にあったから一人で行ったわけだけど。

　ネームレスは暗殺部隊の出身だ。

　どんな言葉がいつ逆げき鱗りんに触ふれるかわからなかった。イスカも、銃じゆう処しよ刑けいとまではいかずともあの場で殴られる程度のことは覚かく悟ごしていた。

「俺と音々も止めたんだけどな。アタシが行くって聞かねぇし」

　ジンがガスバーナーを点火する。

「結果はさておき度胸だけは大したもんだ。俺も音々も、いつテントに入って隊長を外に運びだすか待機してたんだが」

「……え、えへへ。アタシってば頑張った？」

　照れくさそうに頰ほおをかく女隊長。

「そうだな。いつも戦場であわてふためく二十二歳。あと三年たてば四捨五入で三み十そ路じの仲間入りになる隊長にしてはよく頑張った」

「褒ほめてないでしょっ!?」

「褒めてる。そんな隊長の健けん闘とう祝いに、こうして俺とイスカが夕食の食事当番をしてるんじゃねえか」

　こうした任務下では食事の当番は持ち回り。

　今日はミスミス隊長が当番だったのだが、ジンの言うとおり今日は特別だ。さらに。

「音々、そっちの湯加減はどうだ」

「はーい。バッチリだよ！」

　滴したたるシャワーの水すい滴てき音。

　イスカたちのテントの横で、仮設シャワー室を組み立てていたのが音々である。

「頑張った隊長に一番風ぶ呂ろの権利をあげちゃう。さあどうぞー」

「待ってましたぁ！」

　椅子から隊長が跳はね起きた。

　心身の安定を保つ処方として入浴の役目は大きい。

　緊きん急きゆう事態下では身体からだをアルコール布で拭ふく程度だが、可能なかぎり最低でも二日に一度、入浴で身体の汚よごれをとるというのが軍の規定である。

「おっふろ！　おっふろ！」

　ミスミスが走っていく仮設シャワー室は一人用。プラスチック壁へきでできた箱に、正面がジッパー付きのカーテン状になっている。

「……男子諸君、覗のぞいちゃダメだよ？」

「はいはい」

「アホなこと言ってないでさっさと入ってさっさと出てこい」

　ミスミス隊長がシャワー室へ。

　やがて、カーテンの薄幕ごしに水しぶきが跳ねる音が聞こえてくる。

「隊長は風呂が長ぇし先に俺らで晩飯だな。おい音々、今日は何だ？」

「音々はトマトリゾット！　イスカ兄は？」

「じゃあ僕は、茸きのこのスープパスタ」

　軍用食レーシヨンの夕食セットから好きな献こん立だてを。

　ガスバーナーで湯を沸わかし、それをレトルトパウチに注げば調理完かん了りよう。レストランの味とはいかないが、慣れない自じ炊すい料理よりはマシというのがイスカの評である。

「ジン兄ちゃんのは？」

「大豆とじゃがいものシチュー。開発部の新作だ……さておき、暗くなってきたな」

　そう答えたジンが、スプーンを握にぎる手を止めていた。

　薄うす墨ずみ色いろに染まった頭上。

　つい先まで燃えるような茜あかね色いろが空を覆おおっていたのに、今は星明かりの浮うかぶ黒天。

　常夜灯のおかげでかろうじてテント周辺の視界が保たれているが、基地の隅すみは真っ暗闇にも等しい。

「ねえイスカ兄？　明日あしたって、今日と場所を変えて星脈噴出泉ボルテツクスさがしだよね」

「うん。捜索ポイントは作戦本部が考えてるところだと思う。ここともう一つ基地があるから、向こうとの連れん携けいもあるだろうし」

　作戦本部の隊長たちは確実に徹てつ夜やだろう。

　今日の調査結果をまとめ上げ、機構司令部に報告し、日の出までに新たな調査ルートを選定しているところだ。

「僕ら、峡谷のどこの調査になるだろ？」

「とんでもねえ奥地かもな」

　軍用食レーシヨンを口にしながら、ジン。

「なんてったって隊ボ長スが使徒聖に喧けん嘩か売ったようなもんだからな。嫌いやがらせで奥地見回りは普ふ通つうにありえる。まあ構わねぇけどな」

「……そうだね。隊長の恰かつ好こういいところ見れたから」

　当のイスカさえ、まさか隊長が割り込んでくるとは思ってもみなかった。

　勝手に無茶をした部下イスカを𠮟しつ咤たするのではなく、むしろ自ら矢や面おもてに立ってくれるとは。

「部下思いの隊長だってのはわかってたけど、今日のは本当に嬉うれしかったよ」

「本人には言うなよ。浮かれてヘマされても困る」

「浮かれないさ、きっと」

　ジンに向かって苦く笑しよう。

　褒められて喜ぶことはあっても、それで調子づいたり態度が大きくなったりすることはない。それがミスミス隊長なのだから。

「隊長って、お父さんが下級兵のまま引退したんだっけ」

「星せい霊れい部隊との戦いで負傷して引退っつってたな」

　隊長級に昇しよう進しんできなかったことを無念がった父。

　そんな父の寂さびしげな背中を見て育った娘ミスミスは、父にかわって帝国軍に所属し、隊長として活かつ躍やくすることを誓ちかったという。

　あの小こ柄がらな身体で──

　まわりの屈くつ強きような男たちと比べ、身体能力で圧あつ倒とう的てきなハンデを抱かかえた身で。

　璃洒という同期の天才を目まの当たりにしながらも。劣れつ等とう感に歯を食いしばって堪こらえ続け、隊長級への試験に合格したのだ。

「人一倍苦労してきた隊長だから、僕らが支えなきゃって思ってたけど……」

　そんな必要なんてない。

　使徒聖に向かって部下イスカを庇かばい、矢面に立って啖たん呵かを切る。我らが隊長は、この基地内でどんな隊長も恐れてできなかった事をしてのけたのだ。

「隊長って……ほら、見た目が小さくて可愛かわいらしいから、ついつい同い年みたいな感覚で接したくなるけど。やっぱり年上だね。頼たよれる女ひ性とだなって」

「むむーっ」

「ん？」

「イスカ兄……いま、音々はピンと来たよ」

　振ふりかえれば。

　軍用食レーシヨンを手にした音々が、頰を膨ふくらませてこちらを上うわ目め遣づかいに見つめていた。

「な、なにさ音々？」

「ミスミス隊長は大人……そうだよね。背は音々より小さいのに出るところは出てるんだよね。胸とかおっきいし……イスカ兄、そういうことでしょ！」

「ちょ、ちょっと待った音々！」

「イスカ兄は、オトナな女の人が好き……」

「誤解だよ!?」

　今の話はミスミス隊長の内面的な成熟度であって、肉体的な成熟度ではない。

　そう弁解しようとした矢先。

　イスカの後ろで、仮設シャワーの扉カーテンがさっと開いた。

「ふぅ。いいお湯でしたー」

　肌はだをほんのりと赤らめて、満足そうなミスミス隊長。

　頭に小さなタオルだけを巻いた姿で。

　白い湯気だけをほのかに身にまとう、一糸まとわぬ女隊長の艶あで姿すがたがそこにあった。

　……え。

　……あ、あの。どういうこと？

　ほのかな湯気の向こうには──

　幼げな肢し体たいに不ふ釣つり合いなほど成熟した胸はまるで大きな果実のよう。引き締しまった腹部から丸みを帯びた腰よう部ぶのラインもまた艶やかで、ミスミスという女性が少女ではなく、立派な大人であることをありありと教えてくれている。

「そうテレビテレビ！……あと冷たいジュース……って。あれ？」

　きょとんと。

　下着さえ身につけていない大人の女性が、ぱちくりと目を瞬またたかせた。

「……おい」

「……あのぉ」

「……隊長やっぱり胸おっきぃ」

　目の前にイスカ、ジン、音々。三人の部下たちが揃そろって目を丸くしている姿に、隊長はようやく違い和わ感かんに気づいたらしい。

　そう。

　ここは寮りようの私室ではなく戦場であったのだと。

「い、い、いやぁぁぁぁ──────────────!?」

　夜の基地に悲しい叫さけび声が響ひびきわたった。

「あ……あ、あわわ…………!?　ち、違ちがうの……アタシ……あの、シャワー入って気持ちよくて、寮にいたつもりになっちゃって…………」

「落ちついて！　落ちついてください隊長！」

「ジン君とイスカ君のえっち───っ！」

　隠かくしきれないほど深い胸の谷間をそれでも両手で隠し、一糸まとわぬ女隊長がシャワー室に再び飛びこんだ。

　と思ったら、真っ赤な顔だけをカーテンの隙すき間まから覗かせて。

「うぅ……もうアタシお嫁よめに行けない。イスカ君とジン君、アタシの裸はだかを見た責任とってくれるよね。一生かけて償つぐなって！」

「どう責任とれと!?」
















「湯気でギリギリ見えなかったから安心しろ。首の皮一枚で健全の範はん囲い内だ」

　幸い、ミスミスが出てきた瞬しゆん間かんを見たのは部下イスカたちだけ。

　他の部隊は食事中。あるいは既すでにテントで休んでいる部隊もあるだろう。ジンの言うとおり、ミスミスの恥はずかしい姿が帝国軍に広がることはあるまい。

「……あぁ。アタシ、今日あんなに頑がん張ばったのに……頑張ったって浮かれちゃって……」

「つい開放的な気持ちになってしまったと？」

「……うん」

　カーテンの向こうから女隊長の溜ため息いき。

　そして。

「イスカ君。軍用食レーシヨンの焼き肉セット、三人前、用意しといて」

「やけ食いですか？」

「明日への活力」

「……承知しました。隊長、今度はしっかり着き替がえてから出てきてください」

　シャワー室に向かってそう返して。

　イスカは、隊長の夕食の準備にとりかかった。
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　峡きよう谷こくに朝が訪おとずれる。

　彼方かなたの大瀑ばく布ふから流れこむ大量の水が川となり、轟ごうとうなる音をたてて峡谷の谷を流れていく様は荘そう厳ごんという他ほかないだろう。

　そんな谷底の川を見み渡わたす断だん崖がいに、車を停とめて──

「音ネ々ネちゃん、いま何て!?」

　ミスミス隊長が、運転席に腰こしかけるポニーテールの少女に問いかけた。

「星せい霊れい反応が基地内から？　それってまさか……」

「いま分ぶん析せき班が解析してるって。波長を確かく認にんしてみないとわからないけど、星脈噴出泉ボルテツクスの星霊エネルギーじゃなくて、星霊使いが星霊術を発動させた跡あとかも」

　通信機を腰のホルダーに納める音々。

　こちらはつい一時間前に基地を出たばかり。

　指定エリアに到とう着ちやくして星脈噴出泉ボルテツクスの捜そう索さく二日目という朝に、本部から突とつ然ぜんの緊きん急きゆう連れん絡らくが入ってきたというわけだ。

「ネビュリスの星霊部隊だとすれば。おおかた昨日のうちに間ま抜ぬけな班が尾び行こうされてて、こっちの基地の場所が筒つつ抜ぬけになったか」

　後部座席から、ジン。

「イスカ、身に覚えは？」

「いいや。追つい跡せきされてた気配は感じなかったし、双眼鏡コレでずっと辺りを見てたから。僕らじゃない。違うエリアの部隊が尾行されてたんだと思う」

　オープンカーの後部座席から身を乗りだして、イスカは車の背後をみやった。

　見晴らしのいい断崖。どこにネビュリスの星霊部隊が隠れていても一目でわかるはずだが、尾行されたような覚えはない。

「それで音々。指示は？　また昨日みたいに戻もどってこいって？」

「ううん。それは言われなかったよ」

「じゃあ星脈噴出泉ボルテツクスを探せってことか。よりによって基地まで敵に見つかってるってのに、ネームレスは何を考えているんだ……」

　昨夕の作戦本部で。

　使徒聖ネームレスは、配下の部隊が三つも消息を絶ったにもかかわらず、捜索部隊さえ用意しようとはしなかった。

　計オ画ーにル支プ障ラなンしド。

　部隊消失のカラクリは見当がついている。だから何一つ問題はないのだと。

「だが星霊反応が基地の中から見つかったってんなら、これでネビュリスの星霊部隊が兵を出してるってのはほぼ確定か」

　ジンが狙そ撃げき銃じゆうに手を伸のばす。

　昨日のうちに安全装置を外したきり、いつでも戦せん闘とうに入れる状態だ。

「行方ゆくえ不明になった三部隊。計十三人だっけか？　それもネビュリスの連中の仕し業わざだろうな。星霊部隊の仕業か純血種の仕業なのか知らねぇが」

「音々、車を出して。それと隊長──」

　二振りの星せい剣けんを左手に抱だき寄せる。

　こちらにふり向く幼げな女隊長に、イスカはオープンカーの進行方向を指さした。

「ミスミス隊長は前方をお願いします。僕とジンとで後方を見張るので。どんな星霊使いがいるかわかりません。突然に襲しゆう撃げきされる場合も想定されます」

「……う、うん！」

　こぶりな両手に銃を構える女隊長。

　緊きん張ちように強こわばるその横顔を一いち瞥べつし、イスカはじっと口をつぐんだ。

　……だけどネームレス。いくらアンタ一人が何かを摑つかんでたとしても。

　……いいのか？　今のうちに手を打たないと状じよう況きようは悪化するだけじゃないのか？
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　ミュドル峡谷北東部──

　膨ぼう大だいな水しぶきが霧きりとなって広がっていく大瀑布を眼下に見下ろして。

　真っ赤な翼つばさをした一体の怪かい鳥ちようが、赤茶けた峡谷を飛んでいく。

　朱す雀ざく。

　成鳥までに五十年。平均寿じゆ命みようが三百年を超こえるともいう希少種だ。騒そう音おんを嫌きらう習性から帝てい国こく領ではもはや姿を消したとされている。

「ほらアリス様。あの壮そう大だいな水しぶきを見てください」

　飛ひ翔しようする巨鳥の背で、従者の少女が眼下を指さした。

「ウンディーネの滝たきと言いまして、世界最大の滝と言われています。そこから流れる水が山々を削けずって谷底を作り、こんな大きな峡谷ができたと言われています」

「…………え。ええ……そ、そうね」

「何千年という月日が、こんなにも変化に富んだ地形を育はぐくんだのです。まさに星の芸術。しかし五十年前、帝国の大型制圧兵器がこの峡谷に大火事をもたらしました。三日三晩続いた炎えん上じようによって────アリス様？」

「…………」

　答えるかわりに、隣となりに座る燐リンの肩かたを両手で摑む。

　声も出せないほど強ばりきった表情で。アリスは燐に向かって「嫌いや、嫌」と精せい一いつ杯ぱい大きく首を振ふってみせた。

「アリス様、そんなビクビクしてないで、もっと優ゆう雅がにお座りになられては？」

「……っ！　……っ」

「高所恐きよう怖ふ症しようは克こく服ふくなさったのではなかったのですか？　ネウルカの樹も海りだって空を……ああ、あの時はだいぶ低空を飛んでいましたっけ」

　うんうん、と。

　何度も頷うなずいてみせる。

　ここは山さん嶺れいが連なる高山地帯のため、朱雀も雲の高さまで高度を上げなければならない。地上の人はもちろん戦車だって黒い点にしか映らないほどの高さである。

　要するに、高所恐怖症のアリスには生きた心地ここちがしないのだ。

「あ、風が」

「～～～～～～っっ!?」

　横よこ殴なぐりの突とつ風ぷう。

　朱雀の背から転がり落ちそうになって、アリスは声にならない悲鳴を上げた。

「平気ですよアリス様、怖こわいと思うから怖いのです」

「…………そ、……そんな……の、屁へ理り屈くつよ……」

「私なんてここで立ち上がるのも余よ裕ゆうです。何なら片足で立ってみせましょうか」

「いやぁ!?　ダメよ燐、お願いだから動かないで！」

　限界だ。

　悲鳴を上げて、アリスは燐に抱だきついた。

「手を離はなしちゃだめ！　これは命令よ！」

「ど、どこを触さわってるのですかアリス様!?　スカートの下に手をいれないでください！」

「じゃ、じゃあ上……！」

「そこは胸です!?」

「わたしだって必死なのよ！　あ、でも燐の胸は摑めるところが少ないわ」

「……手、離しますね」

「ま、待ちなさい燐!?　冗じよう談だんよ。お願い手を離さないで────────っ！」

　従者の足首にしがみつき、アリスは声を振りしぼった。




　半時間後──

　飛びつかれて寝ね入いる朱雀の頭をなでてやる燐の後方で。アリスは息を乱しながら地面にうずくまっていた。

「……一生分、叫さけんだ気がするわ」

「遠えん征せいで飛ばれる時はいつもそうおっしゃっているではありませんか」

「ひどいわ、どうしてわたしがこんな目に遭あわないといけないの……」

「それは──」

　目の前の岩場を燐が指ししめす。

　そびえたつ断崖によって陰かげとなった場所。峡谷の岩石そっくりに擬ぎ装そうされたドーム型テントがならぶ、星霊部隊のキャンプ地がそこにはあった。

「アリス様が来たいと仰おつしやったからじゃないですか」

「やむなくよ。元はといえば星脈噴出泉ボルテツクスを独どく占せんしようなんてゾア家が企たくらむから」

「しっ。アリス様、聞こえてしまいます」

　燐が口元に指をあてる仕草。

　……そうね。確かに迂う闊かつな言い方だったかしら。

　……たとえネビュリス皇おう庁ちようの同志と言ったって、ゾア家お抱かかえの星霊部隊だから。

　星脈噴出泉ボルテツクスの独占。

　その恩おん恵けいに与あずかって、より強い星霊を手に入れたいという星霊使いは少なくないだろう。ここの星霊部隊すべてが、ゾア家の企みに賛同しているはず。

「さすがにアリス様が来たとなれば邪じや険けんにはされないと思いますが」

「当然よ」

　現女王の秘密兵器、と。

　ネビュリス皇庁でそう称しようされるアリスに、まさか正面から盾たて突つく者はいないだろう。

　燐を従えて薄うす暗ぐらいキャンプ地へ。

　断崖の陰に隠かくれた衛兵二人が、アリスの姿を見て驚きよう愕がくの声を上げた。

「……アリスリーゼ様っ!?」

「いかがなされましたか。このような辺境に！」

「この近くを通る用があったの。朱雀が飛び続けて疲つかれたから休ませてるわ。その間に、せっかくだから皆みんなに挨あい拶さつをしたくて」

　燐と打ち合わせておいた返事だ。

　そして裏を取られても問題なきよう、わざわざ本当に、この峡きよう谷こくに近い中立都市に一度立ち寄って簡単な公務を済ませてきた。

「ここの様子はどうかしら？　帝国の進軍は？」

「問題ありません」

「ご覧のとおりここは帝国領から離れた無人の峡谷。めぼしい資源もなく、帝国も積極的に兵を動かすには値あたいしないかと」

　めぼしい資源もない？

　本当かしら。心中の呟つぶやきを押し隠して、アリスは隣の燐に視線を送った。

「わたしも疲れたの。基地の中で少し休ませてもらいたいのだけど」

「い、今からですか……」

「そ、それは隊長に確かく認にんをしてから……」

「この方を誰だれと心得る？」

　衛星二人と、そしてアリスたちの気配を感じて集まってきた星せい霊れい部隊に聞こえるよう、燐が声を張りあげた。

「アリスリーゼ姫ひめを、このような寒風吹ふきすさぶ場所で待たせる気か？　我らは星霊使いの同志だ。何一つ隠すことなどないだろう」

　場が沈ちん黙もく。

　その隙すきに、アリスは足早に基地内を進んでいった。設営本部を無視して突つっ切って、さらにその奥へ。

　……星脈噴出泉ボルテツクスを見つけようとしてる証しよう拠こがいるわ。

　……星霊エネルギーの大型探査機器があれば言い逃のがれはできないでしょう？

　巨きよ大だいコンテナ程ほどの装置だからテント内にはあるまい。基地のどこかに野ざらしで設置されているはずなのだ。

「燐、あれは？」

　アリスが目を留めたのは本部の向こう。

　厳重に築かれた鉄格子バリケードがぐるりと円形に敷しかれていて、さらに大型の保護色シートがその鉄格子バリケードの内部を覆おおい隠しているのだ。

「星霊エネルギーの探査機かしら。シートは、空からの偵てい察さつで帝国に見つからないため？」

「いえ、この谷底なら山側から見下ろしても見つかりません。探査機だとしてもシートを上から被かぶせたまま起動すれば故障してしまいます」

「……怪あやしいわね」

　アリスの靴くつ先が鉄格子バリケードの方を向いている。そう気づいた星霊使いたちが、血相を変えて立ちはだかった。

「お待ち下さいアリスリーゼ様！」

「これは実験中の対帝国兵器。暴走の可能性がありますため、アリスリーゼ姫の身に何かありましたら我々は女王に申し訳がありません」

　鍵かぎのかかった鉄格子バリケードの入り口前。

　立ちはだかるのは星霊部隊の隊長二人だ。

「どきなさい。わたしはこの国の王位継けい承しよう権者よ。将来は女王に就つくかもしれない者に、何を隠そうというの？」

「……いえ。できません」

「ここを通すことはできません」

　アリスの眼光に気け圧おされながら、それでも屈くつしない胆たん力りよくはさすが歴戦の星霊使い。

　だが。

　その強固な姿勢は、アリスの昂たかぶった感情を逆さか撫なでするだけだった。

　……そう。

　……やっぱりあなたたちもゾア側の味方なのね。

　現女王である母への裏切り者め。

「先に言っておくわ。あなたたちが隠しているモノにわたしは怒ってるの」

「……っ！」

　アリスの滲にじませた感情を察し、歴戦の星霊使い二人が青ざめた。

　皇庁最強の一人に数えられる純血種。本気で激げき昂こうすれば峡谷ごとココを無差別に氷こおり漬づけにする力がある。それを知らないわけがない。

「あなたたちに危害を加える気はないわ。でもね、傷つけない程度の力ずくなら辞さないつもりよ」

　両足を氷で閉とざすか、両手を氷で閉ざすか。

　傷つけない程度の「穏おだやかな暴力」は、アリスの得意とするところである。

「五秒待ちます。どきなさい」

　だがアリスは知っている。

　この男たちは退ひかないだろう。アリスからの処しよ罰ばつを受ける覚かく悟ごを決めたと。決死の眼光がありありとそう告げている。

「五秒たったわ。……そう。ならば仕方ないわね」

　アリスが一歩足を前に──

　二人の星霊使いが恐きよう怖ふに目を閉じかけた、矢先。




　光が、鉄格子バリケードの向こうから噴ふきだした。




　覆っていたシートを空高くへと吹き飛ばして。

　蛍けい光こう色に輝かがやく鮮あざやかな翠みどり色の光が、無数の粒りゆう子しとなって噴き上がる。そのしぶきが鉄格子バリケードの外まで飛んできたのだ。

「星脈噴出泉ボルテツクスです！　間ま違ちがいありませんアリス様！」

　興奮した口調で燐が叫ぶ。

　露あらわになった地面が、火山の噴ふん火か口こうのように大きく陥かん没ぼつしている。

　クレーター状の底は大きくひび割れて、その亀き裂れつから星霊の光があふれ出ていたのだ。

　──なんと儚はかない光だろう。

　──太陽の光にはない幻げん想そう的な趣おもむき。

　だが、星霊エネルギーの奔ほん流りゆうの大部分はまだ地の底らしい。今の爆ばく発はつは、浮ふ上じようする星霊エネルギーの小さな塊かたまりが破は裂れつしたに過ぎない。

「この光の色だけど」

　宙で消えていく光をアリスは見上げた。

「……残念。わたしも燐も外れみたいね」

「はい。どの星霊かは調査が必要ですが、アリス様の氷でも、私の土でもなさそうです。とはいえ王家の方々の誰かは適合するかと」

　星脈噴出泉ボルテツクスのエネルギーを浴びることで星霊が強化される。

　ただし──

　星霊がいくつもの種類に分かれるように、星脈噴出泉ボルテツクスから噴出される星霊エネルギーの属性が合っていないと強化はできない。

　……ぴったり当たる確率は、せいぜい数十分の一かしら。

　……氷の星霊なら光は青だし、土の星霊なら土色だけど。これは鮮やかな翠だから。

　アリスの見るかぎり風の星霊エネルギーに近いが、星脈噴出泉ボルテツクスが大きく成長して光量が増えてからでないと正確な識別は難しい。

「とはいえハッキリしました。これでゾア家に──」

　言いかけた燐が。

　背後の足音を聞き取るや速すみやかにふり向いた。

「……仮か面めん卿きよう？」

「やあ。外が騒さわがしいと思ったらやはり君たちか」

　仮面をかぶった黒服の男。

　背後に、十人近い星霊部隊の同志たちを引き連れて悠ゆう然ぜんと歩いてくる。

　……本当に癪しやくね。

　……ゾア家の王宮でわたしたちを出で迎むかえて、その後すぐ先回りしてたなんて。

　一メートルほどの間を隔へだてて向かい合う。

「まったく、アリス君と燐君のおてんばぶりは大したものだ」

　苦く笑しようじみた声が仮面を伝ってこぼれた。

「君の母上が君くらいの年とし頃ごろの時は、もう少しお淑しとやかだったように覚えているが」

「邪じや魔まする気はありませんわ。ただし──」

　露わになった地面の陥没。

　そこから滲み出る星霊エネルギーの輝きはもう誤ご魔ま化かしようがないだろう。

「わたしの言いたいこと、わかりますね」

「誤解だよ」

　純血種の男が肩かたをすくめてみせる。

「この星脈噴出泉ボルテツクスはつい四時間前にようやく星霊エネルギーだと確定したばかりの代しろ物ものだ。今から皇おう庁ちように報告したところで何も問題はないだろう？」

「…………」

「とはいえ、この星脈噴出泉ボルテツクスをルゥ家が有効利用できるとは思えないが」

　見え透すいた挑ちよう発はつだ。

　と同時に、ゾア家からすれば本心であることに間違いないだろう。

　……女王は帝てい国こくとの全面戦争には慎しん重ちようだから。

　……ゾア家はそれが気に入らないものね。

　星脈噴出泉ボルテツクスによる星霊使いの強化が十分だと判断すれば、ゾア家は間違いなく帝国との総力戦を望むはず。次代の女王を狙ねらう理由もそのためだ。

「……この星脈噴出泉ボルテツクスで星霊を強化し、帝国との全面戦争をお望みですか」

「もちろん」

　そう頷うなずく仮面卿には迷いがない。

「それこそが百年続く星霊使いの悲願だからね……ああ、ちょうどいいところに来た。こちらへおいでキッシング」

　星せい霊れい部隊の列が割れる。

　黒くろ髪かみの少女──アリスよりも頭一つ低い背せ丈たけで、お人形のようなドレスで着き飾かざった少女がゆっくりと歩いてくる。

　ふらふらと。

　千鳥足で両手を前に出して、暗中を手て探さぐりで進んでいるかのような歩行。

　それもそのはず。キッシングと呼ばれた幼い少女は何も見ていない。目の周囲を強固な眼帯で覆っていたからだ。

　……あの眼帯。今も付けているのね。

　……数年前と同じ。

　理由は知らない。

　ただし「付けていないと危ないから」という奇き妙みような説明を受けたことがある。

「ほらキッシング。親しん戚せきのアリス君だ、四年前に会ったことがある」

「────」

「覚えてない？　そうか。まあ仕方ない。幼かったし。アリス君も、ここ数年ですっかり見違えるほど綺き麗れいになったから」

　しがみつく黒髪の少女と、その頭を撫なでてやる仮面卿。

「つまりはこういうことだ。星脈噴出泉ボルテツクスの守りは任せてくれたまえ」

「彼女一人で事足りると？」

　純血種キッシングの強さは、つい二日前、仮面卿本人からゾア家の自じ慢まん話ばなしとして聞かされたばかり。

　だが、アリスは実際にそれを見たことがない。

「ゾア家の秘蔵っ子を疑う気はありませんわ。ですが星脈噴出泉ボルテツクスの位置がバレてしまえば帝国も必死になるでしょう」

　燐が肩に抱かかえている二人分の鞄かばん。

　中身はほかでもない、アリスと燐の数日分の荷物だ。

「せっかくここまで来たのです、わたしと燐もご一いつ緒しよしますわ。星脈噴出泉ボルテツクスは我が国の最重要資産。どう使うのかという議論も、守りきってこそではないですか」

「そうだよ。だからこの子がいる」

　いまだキッシングの頭を撫でながら。

「既すでに帝国陣じん営えいは混乱している。残る脅きよう威いは使徒聖だけ。この子一人で十分だ」

「……混乱とは？」

「捕ほ虜りよをね。既に三つ捕らえた。奥のテントに拘こう束そくしてある。見てみるかい？」

「帝国部隊を？」

　アリスにとっても軽い衝しよう撃げきだ。

　この峡きよう谷こくは見晴らしが良すぎる上に音もよく響ひびく。帝国部隊を襲しゆう撃げきしても、拘束の途と中ちゆうで発はつ砲ぽう一発でも抵てい抗こうされれば他部隊も気づくだろう。

　どんな手段で三部隊もの捕虜を得たというのか。

「それが彼女の力ですか？」

「戦術の範はん疇ちゆうさ。この峡谷における帝国軍の動きは逐ちく一いち報告が入ってくる。捕らえるのは造作もない」

「……では密みつ偵ていを？」

　気づかれぬ程度の仕草で、アリスは下した唇くちびるを嚙かみしめた。

　相手の裏をかく。騙だます。刺し客かく。捕虜。それがすべて戦術の一言で正当化されてしまう。

　……ここでもそうなのね。

　……何度同じことをくり返すの。それしか方法はないの？

　優すぐれた作戦であるのは否定しない。

　だが本当に？

　それが、いずれこの国を統一せんとする者が歩む最良の道なのか？

「……失礼。わたしと燐とが休める場所は」

「ふむ。そうだね用意させよう。隊長、燐君の持っている鞄を運んでさしあげて」

　紳しん士し的とも言える手て筈はずで動く仮面卿の部下たち。

　その後ろ姿を黙だまって見つめながら。

「燐」

「はい」

「わたしに相応ふさわしい敵あいては、どこにいるのかしら」

　アリスは、肩を落としてその場に立ちつくしていた。




　　　　　　　３




　一いつ箇か所しよ目の星脈噴出泉ボルテツクスの探たん索さくを終えて──

　次の探索エリアに移動しようとイスカが車に乗りこんだ矢先、ミスミスの太ふと股ももの上で通信機が鳴りひびいた。

「本部から？　イスカ君、アタシの計測器ちょっと持ってて」

「今度は隊長級回線ですか。……重要な連れん絡らくですね」

　今度は何の件か気になるが、それは隊長に任せよう。自分はこの双そう眼がん鏡きようで星脈噴出泉ボルテツクスの探索を続けなければ。と、思っていたイスカだが。

「第九○七部隊ミスミスです。ええと……えと……えっ!?　それはどうして……なんと!?　わ、わかりました！」

　目の前であんな意味深な話し方をされて気にならないわけがない。

「あぁもうホント、緊きん急きゆう連絡に緊急指令で息つく暇ひまもないよねぇ」

　通話が切れる。

　ミスミス隊長が、ぐったりと座席によりかかった。

「意外と早く話が終わったみたいですけど、今度は何です？」

「……朝の件の続き」

　溜ため息いきと一緒に言葉をつむぐ女隊長。

「音々ちゃんが受けた連絡あったでしょ。基地から検出された星霊反応、やっぱり星霊部隊の星霊術だって。アタシたちの基地の場所が丸わかりだったみたい」

「それで対策は？」

「基地の移設。いま基地にいる人たちで作戦本部とか重要な機器とか戦車とか、そっくり第二基地に移すって。でもテントとかはそのまま。まだ帝国軍がそこを使ってるって思わせるために完全撤てつ去きよはしない方針で」

「思いきりましたね」

　隊長があれほど会話の中で驚おどろいていたのも納なつ得とくだ。昨日の時点で何一つ具体的な対策を打ち出さなかった本部が、ここで方針を転てん換かんしたのか。

「使徒聖ネームレスの提案ですか？」

「あのねイスカ君」

　声をひそめる女隊長。

「ここだけの秘密だよ。隊長級だけの情報って言われてるんだけど、その使徒聖ネームレスが本部にいないの。単独で動くって出ていったって」

「えっ」

「今のも本部に残った統とう括かつ隊長さんたちでまとめた案ね。もちろん使徒聖ネームレスにも通信部隊から連絡が行ってると思うけど」

「……どうりで」

　苦笑を押し殺す。使徒聖が基地にいないことで、本部の面々が今こそ好機とばかりに本来の手しゆ腕わんを発揮したというわけだ。

「じゃあ僕らは星脈噴出泉ボルテツクスの捜そう索さくを続けると？」

「うん。今は本部の人たちが第二基地への移設作業中だけど、アタシたちが帰き還かんするまでに間に合わせるって。聞こえてたかなジン君も音々ちゃんも」

「はいはーい」

「そんな大声で喋しやべってるんだ。嫌いやでも聞こえる」

　装そう甲こう車の外に出ている狙そ撃げき手しゆと機工士。

　ジンは双眼鏡で周囲の観察中で、音々は計測器を首からぶらさげて星霊反応を調べている最中だ。

「ちなみにジン君、どう？　怪あやしそうなところがあったら教えてね」

「地面が割れて星霊の光があふれてる……なんてのがそう簡単に見つかるかよ。見つけたのはせいぜい谷底に動物の巣。断だん崖がいの上じゃ高原植物くらいだ」

　退たい屈くつ極きわまりない、と。

　そんな様子でジンが肩かたをすくめてみせた。

「音々の計測器の『振ふれ幅はば』が大きくなってる。この近くに星脈噴出泉ボルテツクスがあるのは間ま違ちがいないんだけどな」

「ねえ、ジン兄ちゃん。あの白い花は何ていうの？」

「スズランだな。スズラン科の多年草で、花は強い香かおりがする。あんな見た目でも根っこに毒があって食べると腹を──」

「二人とも遊んでないで!?」

　腰こしに手をあててミスミスが眉まゆをつりあげる。

「なら隊ボ長ス、ビシッと決めてくれ」

「え？」

「ここら一帯はもう調査終しゆう了りようだ。次、どっちのエリアを見てまわる？」

「そ、そうね。んー……」

　助手席のミスミス隊長が彼方かなたの谷底を指さした。

「あっち！　一度谷底に降りてみようよ。あの下り坂からなら車で降りれそうだし」

「谷底？　また危なっかしいのを選んだなおい」

「みんながいれば怖こわくないもん。さあジン君、隊長のアタシを守りながら星脈噴出泉ボルテツクスを見つけに行こ────」

　ミスミス隊長の指さす谷底で。




　翠みどり色の光がぱっと噴ふき上がった。




「…………え？」

　花火のように打ち上がった光。ミスミス本人が目を丸くして見つめるなか、淡あわい光の粒つぶがしっとりと宙に溶とけて消えていく。

　と同時に。

　音々が首もとにぶらさげている計測器が、凄すさまじい勢いで跳はね上がった。

「星せい霊れい光量値、二千ルナを突とつ破ぱ!?　隊長すごーい。あの光が星霊エネルギーで間違いないと思う！」

「ええぇっ!?　ほ、本当に？」

　自分の指をまじまじと見つめる女隊長。

「アタシの手。もしかして凄すごい御ご利り益やくがあるのかも。ねね、イスカ君、ちょっとアタシの手に触さわってみる？　触ってみない？　ほらほら」

「いいえ隊長、そんな御利益があれば遊カ技ジ場ノで赤字出すことはなかったと思います。……って僕まで釣つられちゃったけど、急いで本部に連絡を」

　星脈噴出泉ボルテツクスに接近して観察する？

　ここで待機して応おう援えんを待つ？

　いずれにせよ星脈噴出泉ボルテツクスの死守へと作戦が切り替かわる。本部の指示待ちだ。

「ねえジン兄ちゃん。音々たちが第一発見者だよね？　本部の人から褒ほめてもらえるかな。ミスミス隊長の好きな金きん一いつ封ぷうも出るかも」

「全部終わってからな。星脈噴出泉ボルテツクスの死守か破は壊かい。本部だけじゃ判断できねぇから帝てい都とに連絡を繫つないで…………と思ったが。話はそう上う手まくいかねぇかもな」

　谷底の方を見つめるジンが、双眼鏡を座席に放ほうり投げた。

「残念だったな隊ボ長ス。第一発見者は俺らじゃなかったらしい」

「……およ？　あの車、ノロちゃんの班じゃん!?」

　谷底へと繫がる下り坂。

　その坂を、帝国の軍用車が砂すな煙けむりをあげて駆かけ上がってきたのだ。

　オープンカーの運転席にはミスミス隊長の友人であるシャノロッテ隊長と、彼女の部下である下級兵が三名。女性が二人と男が一人という構成だ。

「報告はとっくに向こうが済ませて、星脈噴出泉ボルテツクスの観察もしっかり終えて。俺らが到とう着ちやくしたのはその後だったわけだ」

「うぁっ。ひどいよノロちゃん。アタシたちが一番だって思ったのに！」

　目の前で止まる軍用車。

　ドアを開けて降り立った長身の女隊長に、ミスミス隊長がしがみついた。

「ノロちゃんのばかぁー」

「あらあらぁ。どうしたのミスミスちゃん」

「星脈噴出泉ボルテツクス……」

「ああ、そのことねぇ。谷底からミスミスちゃんの姿が見えたから、急いでコッチに来てみたの。やっぱり星脈噴出泉ボルテツクスってわかった？」

「そりゃもちろん！」

　谷底の方を指さすミスミス隊長。

「あそこがパッて光ったの見たもん。音々ちゃんの測定器も反応してたし。ノロちゃんは本物見てきたんでしょ？」

「ええ。すごい綺き麗れいだったわ。でも期待してたほど大きくなかったかもぉ」

　そう言ってから。

　シャノロッテ隊長が、ふと不思議そうに首を傾かしげた。

「ところでミスミスちゃん、あの谷底で他ほかに何か見なかったかしら」

「え？」

「そう……じゃあ星脈噴出泉ボルテツクスの光だけを見て大おお騒さわぎしたってことねぇ。私たち慌あわてて来たんだけど」

　ミスミス隊長の頭を優やさしく撫なでて。

「やっぱり鈍どん感かんねぇ」

「……え？」

　シャノロッテ隊長が、ミスミスと同じく断崖の先を指さした。

　星霊エネルギーの光は既すでに消えて、イスカたちが目を凝こらしても谷底は暗い陰かげになっている。

「星霊を禁忌タブー視する帝国と違って、ネビュリス皇おう庁ちようは星霊を受け入れてきたわ。だから、星霊の研究も遥はるかに進んでる。星脈噴出泉ボルテツクスの場所を突つき止める方法もね」

「ノロちゃん？」

「ミスミスちゃんが見つける前に、あの谷底はもう皇庁がとっくに陣じんを張ってるってわけ。そして近づいてきた部隊を捕つかまえるの。こういう風に」

　ぎゅっ、とミスミスを抱だきしめかえすシャノロッテ隊長。

「い、痛いよノロちゃん……」

「あらそう？　ごめんね。ミスミスちゃんちっちゃいから」

　体格と腕力の違い。子供のようなミスミスにとって、ソレは抱ほう擁ようではなく絞しめ技わざに近い感覚なのだろう。そして、その手を緩ゆるめる気はない。

「……ノロちゃん？」

「残念だわぁ」

　ようやく手を緩める女隊長シヤノロツテ。

　友人を見下ろす目が──笑っていない。

　その違い和わ感かんに、イスカが声を上げようとするより先。

「ミスミスちゃんは帝国の中じゃ割と気に入っていたの。最後まで残して、それで最後に一番時間をかけて、虐いじめて虐めて虐めてあげようと思ってたのに」

　自分の首の付け根にふれて。

　ビッ、と女隊長シヤノロツテが首に張ってあった肌はだ色いろの何かを引き剝はがした。

「……え」

「驚いたかしらぁ」

　指先に付着していたのは肌色のシール。そのシールの裏側に隠かくれていた黄おう褐かつ色しよくの星せい紋もんが、金きん髪ぱつの隊長の首根っこに浮うき上がっていた。

「ま、魔ま女じよ!?────っい、痛っ！」

「そうよぉ。アンタたちの言う魔女。私も、私の部下もみんなねぇ」

　ミスミスの首を摑つかんで締しめ上げる帝国の女隊長。

　否いな、隊長に扮ふんしていた星霊使いだ。本ほん性しようを現した彼女は紛まぎれもなく、帝国から忌いみ恐おそれられる残ざん忍にんな魔女そのものの顔つきだった。

「隊長!?」

「動くな帝国兵！」

　女隊長シヤノロツテの星紋が瞬またたいた刹せつ那な。

　ジッ、と大気が焼ける音。イスカ、ジン、音々の眼前を一いつ瞬しゆんの稲いな光びかりが通過していった。

「雷いかずちの星霊!?」

　……術の発動が早い。

　……よりによって、なんて厄やつ介かいなタイプの星霊だ！

　炎ほのおの星霊のように広こう範はん囲いにおよぶ力はないが、凄まじく発動が早い。

　そして一度発動すればまさに雷らい光こうの如ごとき速度で襲おそってくる。イスカでさえ雷の星霊術だけは完全に切断できる自信はない。

　威い力りよくも人間一人を倒たおすには十分。近接戦せん闘とうでは最さい脅きよう威いの一つとされる星霊である。

「ノロちゃん……本物の……ノロちゃん……は？」

「本物？　ははっ、あっきれた。まーだ気づかないのぉ。本当におばかさんねぇ。でも、そういうところが好きよ。そのどうしようもない脳天気なところ」

　片手でミスミスの首を絞めながら。

　もう片手で、自分の星紋を誇ほこらしげに指さす魔女。

「シャノロッテ・グレゴリーは生まれも育ちもネビュリス皇庁よ。ああ、でも十五歳からは帝国ねぇ。アンタと私が出会ってからもずっと本物は私一人ですけどぉ？」

「……っ！」

「同情を求めるような目で見ないでほしいわぁ。アンタは敵なのよ敵。アンタたち帝国から魔女って呼ばれ続けてぇ、この星せい痕こんだって隠さなきゃいけなかった私の気持ちなんてわからないでしょー？」

　帝国兵として訓練を受けて隊長級にまで至る。

　十年以上、いったいどれだけの機密をネビュリス皇庁に流し続けてきたことだろう。

「だからミスミスちゃん？」

　まるで別人。いや、実際に別人を装よそおっていたのだろう。

　基地でミスミスに向けていたまなざしから豹ひよう変へんした憎ぞう悪おの目つきで、目の前の女隊長を魔女が見下ろした。

「い、いや……やめ……」

「本日の獲え物ものにけってーい！」

　雷らい撃げきが迸ほとばしった。星紋から生じた糸のように細い稲光が魔女の腕うでを伝って、首を摑まれたミスミスの全身をからめとる。

「ッ………………」

　ビクン、とその小こ柄がらな身体からだが一瞬ブレて。

　糸が切れたように動かなくなった。

「お前っ──！」

「だから動くなっていってるんだけどぉ？」

　ミスミスの額に銃じゆう口こうを突きつける女隊長シヤノロツテ。

「忘れないで。私も、そっちの部下三人も帝国兵として十年以上やってきてるわけ。捕ほ虜りよを取った時の帝国流の対応セオリーも当然知ってるのよねぇ」

　部下三人。

　いずれもが銃じゆうをジンと音々、そしてイスカに向けている。

「武器、捨てて投降なさい？　ミスミスこのおばかさんは隊長級だから捕虜。アンタたちは下級兵だから処しよ刑けいか奴ど隷れい。ここで無理しなければ命は許してあげてもいいけどぉ？　あ、もちろんその前に尋じん問もんとかあるけど」

「…………」

「やめとけイスカ。ただの星せい霊れい部隊じゃねえ。俺たち以上に年季のある帝国兵だ」

　鈍にぶい落下音。

　構えていた狙そ撃げき銃じゆうを地面にあっさり放り投げて、ジンが嘆たん息そく。

「音々も、はい」

　腰こしのホルダーごと銃を地に捨てる音々。

「……わかった。従います」

　星せい剣けんを二つとも地に降ろす。

「あららミスミスと違って物わかりがいいわねぇ。なら……そうね帝国兵だもん、捕虜につける手て錠じようくらい持ってるわよねぇ？　ほら、そこの娘むすめ。音々と言ったかしら。アンタの手錠を仲間につけてやりなさい」

「……いい趣しゆ味みしてやがるな」

「これも帝国流よ？　手錠をつけに近づいて反撃されたら嫌いやでしょう？」

　ジンの皮肉さえ心地ここちよいと言わんばかりに、雷の魔女が目を細めてみせる。

　だが。

　──音々わかってるな？

　銀ぎん髪ぱつの狙撃手の二言目は、ネビュリスの刺し客かく四人の誰だれ一人ひとりとして気づいた者はいなかっただろう。

　ソレを予測していたイスカはかろうじて聞き取れた。

　ジンの隣となりに立つ音々が、頷うなずくかわりに「まばたき二回」。これも声に出せない時の為ための「了りよう解かい」を告げる仕草にあたる。

　機工士である音々の隠し武器。

　それは指先に嵌はめた機械仕じ掛かけの指輪リングだ。




〝衛星『テトラビブロスの星』より、対星霊擲弾グレネード射出〟




　音々の位置情報に同期する衛星。

　稀き代だいの機工士である音々・アルカストーネは、帝都の制圧兵器開発部局から実験途と上じようの対星霊兵器を預かり受けている。

　空から擲弾グレネードを射出し、強きよう烈れつな光で視界を奪うばう。

　さらにこの擲弾グレネードは、破は裂れつ後、星霊の動きを乱す波長を展開する。

　……数秒は星霊術が使えなくなる。

　……狙ねらうのは四人中二人でいい。銃を叩たたき落として失神させれば立場は逆転する。

　相手は四人で、こちらは三人。二人倒せば立場は逆転する。

　あとはタイミング。

　音々がつけた指輪リングから、衛星に砲ほう撃げきを命令する機をぎりぎりまで粘ねばる。

「ほらぁ早く。そこの二人に手錠をつけたら自分にも手錠つけるの。簡単でしょ？」

「……はい」

　手錠を取りだした音々が、女隊長シヤノロツテと三人の部下たちに背を向ける。

　ここだ！

　音々が指輪リングに手を重ね。ジンとイスカとが大地を蹴ける。

　その刹那に。

『────邪じや魔まだ』

　声と、気配と、風。

　だが「姿」だけはどこにもなかった。

『機構Ⅴ師第一○四部隊。この場で処しよ罰ばつする』

　星霊使いたちの悲鳴が、こだました。

　握にぎっていた拳けん銃じゆうの銃身バレルごと腕を切り裂さかれて後退。何が起きたのか理解さえままならぬ内に、さらに二人の肩かたと腹部から血が噴ふきだしていく。

　見えない刃は。

　鋼鉄製の拳銃を紙切れのごとく切り裂いたのだ。凄すさまじく鋭するどい。

　皮肉にも、女隊長シヤノロツテ率いる四人の服が帝てい国こくの戦闘衣であったからこそ防ぼう刃じん繊せん維いによって真っ二つは免まぬかれたというべきだろう。

「……まさか!?」

　腕から血を流す星霊使いが、その左腕に灯ともる星紋を空中へと向けた。

「ネームレ──────…………」

　言い終える前に。

　その左腕が鈍い音とともに折れ曲がり、最後の一人が意識を失って地に伏ふせる。

『帝国に紛まぎれた薄うす汚ぎたない魔女ごときが。言っただろう、俺の邪魔をするなと』

「……ネームレス」

『帝国部隊三つを拉ら致ちするような手段など数える程ほどしかない。裏切り者の存在に俺が気づかないとでも思ったか』

　ブレる虚こ空くう。

　イスカたちの目の前が陽かげ炎ろうのように揺ゆれて、そこから一人の男が姿を現した。

　光学迷めい彩さいに身を包んだ使徒聖ネームレスが。

「……ああなるほどぉ。そういえば朝から単独行動って言ってたものねぇ。最初から罠わなを張ってたのねぇ。使徒聖サマは刺客部隊の出身だったそうですしぃ？」

　女隊長シヤノロツテが後ずさる。

「でもここで私まで捕つかまるのは具合が悪いのよねぇ」

『処罰する。そう言った』

　使徒聖が踏ふみこむ。

　地面を滑すべるように女隊長シヤノロツテの懐ふところへ潜もぐりこみ、躊ちゆう躇ちよなくその喉のど笛ぶえを潰つぶしにかかろうと腕を伸のばす。が、直後に足を止めたのはネームレスの方だった。

　炎の柱。

　地に伏せた魔人の星霊術が、業ごう火かとなってネームレスの前に立ちはだかったからだ。

「………星脈噴出泉ボルテツクスは手に入れ……た……皇庁われわれの勝利………だ…………帝国──」

『黙だまれ』

　使徒聖の爪つま先さきに蹴り上げられて沈ちん黙もくする男。制せい御ぎよを失った炎の柱が消えた時には、既すでに女隊長シヤノロツテはミスミスを抱かかえて帝国車へと走っていた。

　その無防備な背中に向けて。

『────』

　硝子ガラスのナイフ。

　ほぼ完全に近い透とう明めいの刃を構えたネームレスが、躊躇なく投げ放って──

「っ、ふざけるな！」

　甲かん高だかい破裂音。

　イスカが振ふりあげた星剣の切っ先が、そのナイフを虚空で粉こな微み塵じんにうち砕くだいた。

『……何の真ま似ねだ』

　使徒聖のソレには答えぬまま。

　イスカは、背後で狙撃銃を構えるジンへと叫さけんだ。

「ジン！」

「今やる」

　狙撃銃のスコープで狙う先は、帝国装そう甲こう車。

　無音の狙撃。銃口から放たれた発信器付きの注射針が、シャノロッテの乗りこんだ装甲車のタイヤに突つきささる。

「完かん了りようだ、位置はこれで特定できる」

　走りだす帝国装甲車。星脈噴出泉ボルテツクスの谷底へと全速力で走り去っていくのは、おそらくそこに星霊部隊のアジトがあるからだろう。

　魔ま女じよシャノロッテ側は、ミスミスと昨日捕とらえた三部隊。

　イスカたちの足あし下もとにも、帝国兵に擬ぎ装そうしていた星霊使い三名が倒たおれている。

　両陣じん営えいがそれぞれ捕虜を取り合ったかたちだ。

『小こ僧ぞう』

　崖がけ下したに消えていく装甲車から目をそらす使徒聖。

『何を錯さく乱らんした？　俺のナイフを妨ぼう害がいしたな』

「……わかってるはずですが」

　地面に散らばった硝子の破は片へんを挟はさんで、イスカはネームレスと向かい合った。

　もしも自分が止めなければ。

　この残ざん忍にんなナイフは、ミスミスごと魔女シャノロッテを貫つらぬいていただろう。それに気づいたイスカの行動が間かん一いつ髪ぱつで間に合った。

　……魔女さえ捕らえられれば。

　……ミスミス隊長の命なんてどうだって良かったのか。

『雷いかずちの魔女は統計が少ない。捕らえれば稀き少しようなサンプルになる』

「ソレがそっちの主張の全すべてなら、僕の主張もいま言ったとおりだ。……ふざけるな」

『司令官への明確な反はん抗こうだな。再び獄ごく舎しやが望み──』

「使徒聖サンよ」

　銀ぎん髪ぱつの狙撃手が割って入る。

「そんなことより議論が先だろうが。帝国の三部隊とウチの隊長の居場所は特定できた。どうやって奪い返す？」

『────』

　振りかえる使徒聖。

　そして。

『作戦会議とは？　何を言っている？』

「……どういうことだ」

『作戦は依い然ぜんとして変わりない。俺が貴様らに告げた命令のとおりだ』




〝一、星脈噴出泉ボルテツクスを皇おう庁ちようよりも先に確保すること〟

〝二、前述一がかなわなかった場合、利用される前に星脈噴出泉ボルテツクスを消しよう滅めつさせること〟




　まさか。

　イスカの脳のう裏りを過よぎったのは、基地の外れに運びこまれていた短たん距きよ離り弾だん道どうミサイルだ。

　そして星脈噴出泉ボルテツクスは既にネビュリス皇庁の手の内にある。

『星脈噴出泉ボルテツクスを爆ばく撃げきする。それで終わりだ』

　手に入らぬなら消去する。

　星霊部隊のアジトも。捕ほ虜りよになった帝国部隊も。ミスミス隊長も。何もかもミサイルで跡あと形かたもなく粉ふん砕さいする。この使徒聖はそう言ったのだ。

『返事は？』

「……冗じよう談だん。返事を返す気になれないね」

　吐はき捨てる口調でイスカは告げた。

　ジン、そして音々も黙ってそれを見守るばかり。

『星脈噴出泉ボルテツクスを利用されぬうちに破は壊かいする必要がある』

　背を向ける使徒聖。

　光化学スーツに覆おおわれた身体からだが、光に溶とけるように薄うすくなっていく。

『俺が基地に戻もどり次し第だい、作戦本部より爆撃を発令する。……無む駄だだ。何もかもな』

　消失する存在。

　気配も姿も。声も、もう二度と使徒聖がこちらに話しかけてくることはないだろう。

　その場に残されて──

「音々たち、間に合うかな」

　小指に嵌はめた指輪リングを見つめる音々。

「あの使徒聖もまずは帝都に報告するよね。レポートの作成と報告で三十分。司令部から制圧兵器発射の認にん証しようが下りるまでに一時間で。ミサイル技師を招集して弾道計算だから、ほぼ確実に今日中にミサイル発射までいくと思う」

「……猶ゆう予よなしか」

　指を折って数える音々に、イスカもまた頷うなずいた。

　日が沈しずめばこちらも動きは取れない。数時間以内に突とつ撃げきする他ほかないだろう。

「さてどうするか。俺らが隊長を取り返しにいくのは向こうも確実に予想してるはずだ。闇やみ雲くもに突撃したところで確実に迎げい撃げきされる」

　低い声でそう呟つぶやいたのはジン。

「なにせ星霊部隊に加えて純血種まで来てる可能性が高いんだからな。俺ら三人で挑いどんでも袋ふくろだたきにあうだけだ」

　彼が取りだしたのは小型の液えき晶しよう機器。点てん滅めつしながら移動している光は、ミスミス隊長を乗せた敵の車両からの信号だ。

「どうするイスカ？　隊長の位置がわかっていても取り戻すのは至難だぞ」

「……一度、基地に戻ろう。帝国基地の状じよう況きようを確認しないと」

　そう言って。

　イスカは率そつ先せんして装甲車の座席に乗りこんだ。

「僕らも準備がいる。何よりミサイル発射の時刻がわからないと話にならない」

「一分一秒ズレたら爆撃に巻きこまれるからな」

　座席に乗りこむジン。

「遊カ技ジ場ノの大外れでわかっちゃいたが、全員、運ツキの悪さは折り紙付きだ。こっから一発逆転の目を出せるかどうか」

「イスカ兄、自信ある？」

　音々が運転席に乗りこむ。

　アクセルを踏みこむポニーテールの少女に向けて。

「ある」

　イスカは迷わずそう答えた。

「大当たりジヤツクポツトに決まってる」

　ルーレットもカードもコインもない。生きるか死ぬかのギャンブルで──

　大当たりジヤツクポツトを引きずり出す。










　　　Chapter.5　『棘とげの純血種キッシング』
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　ミュドル峡きよう谷こく中央部・北東寄り。

　マザーポイント──広大な峡谷のほぼ全景を一望できる荘そう厳ごんな岩山から、地平線に日が沈んでいくのを見守って。

「イスカ、どうだ？」

　午後五時。

　高倍率照準器スコープで遥はるか彼方かなたを見つめるイスカに、後ろからジンが問いかけてきた。

「星脈噴出泉ボルテツクスの光の噴出は一度きり。沈ちん静せい化してる。そっちは？」

「動きなし。発信器が星脈噴出泉ボルテツクスの位置とほぼ重なってる。連中のアジトがそこにあって、十中八九、捕虜になった帝てい国こく兵はそこに集まってんだろうな」

「──イスカ兄、ジン兄ちゃん」

　車のドアを開けて、音ネ々ネが手招き。

　帝国の軍用車ではあるが先ほどまでのオープンカーではなく、峡谷の岩いわ肌はだそっくりに擬装カモフラージユした迷めい彩さい車である。

「ミサイルの爆撃まで、あと二時間だよ」

「……行こう」

　屈かがめていた姿勢から立ち上がる。

　ネビュリス陣営は、ミスミス隊長の奪だつ還かんを警けい戒かいしているはず。それを承知で拠きよ点てんに侵しん入にゆうする強行軍だ。

　……ここから星脈噴出泉ボルテツクスまで車で二十分。

　……ミスミス隊長を助けるのは、できれば一時間以内でだ。

　二時間の猶予すべてを捕虜救出に使うことはできない。救出後もミサイル爆撃の安全圏けんまで避ひ難なんする必要があるからだ。

「イスカ？」

「わかってる」

　狙そ撃げき銃じゆうを担かつぐジンに首しゆ肯こうして、イスカは背中の星せい剣けんに手を回した。

「向こうのアジトで純血種を倒すってことで」

「四十五分以内にな。こっちが捕とらえた純血種と向こうが捕らえた帝国兵。人ひと質じち交こう換かんだって交こう渉しようがある。四十五分で倒たおして十五分で交渉。それで一時間だ」

　そう。

　ネビュリスの血族にはそれだけの価値がある。純血種の魔ま女じよを捕らえることができれば、囚とらわれた帝国兵十数名との交換が成立するだろう。

　限られた時間内で捕虜を奪うばい返すための、最善手。

「純血種ってのは正直バケモンだ。とにかくとんでもない」

　迷彩車に乗りこむジン。

「使徒聖の連中でさえ追い返すのが精せい一いつ杯ぱいで、捕虜にできたら帝国史上初の快挙ってことになる。ハッキリ言って帝国兵十数名の捕虜との交換トレードじゃ安すぎる。本当ならイスカの言う二国の和平交渉に使うべき相手だからな」

「……まあね」

　それだけ凶きよう悪あくな相手をわずか一時間足らずで拘こう束そくする。

　第九○七部隊の設立以来、もっとも無む謀ぼうな作戦ギヤンブルの──

　コインが投げられた。




　　　　　　　２




　ミュドル峡谷北東部。

　大きく曲がりくねった断だん崖がいの裂さけ目にあたる薄うす暗ぐらい谷底が、淡あわい翠みどり色の光によって照らしだされていた。

　星脈噴出泉ボルテツクスの大穴、その直径は十メートルほどだろう。

　谷底の岩がん盤ばんが割れ砕くだけて大穴を形成し、そこに星せい霊れいエネルギーの光が溜たまっているのだ。

　まるで光の湖。

　温泉のお湯がすべて光に変わったとしたら、こんな光景になるのだろうか。

「アリス君、足あし下もとに気をつけたまえ」

　星脈噴出泉ボルテツクスの大穴すれすれに立つアリスへ。

　仮面をかぶった黒服の男──ゾア家の純血種・仮か面めん卿きようが声をかけた。

「穴の深さがわからない。転落すると地底まで転がり落ちるかも」

「あら？　心配してくれるのですか？」

「もちろんさ」

　あくまで紳しん士し的な口ぶりで。

「現女王の娘むすめである君が、ゾア家の拠点で負傷したとなれば国民の目が厳しいからね」

「…………」

　珍めずらしく優やさしいと思ったそばから。

　本当にこの男は。人を食ったような態度にかけては皇おう庁ちよう一かもしれない。

「そこまで明け透すけに言われると、腹を立てる気にもなれませんわ」

「高潔で正直者というのがウリだからね。ああ、それともう一つだ。正直者ということで教えてあげよう。この星脈噴出泉ボルテツクスに君が落ちてしまって困る理由だ」

「それは──」

　しばらく考える。

「わたしがこの星脈噴出泉ボルテツクスに落ちることで、星霊エネルギーを浴びて強くなるとでも？　女王の娘が強くなると、さらにルゥ家の影えい響きよう力が増すとお思いですか」

「光の色が違ちがう。この穴に満ちつつある星霊が何かはわからないが、君に宿る『氷』でないことは確かだ。それくらいはわかっているだろうに」

「では何を案じて？」

「星脈噴出泉ボルテツクスがね、どうやら想定外に小さいらしいのさ」

　そう告げる仮面の男の声には、珍しくもわずかな苛いら立だちが混じっていた。

「見たまえ。この光を」

「……まだ満潮前かと思いますが」

　地面の穴に溜まった星霊の光。

　これが最高潮に達した時は、まさに火山の噴ふん火かのごとく星霊が噴出し、その湧わき上がる光がきらきらと峡谷を照らしだすことだろう。

「いいや。既すでに満潮を迎むかえている」

「コレで？」

「どうやら、この地底にいる星霊は相当に気まぐれらしい。地底に溜まった大部分が別の場所に流れてしまった。この星脈噴出泉ボルテツクスは永遠に未熟なままだろうね」

　仮面卿が肩かたをすくめる。

「わかりましたわ。星脈噴出泉ボルテツクスが小さいということは、恩おん恵けいを得られる星霊使いも少ない。ここでわたしが穴に転落してしまえば──」

「そう。資源の無む駄だ遣づかいになってしまうというわけだ。研究者の見立てでは、おそらく一人か二人の強化が限度。それで星霊エネルギーが尽つきてしまうだろうとね」

「貴重な資源ですね」

「だが結果的には幸いとも言える。速すみやかに撤てつ収しゆうできるから」

　なるほど。

　星脈噴出泉ボルテツクスを帝国も狙ねらっている。ならば速やかに星霊エネルギーを枯こ渇かつさせることで、帝国が手出しできなくなる。一方的にネビュリス側が得をするわけだ。

「では星脈噴出泉ボルテツクスに適合する星霊使いを探さなくては──」

「既に候補は選び終えている。この光の分ぶん析せき結果から、親和率が四十パーセントをこえる星霊使いが五人見つかった。あとは誰だれから試ためすかの順位付けさ」

「……手て際ぎわのいいことで」

　蓋ふたを開けてみれば仮面卿の目もく論ろ見みどおり。ゾア家に忠誠を誓ちかう星霊部隊から、純血種に匹ひつ敵てきする強力な星霊使いが生まれることだろう。

　とはいえ、この状じよう況きようではアリスも異論の唱えようがない。

「卿」

「どうしたかな、司令官」

　振ふりかえる。

　そこには拠点の司令官である女の星霊使いが立っていた。

　王衣ドレス姿のアリスや礼服の仮面卿と同じで、彼女もまた星霊部隊の装しよう束ぞくとは違うコートを着用している。

　……王宮守護星？

　……本国の特別護衛を、わざわざこの地に派は遣けんさせてたのね。

「同志シャノロッテが帰き還かんしました。新たに一人、帝国軍の隊長級を捕らえたと」

「さすがだ」

「報告はいかがしましょう」

「もちろん今すぐだ。彼女は本当に良くやってくれた。アリス君、君はどうする」

「……ええ。ご一いつ緒しよしますわ」

　護衛を連れて、仮面卿が弾はずむ足取りで歩きだす。

「仮面卿、シャノロッテというのは昨日も帝国部隊を捕らえたという……？」

「そう。生はえ抜ぬきの諜ちよう報ほう員いんさ。幼い頃ころから刺し客かく部隊で経験を積ませていた」

　帝国の兵学校に星霊使いを送りこんで、軍の隊長級にまで仕立て上げたという。

　しかもアリスの聞いた話では彼女が隊長で、彼女の部下三名もすべてネビュリスの同志であるというのだ。

「気の長い策を打ったものですね」

「良い花を育てるコツは、種まきから気を遣つかうことだよ。根気よくね」

　基地本部。

　谷底の奥まった空き地にある本部は、簡プ易レ建ハ築ブながら木造の建物より強固で火災に強く、そして驚おどろくほど広い。

　予定外の来訪者であるアリスに個室があてがわれたほどだ。

「仮面卿とアリス様はここでお待ちを。シャノロッテを呼んで参ります」

　絨じゆう毯たんの敷しかれた屋内。

　簡素ではあるがテーブルと椅い子す、ソファーさえも用意されたリビングで。そこには燐リンが本部に控ひかえた幹部たちと並んで座していた。

「アリス様、戻もどられましたか。お水は？」

「ありがとう燐。でもさっきお茶を飲んだばかりだから遠えん慮りよしておくわ」

　燐が付きしたがう他方では。

　見み渡わたす仮面卿が、そこに控えた部下たちを見回して。

「さて諸君。予定が順調で何よりだ。星脈噴出泉ボルテツクスの発見に加えて帝てい国こく部隊の拘束。これで皇庁に帰還できれば申し分ない戦果と言える。その上で──」

　仮面卿が目を向けたのは壁かべ際ぎわだ。

　そこに張ってある峡きよう谷こくの地図に、帝国拠きよ点てんの位置が記されている。

「帝国がそれを許すはずがない。予想されるのは星脈噴出泉ボルテツクスの爆ばく撃げき。星脈噴出泉ボルテツクスと我々をまとめて片付けられる。一石二鳥だ」

「……なんですって」

　アリスは、思わず声を出してしまった。

「待って仮面卿。帝国がここを爆撃だなんて。帝国の捕ほ虜りよが十数人といるのに？」

「それが帝国だ」

「…………」

　なるほど。つい自分寄りの思考になってしまったが、仮面卿の方が正しい。

　絶対的な数が限られているネビュリスの星霊使いとは違う。帝国兵など、広大な敷しき地ちからいくらでも人員を募つのることができる。

「星脈噴出泉ボルテツクスへの爆撃。これはとても効率的だ。最適解と言ってもいい。しかし最善だからこそ、我々もその解を先読みできる──キッシング」

　黒くろ髪かみの少女が顔を上げた。

　象しよう徴ちようとも言える眼帯をつけた恰かつ好こうで、部屋の隅すみでうずくまっていたゾア家の秘蔵っ子がゆっくりと立ち上がる。

「帝国の短たん距きよ離り制圧ミサイル。数週間前に訓練したとおりだ。止められるね？」

「……はい」

「好いい返事だ。焦あせることはない。普ふ段だんの訓練のとおりにやればいいよ」

　少女の答えに、仮面の男が満足げに腕うでを組む。

「しかし残念だ。ここを一いつ斉せい爆撃する気なら、使徒聖ネームレスは向こうの基地から動かないだろうな。キッシングの腕うで試だめしにと思っていたのに」

「使徒聖ネームレス。……第九席でしたっけ？」

　十一人の天帝直属護衛。不意を突つかれればネビュリスの純血種さえ危あやういということで、彼らの特とく徴ちようを覚えるのは王族の必ひつ須す事じ項こうとなっている。

「第八席ですアリス様」

　後ろからこっそり燐が訂てい正せい。

「帝国の機構Ⅵ師、つまり刺客部隊出身と言われています。帝都が開発した迷めい彩さい服を着ているので本人の識別は容易。以前に現れた時は──」

「そ、それくらいは知ってるわよ！」

　ちょっと席次を間ま違ちがえただけ。

　最重要である外見と戦せん闘とう形態はアリスとて頭に入っている。

　……使徒聖って言えば。

　……そういえばイスカも使徒聖だったのよね。すぐ降格したけど。




〝史上最年少の『使徒聖』〟

〝魔ま女じよ脱だつ獄ごく手配の国家反逆罪により逮たい捕ほ。終身禁きん固こ刑けいの処断が下る〟




　そう知ったのはつい最近のはずが。

　はるか昔のことに思えてしまうのは、なぜだろう。

「…………」

「アリス様？」

　と。

　本部の扉とびらが開かれて、くすんだ金きん髪ぱつをした女性が入ってきた。

　アリスよりも高い身長に鍛きたえられた体格。服装は帝国の戦闘服のままで、豊かな胸むなもとには隊長級を示す勲くん章しようがついている。

「やあ同志シャノロッテ、よくやってくれた」

「ありがとうございますぅ。でも私だけの功績ではありません。部下たちが身を張ってなければ、私もここにいることはかないませんでした」

　深々と頭を下げるシャノロッテ。

　顔を上げた時には、彼女の表情は深く沈しずんだものになっていた。

「ふむ？　話を聞こうか」

「使徒聖にバレてたみたいです。私だけが敵一人を運んで逃にげるのに成功し、部下の三名は……帝国の手中に落ちたかと」

「なるほど。それは辛つらかったね」

　唇くちびるを嚙かみしめるシャノロッテの肩を叩たたき、仮面卿が弱々しく首をふる。

「大事な同志だ。必ず取り返すと約束しよう」

「いえ……あの者たちも私も、二度と故郷の地を踏ふめないと覚かく悟ごはできていました。卿の作戦を遂すい行こうしていただければそれが本ほん望もうです」

　ああ、それに──

　落ちこんでいた彼女の表情に、狂きよう気きじみた笑えみが。

「憂うさ晴ばらしのできる捕虜を捕つかまえましたぁ。十年も憎にくたらしい帝国の兵どもに紛まぎれて、あいつらと一緒に寝しん食しよくを共にして、内心で腸はらわたが煮にえくりかえってるのに……そんな私に気づきもしないでヘラヘラしてた帝国の隊長がいましてぇ」

　シャノロッテが後ろの扉を開けて。

　両手を拘こう束そくされた帝国兵が、背中を蹴けられたのか建物の内部に転がりこんできた。

「いい気味。ほらどうしたの。いつもの笑顔を見せてちょうだいよぉ？」

「…………っ」

「こんなのでも一応隊長なんですよぉ。笑っちゃいますよねぇ」

　シャノロッテの見下ろす帝国兵。

　まるで十代なかばの少女のようだった。

　十六歳の燐よりも小こ柄がらで童顔、収まりの悪い青髪も相まって、シャノロッテから帝国軍の隊長だと言われなければ誰も信じることはないだろう。

　そんな帝国の隊長が、怯おびえながらに顔を上げて。

「────あれ？」

「────はい？」

　そんな彼女と目が合った瞬しゆん間かんに、アリスは一瞬、己おのれの目を疑いそうになった。




〝初めまして帝国の隊長。わたしはアリス〟




　隊長ミスミス。

　よりによってイスカが所属する部隊を率いる隊長ではないか。中立都市エインで出会って名乗って以来、まだ一月と経たってない。

「あ、あれ？　どこかで見覚えが……」

　アリスの方を訝いぶかしげに見上げる帝国の隊長。もちろん彼女の方もアリスと燐を覚えているだろう。問題はこの場所だ。

　……マズイわ。これ相当マズイじゃない！

　……イスカと中立都市で会ったことは皇おう庁ちようの誰だれにも言ってないのに。

　ネビュリス女王の娘むすめが、よりによって敵国の隊長級と顔見知り。

　そんなことが明るみに出れば国家の大おお騒さわぎだ。下手をすると女は王はが更こう迭てつされるような事態さえ考えられる。

　というより、なぜ彼女がこんな場所にいるのだ！

「ええと……あなた確か……」

「ひ、人ひと違ちがいではなくて!?」

　慌あわててアリスが顔を背そむけるが、焦って声を出してしまったのがまずかった。

「あ───っ!?　わかった、思いだしたもん！」

「なんだって？」

　怪あやしむ仮面卿と、本部に集まった幹部たち。

　彼らが固かた唾ずを吞のんで注視するなか、ミスミス隊長が目を見ひらいて。

「あなたはアリ──────っ」

「眠ねむっていろ」

　背後から。

　無音で忍しのび寄った燐の手刀が、帝国の隊長の後頭部を打ちすえる。

「それ以上喋しやべるな」

「…………っ」

　意識を一いち撃げきで刈かり取られて、帝国の隊長はその場に倒たおれたのだった。

「燐君？」

「失礼しました仮面卿。ですがいくら拘束済みとはいえ、敵国の隊長を本部に連れこむのはあまりに軽けい率そつです。そうですね同志シャノロッテ？」

「……は、はい。確かに」

　しゅんと萎しおれる金髪の星せい霊れい使い。

「失礼しましたぁ。あの、つい憂さ晴らしにと思って連れてきたのですが、配はい慮りよが足りておりませんでしたぁ」

「なに気にすることはない。さあ同志シャノロッテ、この帝国兵を奥の檻おりに入れておいてくれ。見張りはこちらで用意しよう」

　シャノロッテと仮面卿のやりとりを小耳に挟はさみつつ──

　アリスは、我が従者の機転にほっと胸をなで下ろした。

「燐、とっても良い判断よ」

「アリス様のことを喋らせるわけにはいきません。……しかしこんなところで出で会くわすとは想定外でした。この女隊長といい、あの帝てい国こく剣けん士しといい、どうしてこうも我々の行く手に立ちはだかるのか」

「……帝国剣士」

　従者の少女がそれとなく口にした言葉を、アリスの耳は聞き逃のがさなかった。

　そう、そうだとも。

　思わぬ事態に取り乱してしまったが、この隊長が捕まっているということは部下たちも峡きよう谷こくに来ているということではないか。イスカも──

「来たわ！　大当たりジヤツクポツトよ燐！」

「は、はい……？」

「千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス！　これよ、今こそ再戦の時じゃない！」

「ええっ!?　まさかアリス様？　お待ちくださいアリス様ってば、お気を確かに!?」

「わたしの気は確かよ」

　拳こぶしを力いっぱい握にぎりしめる。

　隣となりで悲鳴をあげる燐を放ほうりだしてふり返り、呆あつ気けに取られた表情でこちらを見る金髪の女隊長を見つめ返した。

「同志シャノロッテ、帝国部隊のキャンプ位置は変わりないわね」

「……はい？」

「（イスカを見つけた）あなたの働きは素す晴ばらしいわ。ならば女王の娘として、その勇姿に応こたえるのが筋というもの」

　可か憐れんで気高きネビュリスの姫ひめとして──

　この場の者に有う無むを言わさぬ気き迫はくを湛たたえ、アリスは堂々と宣言した。

「わたしに任せて。（イスカと戦うついでに）憎き帝国に捕とらえられたあなたの部下を取り返してくるわ！」

「ほ、本当ですかぁアリス様。なんという光栄！」

　感激しきった声で涙なみださえ滲にじませるシャノロッテ。

　その奥では、仮面卿が腕組みした姿で何かを考えていたようだが。

「アリス君、君と燐君だけで帝国基地に行くというのかな」

「何か問題がありまして？」

「キャンプにはまだ百人以上の部隊が……いや、愚ぐ問もんだったか」

　仮面の下から伝わってくる苦笑い。

　ネビュリス皇庁がほこる最強戦力の一人、氷ひよう禍かの魔ま女じよアリスリーゼの力を知る者ならば、その言葉が不ふ遜そんでないことも理解していることだろう。

「私の部下を解放してくれるというのなら、それを拒こばむ理由はない。よろしく頼たのむとしよう。シャノロッテ、道案内を」

「いえ仮面卿。お心こころ遣づかいには感謝しますが、不要です。彼女は大変な責務をこなしてきたばかり。休息をとらせてあげてください。仮面卿とキッシングもここに。帝国からの爆ばく撃げきが予想されるというなら万ばん全ぜんの態勢で迎むかえ撃うつべきです」

　……本音は。

　……イスカとの戦いを邪じや魔まされたくないからだけど。

　という心の呟つぶやきは一いつ切さい表情に出さず、アリスはあくまで毅き然ぜんとした態度で周りの顔ぶれに背を向けた。

「燐、すぐに向かうわよ」

「……まったくもう。言いだしたら聞かないんだから」

　本部を後に。

　基地を挟みこむようにそびえ立つ左右の断だん崖がい、その岩いわ肌はだに燐が手で触ふれた。

「宿れ」

　土の星霊使いである燐の星霊術だ。

　頑がん丈じような岩がみるみると崩くずれ、それがアリスの見守るなかで岩の巨きよ人じんを作りだす。

　無機物である土に意思が宿ったように巨人像ゴーレムが動きだし、まさに本物の兵さながらにアリスを前にして跪ひざまずいた。

「アリス様どうぞこちらに」

　巨人像ゴーレムの左ひだり腕うでに抱かかえられるアリス。

　燐はというと、こちらは身軽にも巨人の肩かたに飛び乗って。

「帝国軍のキャンプ地まで、走らせれば一時間内に着くはずです。乗り心地は保証できかねますが」

「全速力よ。ちょっとくらい揺ゆれたって構わないわ」

「乗り物酔よいにはご注意ください」

　土の巨人像ゴーレムは優ゆう秀しゆうだ。単純な最高速度では帝国の軍用車に及およばないが、どんな荒あれ地であっても速度が変わらないという強みがある。

「さあ急ぐわよ燐。わたしにはイスカ……じゃなくて、捕ほ虜りよになった同志たちがわたしを待ってるんだから！」

「……イスカ」

「何のことかしら？」

　口を滑すべらせてしまったことは素知らぬフリで。

　いや、もはやそんなことはどうでもいい。今は来きたるべき時に備えて心を鎮しずめよう。

　……会ったら、どんな挨あい拶さつが必要かしら。

　……イスカ、まさかわたしの顔を忘れてるなんてないわよね。

　とくんとくんと早はや鐘がねを打つ胸の鼓こ動どう。

　その感覚が心地ここちよい。ネビュリスの血筋の諍いさかいも自分の立場もすべて忘れられる相手と、もうすぐ会える。

「…………」

　自分の胸に手をあてたまま、アリスは峡谷の地平をずっと見つめ続けた。

　だが。

　そんな心の昂たかぶりゆえにアリスは失念していた。

　帝国の爆撃時間がせまる中。

　たった三人で、イスカが隊長の奪だつ還かんにやってくるという「通常ありえない」作戦に出る可能性を──




　　　　　　　３




　紅くれないに染まる峡谷。

　夕ゆう陽ひを背に、帝国の迷めい彩さい車が猛もうスピードで山地を駆かけ下りていく。

「ん。イスカ兄、これ何かな？」

　ハンドルを握る音々が、運転席から顔を外へと覗のぞかせた。

「変な跡あとがあるよ」

「……足跡だね」

　足を引きずるような二足歩行。迷彩車の車しや幅はばよりも広い足幅ということは、よほど巨大な獣けものが通ったということだろうか。

「竜りゆう種か、あとは星霊使いの巨人像ゴーレムとか？」

　ネビュリス皇庁の拠きよ点てんがあるはずの谷底から、ちょうどイスカたちがやってきた帝国拠きよ点てんの方に向かって足跡が続いている。

　……シャノロッテ元隊長の部下を第一基地に捕らえてある。

　……それを取り返しに向かった部隊か？

　自分たちの車は、足跡の主とすれ違ちがいの形になったのだろう。数分ズレていればここで鉢はち合あわせしていたかもしれない。

「音々、車を止めろ。ここで下りるぞ」

　断崖すれすれを走行する迷彩車。その後部座席から、ジンは双そう眼がん鏡きようを手にして断崖の下をじっと覗きこんでいた。

「拠点の前に門番役の監かん視しが三人。これ以上は無理だ。迷彩車っつってもエンジン音だけはどうしようもない。坂を下りきる前に見つかるに決まってる」

「はいな。じゃあ作戦どおりで」

　急停車。

　運転席を降りた音々が肩に担かつぐのは84mm無む反はん動どう砲ほう。人力で、特に音々のような女性兵が所持可能なサイズとしては最大級の大口径砲ほう弾だんを発射する火砲である。

　発はつ煙えん弾だん。照明弾。そして対星霊グレネード。

「音々、見えるか？」

「待ってジン兄ちゃん。スコープ調整中……うん、大だい丈じよう夫ぶ。ネビュリスの拠点が半分くらい見下ろせる。奥に大きい施し設せつがあって、あれが向こうの本部かな」

「まだ撃つなよ」

「撃つのはイスカ兄とジン兄ちゃんが見つかった時、でしょ？」

　無反動砲を地面に降ろして音々がウィンク。

　そう、彼女はこの断崖上で待機するのが役目だ。

　イスカとジンとが敵の拠点に侵しん入にゆう。

　それを見守りつつ、いざという時には音々が高台からの援えん護ご射しや撃げき。さらに奥の手として、自爆機能を搭載したこの迷彩車を谷底めがけて落下させて車爆弾にするのも、崖がけ上で待つ音々の使命になる。

「行くか。あと一時間ちょいでミサイルが降ってくる。星脈噴出泉ボルテツクスどころか俺らの立ってる崖上まで余よ裕ゆうで吹ふっ飛ばすだろうし、巻き添ぞえになるのはご免めんだからな」

　谷底の方角へ、銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手しゆが靴くつ先を向けた。

　腰こしのホルダーには近接戦せん闘とう用の拳けん銃じゆうを。さらに右肩には愛用の狙撃銃を担いでいる。

　……監視三名をジンが遠えん距きよ離りから眠ねむらせる。

　……タイムリミットはそこから一時間。

　少数戦をくり返して捕虜の居場所まで侵入できれば理想。それに失敗して取り囲まれた時には、音々の援護を受けながら純血種の撃破に切りかえる。

　純血種の拘こう束そく。

　そして帝てい国こく捕虜と純血種との交こう換かん交こう渉しよう。それがイスカの構築した人ひと質じち奪還計画だ。

「いこう」

　星せい剣けんを握りしめ、まずは谷底めがけて勾こう配ばいを走りぬける──

　同時。




　目の前の断崖が、消し飛んだ。




「……なっ!?」

　火の粉混じりの突とつ風ぷうが吹きすさぶ。

　目を灼やかれぬよう顔を両腕で庇かばいつつ、イスカは後方へ跳とんだ。

　谷を挟はさんだ向かい側の崖が、破は裂れつした？

　イスカがあの一いつ瞬しゆんで理解できたのはそれだけだ。気づいた時には崖が大きく割れ砕くだけ、大量の岩石が谷底へと砕けて落下しつつある。

　……星せい霊れい術じゆつ？

　……僕らの姿が星霊部隊に見つかったのか!?

　いや、違う。

　砕けた岩が谷底に落下して、その被ひ害がいを受けるのはネビュリスの拠点の方だ。星霊術の狙ねらいも、もっと自分たちを直接狙ってくるだろう。

「ミサイル!?　今の……基地からの短距離ミサイルだよ！」

　爆ばく風ふう広がるなか、身を伏ふせた音々が喉のどを嗄からせて叫さけんだ。

「予定よりずっと早まってる！」

「……ネームレス。これがお前のやり方か」

　爆撃開始時間は、音々がミサイル技師官から聞いた情報だ。

　だがこの爆撃は予定より一時間以上も早い。運びこまれたミサイルの整備も照準もろくに合わせず、とにかく発射を最優先で急がせたに違いない。

「音々、二発目は!?」

「…………三十分、ううん二十分後くらい」

　上空のちぎれ雲を見上げる音々。

「今ので弾道データが取れたから、データ修正をかけて精度を上げてくると思うの。次は、間違いなく星脈噴出泉ボルテツクスに直撃させてくる。どうしよう……」

　二十分後──

　この眼下に広がる谷底は、何一つ原型を残さぬ焦しよう土どと化すだろう。

　星脈噴出泉ボルテツクスも。

　ネビュリス軍の拠点も何もかも、瓦が礫れきさえ残らず燃え尽つきるに違いない。

「──音々、運転頼たのむ！　ジンも乗れ！」

　そう声を上げるや、イスカは自ら後部座席に飛び乗った。その意を察したジンと音々も、イスカから二秒とズレずに車内へと乗りこんで。

「音々、悪いけど」

「このまま敵陣じん営えいに乗りこむってことでしょ！」

　舞まい上がる土つち煙けむりの収まらぬなか、帝国の迷彩車がさらなる土煙を上げて走りだした。

　道なき道。

　車体よりも巨大な大岩のスキマを潜くぐりぬけ、荒れる急勾配を駆け下りる。

「イスカ」

　後部座席でじっと前方を窺うかがっていたジンが、すぐ頭上の天てん井じようを指さした。

「上に出る。邪魔だ」

「了りよう解かい」

　黒の刃はが、煌きらめいた。

　イスカが手首の返しのみで振ふるった星剣が再び鞘さやへ収まって──甲かん高だかい鍔つば鳴なりと同時、切り取られた屋根が吹き飛んだ。

　流れこんでくる向かい風。

「風は想定内。西日がちっと強いが……まあギリギリ許容範はん囲いだな」

　ほぼ真横からの夕ゆう陽ひを受けて、銀ぎん髪ぱつの狙撃手が座席を土台に立ち上がっていた。

　狙撃銃の照準を前方へ。

「ジン兄ちゃん、速度落とす？」

「問題ない」

　崖下へと猛スピードで下っていく帝国車。その先に、イスカの肉眼でもネビュリス拠点がおぼろげに確かく認にんできた。

　入り口に、星霊使いが二人。

「何だ──」

「帝国!?　まさかこの期ごに刺し客かくが……！」

　身構える監視部隊。

　ミサイルの衝しよう撃げきで頭上に落石と火花が降りそそぐなか、帝国軍の奇き襲しゆうにも即そく座ざに対応しようと動いたのは流石さすがの精せい鋭えいたちと言うべきだろう。

　だが、ジンはそんな星霊使いたちよりも早く動いていた。

「一手遅おそい」

　連続射撃。

　彼らの握にぎっていた通信機を破は壊かいした弾丸が、続けざまに星霊部隊の戦闘衣を撃うちぬいた。

　──狙いは関節部。

　ネビュリスの戦闘衣は、帝国の銃器に対たい抗こうするため凄すさまじく頑がん丈じようだ。

　金属繊せん維いを編みこんだ白銀の装しよう束ぞくは機関銃の一いつ斉せい射撃にも耐たえる。ゆえにジンが狙ったのは、その装そう甲こうが薄うすくなっている関節部の繫つなぎ目である。

　動く的。

　しかも夕陽が逆光のためほとんど目を瞑りながら、だ。

「行けイスカ」

　狙撃手の声に、イスカは無言の跳ちよう躍やくで応じた。

　後部座席から飛びおりるなり、いまだ立ち上がろうとしている門前の兵士二人へ迫せまり、星剣の一撃で完全に叩たたき伏せる。

「音々、ジグザグにだ。酔よっぱらいみたいな運転で走れ」

「はいなジン兄ちゃん」

「なんなら酒を飲んで走ってもいい」

「音々まだ未成年だし！」

　二人を乗せた帝国車が猛もうスピードで敵拠きよ点てん内を走りぬけていく。ライトを点つけて警笛クラクシヨンを鳴らし、あえて星霊部隊の目を引くかたちでだ。

　……作戦変へん更こうだ。

　……次のミサイルまでに決着をつける。

　ここからは単独潜せん行こう。

　息を押し殺し、イスカは最寄りの車庫の陰かげに身を寄せた。

「ミスミス隊長の居場所は？……っと、ここも危ないのか」

　身を屈かがめて後退。

　イスカの頭上めがけて崖上から石が降ってきたのだ。大きさは拳こぶし大だいだが、高さ数百メートル上からの落下物となれば小石でさえも凶きよう器きとなる。

　さらには火の粉も。

　ロケットに搭とう載さいされた発火剤ざいが崖上で激しく燃え上がり、炎ほのおの飛ひ沫まつが谷底へと雨のように降りそそぎつつある。

「同志諸君、第二予定地まで後退せよ！」

　本部と思われる建造物から、幹部らしき魔ま女じよが姿を見せた。

　胸むなもとを大きく開けた細身のコート姿で、顔の左頰ほおには星せい紋もんが入いれ墨ずみのように大きく浮うかびあがっている。

「仮面卿の推測どおり帝国の爆ばく撃げきだ。キッシング様が対応なさるが、出撃まであと数分を要する。消火班および通信班を除いて避ひ難なんを優先する」

「司令！　先ほど侵入した帝国車両は……!?」

「無視していい」

　冷たい声で部下にそう告げて。

　ぎろり、と魔女が睨にらみつけたのはイスカが身を隠かくした車庫の方角だった。

「キッシング様が出撃すれば片が付く。むしろあの車を陽動にして別の刺客が忍しのんでいる方が厄やつ介かいだ。爆撃に乗じて捕ほ虜りよの回収か、あるいは要人の暗殺か。いずれにせよ警けい戒かいを怠おこたるな。シャノロッテの進言だ」

　稲いな妻ずまの魔女シャノロッテ・グレゴリー。

　部隊長を連れ去った張本人の名に、イスカは内心で舌打ちした。

　……さすが元隊長。

　……下こ級つ兵ちが考える即そつ興きようの作戦なんて筒つつ抜ぬけも同然か。

　ジンと音々を乗せた軍用車の突とつ撃げきは囮フエイク。

　本命のイスカが捕虜の救出に向かうことまで読まれている。

「くり返す。同志諸君、第二予定地まで後退せよ。帝国の爆撃はキッシング様が対応なさる。星脈噴出泉ボルテツクスの利用はその後だ。慌あわてる必要はない」

「司令、捕虜については？」

「シャノロッテが本国へ連行する……以上だ。私は仮面卿の補ほ佐さに回る」

　司令官にあたる魔女が身をひるがえす。

　と同時に、整列していた星霊部隊が次々とイスカの隠れた車庫へ向かって駆かけだした。車を使って爆撃から避難する気なのだろう。

「……ここも見つかるか」

　車庫の陰から、隣りん接せつする建物の裏側へと回りこむ。

　星霊使いがざっと二十人以上か。

　奇襲を利して近接戦せん闘とうに持ちこめば勝てない数ではないが、二発目のミサイル着ちやく弾だんまで十分を切っている。時間と体力を浪ろう費ひする余よ裕ゆうはない。

「捕虜を連行するだって？　冗じよう談だんじゃない……」

　ネビュリス皇おう庁ちようの領土に連れ去られて戻もどってきた帝国兵は存在しない。それだけは何としてでも阻そ止しせねば。

　と──

「ほらぁ立ちなさい。ミスミス隊長？」

「……ノロ……ちゃん」

「まだ言ってる。ホント呆あきれた。いいから、立てって言ってるのよ！」

　怒ど声せい。

　そのすぐ後に、小さな悲鳴が聞こえてきた。

「ミスミス隊長!?」

　星せい霊れい部隊の指示と足音が飛び交かうなかで、彼女ミスミスの掠かすれ声を聞き取ることができたのは不幸中の幸いというほかない。

　建物から半身を覗のぞかせて。

　イスカの目に真っ先に飛びこんできたのはミスミスの姿ではなく。

　──不自然なほど厳重に敷しかれた鉄格子バリケード。

　鉄格子バリケードの奥はシートに覆おおわれて、さらに見張りの兵が二人、意地でもここを通さないと言わんばかりに待ちかまえているではないか。

　……なんだ？

　……あの異様な場所。本部以上に厳げん戒かいじゃないか。

　イスカが目を奪うばわれた矢先。

「っ、まぶし……!?」

　光が、ぱっと舞い上がった。鉄格子バリケードを覆っていたシートが吹ふき飛んで、夕焼けの空に噴ふき上がったのは鮮あざやかな翠みどり色の輝かがやきだ。

　星霊の光？

　露あらわになった地面は、火山の噴ふん火か口こうのように大きく陥かん没ぼつしている。クレーター状の底が大きくひび割れて、その亀き裂れつから星霊の輝きがあふれ出ていた。

「……星脈噴出泉ボルテツクス!?」

「そうよぉ。ミスミス隊長ってば賢かしこぉい」

　両手を拘こう束そくされた女隊長が、引きずられながらソレを見上げていた。

「あーあ、せっかくシートで覆ったのにまた吹き飛んじゃった。まさかこんなタイミングで星霊の動きが活発になるなんて」

　間欠泉さながらに噴き上がる光の粒りゆう子しを、苦く笑しようを浮かべて見上げる雷の魔女シヤノロツテ。

「まるでミスミスちゃんを歓かん迎げいするみたいに活発になったわよねぇ」

「え？」

「あはははははっ、もちろんウソよぉ。帝てい国こくの人間なんか星霊が歓迎するわけないもん。星霊の恵めぐみを受けられるのは、星霊と共に生きる私たち星霊使いだけなのよ？」

　ミスミスの首輪に繫がった縄なわを、雷の魔女シヤノロツテが強ごう引いんに引っぱった。

「さあ、さっさと歩きなさいってばぁ」

「……っ…………けほっ…………ぁ…………っ……か…………」

　首を締しめつけられた捕虜ミスミスから漏もれる苦く悶もんの声。

　涙なみだと嗚お咽えつをこぼす元同どう僚りようを見下ろして、雷の魔女シヤノロツテの笑えみが危険なものへと変わる。

「それとも、もっと強く引っぱってほしい？」

「……や……やだ……やめ…………」

「そんなイイ目で見ないでほしいわぁ。もっともっと強く引っぱりたくなっちゃう。なら、思いきりいくわよぉ」

　縄に力をこめる魔女。

　ぷつり、と。ミスミスの首輪に繫がった縄が千切れ飛ぶ。

「……えっ!?」

「調子に乗りすぎだ」

　雷の魔女シヤノロツテは気がつかなかった。

　既すでに、その眼前にまでイスカが迫っていたことに。

「隊長を返してもらう」

「ちっ。誰だれかと思えばミスミスの部下か！」

　迸ほとばしる雷らい撃げき。

　星紋から生まれた光が、シャノロッテの指先を伝ってイスカに襲おそいかかる。人間一人などたやすく打ち倒たおす破壊力の稲いな光びかりが膨ふくれあがって──

「遅い」

　その刹せつ那な。

　イスカの振ふるった黒の星せい剣けんに斬きられ、跡あと形かたもなく消しよう滅めつした。

「私の雷撃を……？」

　砲ほう弾だんをはるかに超こえる速度で迫る雷撃をかわす手段はない。狙ねらって斬ったのだとしたら、それは人間の技術の為なせるものではなく偶ぐう然ぜんの産物に過ぎないだろう。

「帝国兵が！」

　再び魔女の指先から放たれる稲光。

　が、その稲妻さえもイスカの星剣は神かみ懸がかり的な精度で断ちきっていた。

「──バカなっ!?」

「稲妻の速度は剣で間に合うものじゃない」

　シャノロッテの懐ふところへ。

「だけど、その発動を見るのは簡単だ」

「……まさか」

「そう。アンタの星紋」

　魔女の首の付け根。

　そこに浮きでた黄色の星紋が光り輝く瞬しゆん間かんが、星霊術の発動タイミング。あとは彼女の指先と自分とを繫つなぐ軌き道どう上を剣で斬ればいい。

　もっともソレも、気の遠くなる修練を要することは事実だが。

「僕らの前で調子づいて自分の星紋を明かしてみせた。それが失策だ」

「癪しやくな芸を。……敵てき襲しゆうよ、何をしてるの門兵、こっちに────」

「まだ気づかないのか」

　胎たい動どうを始めた星脈噴出泉ボルテツクスを前にして。

　立っているのはイスカと雷の魔女シヤノロツテの二人だけ。星脈噴出泉ボルテツクスの警護にあたっていた二人は、イスカの奇き襲しゆうを受けて声を出す間もなく地に倒れた後だ。

「…………帝国兵……」

　ふらり、と元帝国の女隊長が鉄格子バリケードに寄りかかる。

「お前……いったい何者なの……」

　無言で距きよ離りを詰つめるイスカ。あと一歩で星剣が届く距離に入るだろう。

　だが、その背後で。

　小さな小さな足音がイスカに迫せまっていた。




「い……い、いた…………いたいた……いた…………」




　少女の声。

　イスカとシャノロッテがふり向いた先は星脈噴出泉ボルテツクスの奥だ。円形の鉄格子バリケードのちょうど裏側から回りこんできたのだろう。

「────」

　眼帯をつけた黒くろ髪かみの少女だった。

　十三か十四だろうか。小こ柄がらで凹おう凸とつに乏とぼしい瘦そう軀くと対照的に、身にまとうドレスはまるで舞ぶ踏とう会に参加するような絢けん爛らんで煌きらびやか。

　まるで人形。そんな印象を抱いだかせる少女が、イスカをじっと見つめてきた。

　……僕が見えてるのか？

　……目は、眼帯で隠かくれてるのに？

　あまりにも奇き怪かい。

　そもそもネビュリス軍の中で、戦闘装しよう束ぞくである星霊部隊にまじって一人だけこんなにも目立つドレスというのが不自然すぎる。

　イスカの記き憶おくの中で、もっとも近い服装を挙げるとすれば。

　──氷禍の魔ま女じよアリス。

　ネビュリスの正装で現れた時のアリスが、この目の前の服装にもっとも近い。

　それが示し唆さするものは。

「まさか……」

「キッシング様！」

　歓かん喜きの声を上げたのは雷の魔女シヤノロツテ。

「私めの助すけ太だ刀ちにいらしてくださったのですか！」

「────」

　キッシングと呼ばれた少女は無言。

　聞こえていない？　否いな。背後の部下になど興味がないと言わんばかりに、黒髪の少女が向いたのはまるで明後日あさつての方向だった。

「と………と、……とげ……い、痛い…………痛い……」

　頭上。

　夕ゆう陽ひが沈しずんでいくのと逆の空を見上げて、少女が右手を上げた。

「──棘とげ」

　ざわり、と生まれる奇怪な気配。

　眼帯をした少女の振りあげた右手の先へ。紅くれないに染まった空を埋うめつくす無数の黒い針が顕けん現げんした。

「消去」

　蜂はちの群れのごとく空を翔かける棘。

　それが一点に凝ぎよう縮しゆくし、虚こ空くうで「何か」を包みこんだ瞬間──空が弾けた。

「帝国の短距離ミサイルか!?」

　ミュドル峡きよう谷こく南西部の基地から放たれた第二発。

　それが今まさに星脈噴出泉ボルテツクスめがけて飛来してきたものを、あの「棘」が落下間ま際ぎわの上空で受けとめたのだ。

　……いや、受けとめたなんて可愛かわいいものじゃない？

　……あれは。

　ミサイルが空中で大爆ばく発はつ。

　その爆発が、あの棘に覆おおい包まれてみるみる縮小していくではないか。

　炎ほのおも爆風も。

　粉こな微み塵じんに吹き飛んだミサイルの破は片へんも何もかも、「棘」の刺さったものすべてが分解されて消去されていく。

「…………冗じよう談だんだろ」

　冷たい汗あせが頰ほおを伝っていく。

　ミスミスも、そして星せい霊れい使いである雷の魔女シヤノロツテさえ言葉を失うほどに、いま目撃した光景はあまりに異様としか言いようがなかった。

　帝国の大型制圧兵器をこうもあっさりと無効化。否、消し去ってしまった。

　もしも──

　この少女が中規模程度の中立都市を気まぐれに襲うものなら、一時間と経たたずに都市は世界から消滅するだろう。

「消去完かん了りよう。……叔お父じ様……命令……一つ……おしまい」

　近所のストアで買い物を終えてきた。

　黒髪の少女が呟つぶやく様は、その程度の感情しかこもってない。

「……これがキッシング嬢じよう。ゾア家の秘密兵器」

　シャノロッテの掠かすれ声。

　だがすぐに、金きん髪ぱつの魔女は興奮を抑おさえきれぬ表情でもって両手を広げた。

「素す晴ばらしい！」

　歓喜の声。

「それでこそ始祖様の血脈です。さあキッシング嬢、その偉い大だいなる星霊でもって愚おろかな帝国兵に処しよ罰ばつを！」

「────」

　純血種キッシング。

　眼帯をした黒髪の少女が、再びイスカとミスミスへふり向いた。

　ミサイルを消滅させた時と同じ表情で──

「できると思うか？」

　銀ぎん閃せん。

　鍔つば鳴なりが美しくも儚はかない音色を奏かなでるなか、ミスミスの両手を縛いましめる手て錠じようが砕くだけた。

「っ……」

　純血種キッシングが口元を引き締しめる。

　反応できなかったのだ。

　帝てい国こく兵が剣をひき抜ぬいて、隣となりにいる捕ほ虜りよの手錠を一刀のもと両断した。その単純極きわまりないはずの所作が、一いつ瞬しゆんの手品のようにしか映らなかったことだろう。

「隊長はさがっててください」

「イスカ君!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。むしろ、やる気が出ましたので」

　凄すさまじく強大な純血種。

　まさに帝国が魔女と忌いみ嫌きらう星霊使いである相手だからこそ──

「お前は、ネビュリスの血族で間ま違ちがいないんだな？」

「…………」

「いいさ、勝負受けてやる」

　始祖ネビュリスの直系。

　これがネビュリス皇おう庁ちようの温存していた純血種だというのなら、望むところだ。この戦いのために自分は来たのだから。

「帝国兵」
















　黒髪の魔女が両手を広げた。

「消去する。そういう命令」

「ご免めんだね！　僕が、お前を倒たおして帝国に連れていく！」

　魔女の頭上に浮うかびあがる黒い「棘」。

　何百、何千と増え続けるソレを睨にらみつけて、イスカは大地を蹴けった。
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　ミュドル峡谷南西部──

　その一角に設けられた帝国基地が、夕陽に照らされて浮かびあがる。

　軍用テントに装そう甲こう車、さらには短距離ミサイルを発射した際に用いたであろう発射機もそのまま放置してある。

「もぬけの殻からというワケかしら」

　無人の帝国キャンプ地。

　乾かわいた風が軽石をコロコロと転がしていく様を見下ろして、アリスは帝国基地の入り口でそう口にした。

　己おのれの声に、ほんの小さな苛いら立だちが混じっていることは承知の上だ。

　……イスカがいると思ってきたのに。

　……これはどういうこと？　あのミスミス隊長だけが峡谷に来ていたとでも？

　燐を連れて基地内を歩きだす。

「アリス様、あのミサイル発射機をご覧ください」

「ええ。さっき空に向かって撃うち上がったのをわたしも見たわ」

　仮面卿の推察どおり。

　星脈噴出泉ボルテツクスに向けて放たれたものと思って間違いあるまい。直ちよく撃げきすれば谷底にあるネビュリスの基地は今ごろ消しよう滅めつしていることだろう。

「向こうの同志たちは……」

「仮面卿はミサイルを予想していたもの。わたしたちが気にかけることじゃないわ」

　純血種キッシング。

　あの黒髪の少女に宿る星霊はアリスも知らない。なにせゾア家の秘蔵っ子だ。ルゥ家で知る者がいるとすれば、「灯」の星霊を宿す実妹シスベルくらいのものだろう。

　……気になるわね。

　……いったいどんな星霊なら、帝国の大型制圧兵器を防ぎ込めるのかしら。

　空っぽの基地をひたすら直進。

「どうかしら燐？」

「厳しいですね」

　奥のテントを偵てい察さつしてきた燐が、神しん妙みような面おも持もちで言葉を続ける。

「あちらのテントが帝国通信部隊のものでした。機器がそっくり残っているのに、通信部隊の人間が一人も見あたりません」

「なら通信機器だけでも皇庁の手て土産みやげにできるかしら？」

「すべて破は壊かいされていました。元から使い捨てのつもりで輸送してきたのでしょう」

「……そう」

　帝国の機械技術はネビュリス皇庁のはるか上をいく。持ちかえることで皇庁技師の参考になればとも思ったが。

「つまり帝国は、ミサイル発射後にすぐさま基地を放ほう棄きしたというの？　なぜ？」

「罠わなの可能性もあります。たとえば……この地中に大型の爆ばく弾だんが埋まっていて、私たちが通ると爆発する仕組みになっている場合も考えました」

　そう言う燐だが、彼女の足取りに臆おくした様子は欠片かけらもない。

　土の星霊なら地中の埋まい蔵ぞう物も手に取るように感知できる。移動に巨人像ゴーレムを用いたように、とにかく応用の幅はばが広いのが土の星霊の長所だ。

「罠じゃないとしたら、単に逃にげたってことになるわね」

「はい。だとしたら……」

　うなじに触ふれる風。

　自分の背中を生暖かい微び風ふうが撫なでて通りすぎた、そうアリスが感じたと同時、隣を歩く従者が、野生の獣けものさながらの挙動でアリスに飛びかかった。

「燐!?」

「失礼！」

　燐の伸のばした腕うでに突つき飛ばされながら。

　その燐の手が、突とつ然ぜんに切り裂さかれて真っ赤な血が噴ふきだしたのを見た。

「ぐ……貴様っ？」

『魔ま女じよの割には勘かんがいいな。ただの従者ではないらしいが、まあいい、魔女一いつ匹ぴきが二匹に増えても同じこと』

　アリスと燐が見つめる先で、陽かげ炎ろうのように大気が揺ゆらぎだした。

　何もいなかったはずの場所から。頭部から足先までを鈍にび色いろのコートスーツで覆った奇き怪かいな人間が、徐じよ々じよにその姿を現していく。

「……ネームレス」

『物知りな魔女だな』

　天帝直属護衛「使徒聖」。

　かつてイスカが所属していた最強戦力の一人が、感情をまじえぬ声でそう言った。

　……魔女ね。

　……やっぱり帝国兵ね。堂々とその蔑べつ称しようを口にするなんて。

「初めまして。ところで突然だけど、わたしとても気が立ってるの」

『何に？』

「このどうしようもない『すれ違い』を引き起こしてくれた不運ハードラツクによ。ようやく決着をつけられると思っていた相手がいたと思ったのに」

　やはり遊カ技ジ場ノなんか行くんじゃなかった。あの大当たりジヤツクポツトで、どうやら自分はイスカと出会うための幸運を使いきってしまったらしい。

「だから──」

　燐と、そして己に宿る強大無比の星霊を従えて。

　アリスは不敵な微び笑しようをうかべてみせた。

「わたしの鬱うつ憤ぷん、あなたにぶつけて構わないかしら？」










　　　Chapter.6　『超ちよう人じんと魔女の舞踏ダンス』
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　棘とげの星せい霊れい使いキッシング。

　始祖ネビュリスの直系にあたる少女が、その小ぶりな口を動かした。まるで本物の魔女が唱える呪じゆ文もんさながらに。

「と……とげ…………と……棘…………おいで…………」

　空気のふるえる音。

　喩たとえるならブンッ、と何万匹の羽虫が一いつ斉せいに羽ばたいたような気味悪い音をざわめかせ、黒くろ髪かみの少女のまわりから浮かびあがる「棘」。

　黒い針状の物体が空中で結合して、有ゆう刺し鉄てつ線せんのごとく棘の生えた鞭むちを形成した。

　何十メートルという長さの鞭を。

「ミスミス隊長、しゃがんで！」

　鞭が唸うなりをあげる。空中で大きくたわみ、蛇へびのように曲がりくねった軌き跡せきを描えがいて地上のイスカたちへと襲おそいかかった。

　……速度はまるで遅おそい。

　……だけど、この不規則な軌道は面めん倒どうだな。

　直線ではなく弧こを描く。剣けんや鎗やりといった武器の軌道は直進。こうも曲がりくねった軌道は、鞭だけの特とく徴ちようといっても過言ではあるまい。

　しかも星霊の鞭だ。

　通常の鞭と同じ動きをするとは限らない。ゆえにイスカは、星せい剣けんで受けるかわりに後ろに跳とんだ。

　そのはずが──イスカを追ってその鞭が軌道を変えた。

「っ！　やっぱりか！」

　鼻先に迫せまるキッシングの鞭。

　有刺鉄線のような見た目から硬かたいものを想像していたが、イスカの目前に迫った瞬しゆん間かん、たわんだ鞭が意思を持つかのように伸びたのだ。

「イスカ君!?」

　答える余よ裕ゆうもなく。

　イスカは、その場で顔が地面にふれるほどスレスレに屈かがみこんだ。奇怪な音を発しながら、無数の棘の集合体が頭上をかすめていく。

　イスカの背後にある鉄格子バリケードへ。星霊の棘が突きささるや、強固な鉄でできた柵さくが融ゆう解かいするように分解されて消滅していく。

「…………命令、失敗？　よけた？」

　魔女が振ふりかえる。

　右手で鞭。左手で眼帯に触れながら、不思議がるように少女が首を傾かしげてみせた。

「いいのか？　大事な星脈噴出泉ボルテツクスを守る柵だったんだろ？」

　イスカは対ついの双そう剣けんを。

　キッシングは棘の鞭を手にした恰かつ好こうで睨みあう。

「──────同志シャノロッテ」

　魔女キッシングが、ここでようやく背後の部下の名を呼んだ。

「同志」

「は、はいキッシング嬢じよう！　ここにおりますゆえ、いかな命令でも──」

「邪じや魔ま」

「は？」

「どいて。そこにいると……星霊……拡ひろげられない」

　鞭がほどけた。結合していた棘たちが何千という極小の針として拡散し、キッシングをとりまくように浮ふ遊ゆうする。

「………………『星』となれ」

　夕暮れの空へと棘が上じよう昇しようして急停止。

　一瞬の間を隔へだて、そこから堰せきを切ったように地上目がけて降りだした。

　流星。

　凄すさまじい加速によって迫る星霊の棘が、地上にあるもの全すべてに突きささっていく。

　車庫の屋根が溶とけるように消滅し、さらに屋内にあった輸送車までもが車庫の壁へき面めんもろとも分解されていくのだ。

「無差別か。隊長、奥へ！」

　棘の範はん囲い外がいを指さす一方で。

　イスカは、黒の星剣を握にぎって足を前へ踏ふみだした。

「──はっ」

　息を吐はき、その場で旋せん回かい。

　斜ななめ上から降ってくる無数の星のスキマを縫ぬうように駆かけぬけて、イスカは一歩たりと止まらずに純血種キッシングへ。

　剣を構えて一回転。

　背後の星を破壊するや、イスカが捉とらえたのは地上に落ちて足あし下もとで跳はねた棘だ。

　──跳ちよう弾だんとして襲ってくる棘。

　それを、さらに剣の一振りでうち砕くだく。

「……貴様っ!?」

　魔女シャノロッテの喉のどから、驚きよう愕がくと激げき昂こうの悲鳴が突いて出た。

　二つの理解不能──

　ミサイルさえ「分解」したキッシングの星霊術が、なぜ帝てい国こく兵の剣一つを消しよう滅めつできないのか。分解できないどころか棘の方が粉々に砕かれていく。

　さらに、この帝国兵のとてつもない身体能力だ。

　絶対に止まらない。

　棘と棘のスキマをとてつもない反応速度で駆けぬけて、剣を振るい続ける。一瞬ならばいい。しかしシャノロッテが同じことをすればせいぜい十秒で息が切れるだろう。

　──だがイスカの速度は、むしろ加速し続けている。

　対星霊使い、特化。

　星霊使いを倒たおすためだけに肉体を鍛きたえ上げてきたからだ。

「獣か、貴様はっ！」

　シャノロッテの雷らい撃げき。

　その一撃すら読みきって星剣で薙なぎはらうイスカに、雷いかずちの魔女が言葉を失った。

　純血種の棘を躱かわすかたわら、背後からの攻こう撃げきも察知する。これが、シャノロッテの懐ふところにある帝国の自動拳けん銃じゆうであっても同じことだろう。

「…………」

　眼帯の魔女が眉まゆをひそめた。

「だれ？」

　その唇くちびるから零こぼれる幽かすかな声。

「……ぜ……なぜ。……じゅ……術……届かない……？」

「お前の弱点」

　一歩後退するキッシングへ、こちらは二歩踏みこむ。

　……威い力りよくも、ミサイルの爆ばく風ふうを抑おさえこむ防ぼう御ぎよ力も半はん端ぱじゃない。

　……とてつもない星霊なのは間ま違ちがいない。だけど。

　アリスや始祖ネビユリスにあって、この幼い星霊使いに無いものがある。

「『邪魔だ』って口にした時点で失策だ」

「……？」

「部下をどかさないと星霊術を展開できない。巻き添ぞえにする。部下の居場所だけを外すよう星霊術を制御コントロールできないって、お前は自分で認めたんだ」

　正確性の欠落。

　棘の雨を降らして車庫や建造物をことごとく消滅させた時点で確信できた。




〝氷ひよう禍か・千枚の棘とげ吹雪ふぶき〟

〝全方位におよぶ千の剣つるぎ、避さけられるものなら避けてみなさい〟




　かつてアリスの星霊が生みだした氷の剣は、すべてイスカを狙ねらってきた。

　だがキッシングは違う。

　この幼い魔ま女じよはまだ成長過程。展開した棘をイスカに集中することができず、イスカの周りに棘を降らせるのが限界なのだ。

「そ、そそ……想定外……強敵。使徒聖……？」

　星剣の切っ先を見つめて。

　黒髪の魔女が、両手を大きく広げてみせた。

「能力解放」

「──なに!?」

「再結合」

　頭上に暗い影かげ。

　イスカが見上げたそこには、棘によって消去されたはずの短たん距きよ離りミサイルが。

「分解したものを結合できるのか!?」

「……帝国兵……消えて」

　魔女キッシングの言葉。

　イスカの頭上で、大型制圧兵器ミサイルが大爆ばく炎えんを撒まき散らした。




　　　　　　　２




　凍こおれる大地。

　帝国キャンプ地にて、赤茶けた地面の層を下から押し上げるのはキラキラと輝かがやく氷の層。

　──霜しも柱ばしら。

　アリスの冷気が、周囲の気温をまたたく間に零れい下かに押し下げる。その干かん渉しようをうけて地表の水分が凍りついたものだ。

　数百メートル四方におよぶ寒気を従えて。

「覚かく悟ごなさい帝国の犬」

「喋しやべるな魔女が、貴様と同じ空気を吸うことさえも穢けがらわしい」

「……その余裕ごと氷こおり漬づけにしてあげる」

　アリスは、己おのれの左ひだり腕うでを水平に持ち上げた。

　相手が使徒聖だろうと関係ない。一いつ切さいの抵てい抗こうを許さずこのキャンプ地ごと氷で──そう命令しようとした矢先、気づいた。

　星せい霊れいの動きが鈍にぶい。

「これは……」

　美しく輝く氷壁がせり上がっていく。

　アリスの命令より先に、星霊が、アリスの前に氷壁を形成することを優先したのだ。

　それはなぜ？

　が、すぐにその疑問は氷解することになる。

　氷壁が完成するやいなや、氷の壁かべにとてつもない質量の何かが衝しよう突とつした。

『……星霊の自動防衛か。その頭を砕いてやるつもりだったが』

　アリスの眼前。

　全身を光学迷めい彩さいのスーツコートで覆おおった男が、氷の壁に拳こぶしを打ちつけていたのだ。

　──破は裂れつ音。

　これが人間の拳の音？

　冗じよう談だんじゃない。帝国戦車の大型砲ほう弾だんが氷壁に直撃したような音ではないか。

　一筋の汗あせが頰ほおを伝っていく。尋じん常じようではない威力もそうだが、真の脅きよう威いは、アリスがまるで反応できない速度でこの男が迫せまってきたことだ。

「氷の星霊術は、発動段階で周囲の空気を冷やす必要がある」

　ピシッ。

　目をみひらくアリスの眼前で、氷の壁に亀き裂れつが走った。自動拳銃どころか散弾銃の衝しよう撃げきにさえ傷一つつかない強度のはずが。

　まさか拳の一撃で？

「氷の星霊は遅すぎる。咄とつ嗟さに自動防衛が機能したとしても、この程度か」

　使徒聖の拳が、アリスの氷壁を木こっ端ぱ微み塵じんに崩ほう壊かいさせた。

「終しまいだ」

　アリスの首筋に触ふれるネームレスの指先。

　華きや奢しやな喉のど笛ぶえを握りつぶそうと力をこめるが、それはかなわない。魔女の喉を潰つぶすより先に、ネームレスの指先が右手首ごと凍りついていたからだ。

「誰だれの星霊が遅いですって？」

　劣おとらない。使徒聖ネームレスが超ちよう人じんならば、氷禍の魔女アリスもまた特出した星霊使いなのだから。

「氷の星霊がどれも同じだなんて思ってほしくないわね」

「……これはこれは」

　腕を引き戻もどし、ネームレスが嗤わらった。

　指先の自由を縛いましめていた氷をいともたやすく握りつぶして、何事もなかったかのように再びアリスへ。

「氷禍の魔女。そういうことか」

「喋るなって言ったのは誰だったかしら」

「気が変わった」

　楽しげに返す元暗殺者。

　光学迷彩のスーツが起動し、使徒聖の姿が夕ゆう陽ひに溶とけるように消えていく──

「始祖の血脈か。高貴を騙かたるその態度、どこまで持つか」

「舌ぜつ戦せんに付き合うつもりはないわ」

　その姿が完全に搔かき消える前に、アリスは指をうち鳴らした。

「食くらいつけ」

　赤茶けた地面に、無数のひび割れ。

　硬かたい地表を押し上げて、ひびの奥から這はい上がってきたのは基地の全域におよぶであろう氷の針だ。

　地中で生成していた霜柱が、鋭えい利りなかたちとなったもの。

　革かわ靴ぐつ程度の強度ならたやすく貫つらぬく。靴底に鉄板が入っていようが、そのまま凍りつかせて地面に縫ぬい止める。

「ちっ」

　半はん透とう明めい化した使徒聖が跳ちよう躍やく。

　両足が凍りつくのを回かい避ひする。それだけでも十分に驚きよう異い的な反応速度であるのだが、アリスにとってもこれは想定の内。

　……イスカと同じ使徒聖だもの。

　……これくらい当然にかわすでしょう？

「『氷禍・千枚の棘吹雪』」

　ぎちっ、と氷が凝ぎよう縮しゆくする音がこだました。

　生成される氷の剣けん。

　凍いてついた地表から。周りの大気から。さらには霜しもの降りた軍用テントからも大小様々な剣が次々と生成されていく。

「氷の剣で串くし刺ざしか氷漬け。好きな方を選びなさい」

「はっ」

　大地に降り立つ使徒聖が、嗤った。

　全方位を取り巻く氷の剣を一いち瞥べつして、怖おじ気けづくどころかアリスに向かって走りだす。

「この程度の術で俺を仕留めようとでも？」

「……穿うがて！」

　腕を振ふりあげる。アリスの命を受けた氷剣が、使徒聖ネームレスの足あし下もと、頭上、背後を問わず何百本と降りそそぐ。

「遅いな」

　首をひねる使徒聖の数ミリ横を通過する氷の刃は。

　さらに足を振りあげて地表からの剣を蹴けり飛ばし、その反動で身を旋せん回かいさせ、両の拳で頭上と背後から迫る剣を殴なぐりつける。

「そして脆もろい」

　千々に砕くだける氷の結けつ晶しようたち。

　それは、アリスにとって信じ難がたき光景だった。

「……噓うそでしょう」

　星霊術の規模にもよるが、アリスの氷の強度は鋼はがねを上回る。氷剣のように薄うすく尖とがらせたものであっても人間の拳で壊こわすことなどできるわけがない。

　やはり、先の氷壁を破は壊かいした時点でわかってはいたことだが。

　どれだけ──

　どれだけ並外れた筋力をしているのだ。この帝てい国こくの元暗殺者は。

「いいえ、でも不可能よ！」

　ネームレスの肩かたから噴ふきだす出血。

　たとえ十本、数十本の剣をうち砕こうが、全すべてをかわしきれるわけがない。あのイスカでさえ完全には防ぎきれなかった星霊術なのだから。

「詰みチエツクメイトは動かない」

　ひときわ巨きよ大だいな氷剣。投鎗ジヤベリンほどに成長した刃が、使徒聖ネームレスの無防備な背中に向かって飛来する。

　……あれだけ成長した氷なら。

　……強度は鋼を上回る。砕けるものなら砕いてみなさい！

　素す直なおに躱かわすしかない。

　だが避さけて跳とんだところで、氷の剣はネームレスを追って照準を変える。

　ネームレスとアリスの距きよ離りは詰つまりきってない。硝子ガラスの短剣を投げてきても星霊の自動防衛が間に合うだろう。

「わたしの勝──」

「俺以外の相手ならな」

　言いかけたその矢先、アリスは、今度こそ言葉を失った。

　ネームレスが振りかえる。銃じゆう弾だん並みの速度で飛来する氷の投鎗ジヤベリンに手を伸のばして──

「そっくり返そうか」

　投鎗ジヤベリンをいともたやすく握にぎり摑つかんだのだ。

　ぐるん、と鎗やりを回して切っ先をアリスに向ける。ちょうど良い投とう擲てき物があったとでも言わんばかりに。

　……銃弾並みに加速した氷の破は片へんを見きって、受けとめたというの。

　……獣けもの。いいえ、獣以上の怪かい物ぶつじゃない!?

　イスカのように剣で耐たえしのぐというのなら、まだ理解はできる。

　だがこの男は素手だ。完全な体術だけで、かつてここまで自分の星霊術に食らいついた相手など帝国にも皇おう庁ちようにもいなかった。

「……使徒聖ネームレス」

　唇くちびるを嚙かみしめる。

　認めたくはないが、この男は本物だ。

「くっ！」

　ネビュリスの姫ひめが後退するという、その屈くつ辱じよくに唇を嚙みしめながらもアリスは跳び退のいた。背後に控ひかえる燐リンの元へ。

　……まずい。

　……帝国の拳けん銃じゆうでもミサイルでも構わないが、ソレだけはまずい！

「消えろ魔ま女じよ」

　氷の投鎗ジヤベリンを投じるネームレス。

　その凶きよう器きが、アリスを刺さし貫く寸前にふわりと止まった。

「過ぎた真ま似ねをしました」

「いいえ燐。助かったわ」

　我が身を庇かばった従者をねぎらう。

　ネームレスの投じた氷を、さらに燐が自らのスカートをマントのように広げて受けとめたのだ。対たい刃じん繊せん維いで編まれた生き地じだ。これくらいは造作もない。

　とはいえアリスの戦せん闘とう中は「手出し無用」が燐との約束事である。

　その原則を破って燐が動くほど、自分は危険な状じよう況きようにあったということなのだろう。

「…………」

「どうした？　先ほどまでの威い勢せいは？」

「……非礼を詫わびるわ。使徒聖の第八席ネームレス。あなたの強さを疑ってしまって」

　右手で王衣ドレスの裾すそをつまみ、ほんの僅わずかだけ持ち上げる。

　世界共通作法。

　貴族の社交場で、うら若き淑しゆく女じよから目上の紳しん士しに対して行う挨あい拶さつとして知られている。

「コレは、ほんのお詫びの気持ち」

「滑こつ稽けいだ」

　男の応こたえは、肩を揺ゆらしての嘲ちよう笑しようだった。

「魔女が。一いつ端ぱしに人間の貴族気取りか？」

「ええそうよ。でも意図が伝わっていないようだから教えてあげる。これは出会いの挨拶じゃなくて別れの挨拶なの」

「……なに？」

「わたしの本気を見せてあげる」

　冷たい敵意。

　睨にらみつけたものすべてを凍こおりつかせる氷の視線でもって、魔女は超人を睨みつけた。

　──あなたの不運は。

　──わたしを本気にさせたこと。

　その眼光の意味に、ネームレスが気づいた時にはすべてが遅かった。

「さよなら使徒聖」




　──『大氷禍』──




　氷の世界。

　地上から空にいたるまで。キャンプ地にある軍用テントも車両も、ミサイル発射機も何もかもが幻げん想そうめいた白霧きりに覆おおわれて──

　次の瞬しゆん間かんには。

　キャンプ地を含ふくむ峡きよう谷こく一帯が、真っ青に輝かがやく氷に閉とざされていた。

　シャリッ、と響ひびきわたる氷の靴くつ音おと。

「燐、無事ね？」

「無事でなかったら一大事ですってば」

　氷の丘おかに立つのはアリスと燐の二人だけ。

　大氷禍──氷禍の魔女と恐おそれられるアリスの、その脅きよう威いを象しよう徴ちようする大星せい霊れい術じゆつである。

　全方位無差別。

　相手が人間だろうが戦車だろうがミサイルだろうが、極大の冷気に包みこんで問答無用で氷こおり漬づけにする。使徒聖ネームレスといえど防ぎようもなく、今いま頃ごろこの氷の下に閉じこめられていることだろう。

　……難点は、この技わざだけはわたしも微び調ちよう整せいが利きかないことかしら。

　……仲間が多いところじゃ使えないし。

　一歩間ま違ちがえば仲間まで氷漬けになる。

　しかもこの星霊術はアリスでさえも自動解除できない。凍とう結けつした峡谷一帯も、数日間は氷が溶とけないままだろう。

「戻もどりましょう燐。本当は使ア徒イ聖ツを捕つかまえて帰りたかったけど、氷の下じゃ掘ほり返すのも大変だわ」

「まともな捕ほ虜りよにできる状態だといいのですが」

「それは──」

　相手の運次し第だい。そう言いかけたアリスの耳元に、小さな音が伝わったのはその時だ。

　足音？

　ふり返る。その頰ほおを、鋭するどい氷の破片が掠かすめて通りすぎていった。

「────っ！」

「アリス様!?」

「いえ……平気よ燐。擦かすっただけ」

　頰に手をそえる。

　その指先には、わずかに滲にじんだ血がこびりついていた。氷の破片。誰だれが投げたのかなど、考えられるのは一人しかいない。

「……我ながら詰めが甘いわね」

　血の付着した指先を見つめて、アリスは苦く笑しようをこぼした。

　ネームレス。あの男の超ちよう人じんじみた肉体性能は骨身に染しみて理解していた。にもかかわらず余計なヒントを与あたえてしまったのは自分の失策だ。

　──わたしの本気を見せてあげる。

　あの言葉で使徒聖は気づいたのだろう。

　次にどんな星霊術をくり出すのか。氷禍の魔女の由ゆ縁えんとなる大技を出すと気づいたからこそ、奴やつに一瞬の猶ゆう予よを与えてしまった。

「アリス様、すぐにネビュリスの陣じん地ちに戻りましょう。頰のお傷を消毒しないと」

「これくらい大したことないわ」

　指先で頰の血をぬぐい取る。

　そう、この傷自体は大したことはない。問題は別にある。

「……燐」

「はい」

「バレたかしら」

「ほぼ間違いないと思います。奴が自分の短剣ではなく、わざわざアリス様の氷を砕いて投げてきたことを踏ふまえれば」

「…………そう」

　頰の傷。もしもこれが帝てい国こく製のナイフによるものならば、アリスの星霊が脅威を感知して自動防ぼう御ぎよしていただろう。

　だが今回、アリスの星霊は反応しなかった。

　それはネームレスが投げたのが氷の破片だったから。

　アリスの星霊自らが生みだした氷ゆえに、星霊が、アリスに投げられた凶器を危険だと判断できなかったのだ。




　──この勝負はお前アリスの勝ち。

　──だが弱点は見えた。次は仕留める。




　逃とう走そうしたネームレスの嗤わらい声が聞こえてくるようだ。

「アリス様」

「……何も問題ないわ」

　自分とて星霊術てのうちのすべてを見せたわけではない。

「戻りましょう。ここも結局無む駄だ足あしだったわけだし」

　同志シャノロッテの部下たちは別のキャンプ地に輸送されたのだろう。

　それにイスカの姿も見あたらない。

　……わたしの勘かん違ちがいかしら。

　……隊長ミスミスだけがここに派は遣けんされて、部下イスカは帝都に残ってる？

　そんなことは流石さすがにないと思いつつも、アリスも帝国軍の規律まで把は握あくしているわけではない。

　いったいイスカはどこにいるのか。

「ああもう、無駄足じゃない。あの星ほし占うらないだか何だか知らないけど、信じて行動したのに……なーにが待ち人はすぐ近くにいるでしょう、よ！」

　足あし下もとの氷を思いっきり踏みつけてアリスは吼ほえた。

「イスカはどこにいるの！」




　　　　　　　３




　炎ほのおの風が、峡谷を激しくふるわせた。

　濛もう々もうと噴ふき上がる煤すす。ネビュリスの拠きよ点てんで炸さく裂れつしたミサイルの熱波が断だん崖がいに反射して、何度も何度もこだまのように谷底に押し寄せる。

　あたり一面が粉ふん塵じんにまみれた光景。

　唯ゆい一いつ、星脈噴出泉ボルテツクスだけが変わらずに淡あわい光を放出し続ける中で。

「排はい除じよ、完かん了りよう」

　眼帯をつけた黒くろ髪かみの少女が、ぼそりと口にした。

　純血種キッシング・ゾア・ネビュリス。

　棘とげの星霊でもって一度は消しよう滅めつさせた帝国の短たん距きよ離りミサイルを再結合し、イスカと呼ばれる剣けん士しの頭上で起き爆ばくさせたのだ。

「…………」

　唯一、キッシングが気にかけたのは剣士が持っていた一対ついの剣だ。

　ミサイルの爆風さえも消去する「棘」が通じない物質を初めて見たが、それも今の衝しよう撃げきでバラバラに砕くだけたはず。

　星霊使いでない帝国兵に、この至し近きん距きよ離りでのミサイル爆ばく撃げきを避よける手段はない。

「はっ……はははっ……なんとまあ！」

　粉塵を背に、金きん髪ぱつの女星霊使いが高らかに声を上げた。

「お見事ですキッシング嬢じよう！　帝国兵に追い詰つめられたと思いきや、それさえ計算ずくの罠わなだとは。憎にくき帝国兵を、憎き帝国兵器でもって制す。なんと愉ゆ快かいな！」

「同志シャノロッテ」

　勝ちほこる部下を背に、黒髪の純血種はふり返りもしなかった。

　ただ一言。

「報告」

「はっ。ただちに！　帝国の刺し客かくを倒たおしたと────」




「誰を倒したって？」




　土つち煙けむりの向こうに映る人ひと影かげ。

　やがて、かすかな足音もまた土煙の奥から伝わってくる。

「……ありえない!?　あの爆発でどうやって」

　恐きよう怖ふを滲ませたシャノロッテの絶ぜつ叫きよう。

　純血種キッシングさえも啞あ然ぜんと立ちつくす一方で、灰色の煙の奥から、一対の剣を手にした帝国兵──イスカは、再び星脈噴出泉ボルテツクスの前へと辿たどりついた。

「ミスミスの部下。お前は何者？　どうしてあの爆発を浴びて無事で──」

「無事？　そんなわけないだろ」

　口の端はしに滲んだ血を手の甲こうでぬぐいとる。

　爆発の衝撃で、優に十数メートルは吹ふき飛ばされただろう。岩いわ肌はだに全身を打ちつけて、それでも意識を保っていたのはイスカとしても不幸中の幸いだ。

「イスカ君──」

「隊長は、僕の後ろに」

　小声でささやく女隊長に、イスカは背を向けたまま頷うなずき返した。

　その一部始終をじっと観察する棘の魔女キツシング。

　声には漏もらさない。

　が、眼帯の奥でその表情が険しくなった瞬間を、イスカは確かに見た。

「ワケわからないって表情だけどアリスから聞いてないのか？　皇おう庁ちようの血族なんだろ」

「……………………アリ……ス……？　アリスリーゼ……」

　キッシングの呟つぶやき。

　今までイスカの言葉に一いつ切さい関心を示さなかった純血種の魔女が、いま初めて、イスカの言葉に反応を示した。

「この剣には二つの力がある」

　イスカが両手に握にぎった星剣は、この黒と白で対となる。

　ネビュリス皇庁では周知の事実とも覚かく悟ごしていたが、この純血種の魔女は、アリスから星剣の力を聞かされてないらしい。

「黒の星剣で遮しや断だんした分だけ、白の星剣はそれを解放する」

「……？」

「キッシングおまえならわかるはずだ。僕とほとんど同じ場所にいたお前が、躊ちゆう躇ちよなくミサイルを爆発させて相打ちに巻きこむことができた理由──」

　あの時、迫せまるイスカを目前にして。

　純血種キッシングは同時に二つの星せい霊れい術じゆつを発動していた。

「最初にミサイルを再結合して爆発させる。だけどこのままじゃ自爆も同然だ。お前まで爆風に巻きこまれるから」

「…………」

「その自分に向かってくる爆風だけ、お前はもう一度『棘』で分解して消滅させたんだ」

　キッシングとシャノロッテは爆風を回かい避ひ。

　結果として帝国兵だけがミサイルの爆発に巻きこまれる。それが、この魔女が思い描えがいた必勝の手だった。

　……だからこそ逆に、僕も同じ防御ができた。

　……白の星剣で『棘』を解放して、ミサイルの爆発を消去した。

　だが。

　その咄とつ嗟さの防御手段を思いついた時、イスカの胸中に浮かんだものは安あん堵どではなく一種の恐怖だった。

「キッシング」

　黒髪の少女と向かい合う。

　眼帯によって閉とざされた双そう眸ぼうをじっと睨にらみつけて。

「星剣のことを教えた。だから今度は僕が訊きく質問にも答えてもらう」

「……？」

「お前に、今の自や爆り手か段たを教えたのは誰だ」

「……ッ」

　棘の魔女が、ふるえた。

「撃うち落とした帝国のミサイルを再利用だなんて、この場で咄嗟に思いつくものじゃない。思いついたとしても絶対できっこないんだ。一秒どころか〇・一秒、星霊術が遅おくれただけで自分が巻き添ぞえになる手段だから」

　だがキッシングは躊躇なく実行した。

　今の自や爆り手か段たで敵を倒しつつ、自分は回避できるという絶対の自信があったのだ。

「相当に訓練を積んできたんだろ？　あんな自殺行こう為いを」

「…………」

「いつ誰に、そんな凶きよう悪あくな訓練を教えこまれた？」

　悪魔的発想。

　この十代なかばの少女に、ここまで残ざん酷こくな技術を教えこんだ者がいるはずなのだ。

「…………き…………きん…………きん…………」

　変化は突とつ然ぜんだった。今まで不動を保っていたキッシングが身体からだをくの字に折り曲げて、両の手で自分の眼帯を押さえつけて。

「きん……き……禁きん忌き……」

「なに？」

「──禁きん忌き事じ項こうに抵てい触しよく」

　黒髪の少女が、己おのれの眼帯を剝はぎ取った。

「質問者ならびにコレを聞いた者たちを無差別排除する」

　眼帯が取れて露あらわになった両瞼まぶたに、魔女を示す星せい紋もんがくっきりと浮うかびあがる。

　そしてイスカは見た。

　その瞼の星紋が、生き物のように蠢く瞬間を。

「なっ!?」

　星紋が動く。

　蛇へびが絡からみ合ったような紋様の、その蛇がのたうつように動いているのだ。

「と……と……棘……棘…………わたしの……全部……！」

　天を仰あおぐ黒髪の魔女。断崖の狭はざ間まに生まれた『棘』が暗雲のごとく頭上を覆おおい、日ひ射ざしさえもみるみると遮さえぎっていく。

「さっきのでも全力じゃなかったのか」

　いやそれよりも。

　頭上に密集する棘が、自分一人に向けられるにはあまりに多すぎる。コレが地上に降りそそぐというのなら、間ま違ちがいなく部下シャノロッテも巻きこむだろう。

「そのつもりかキッシング！」




　──『解放・棘の竜りゆう』──




　キッシングの銀色の『棘』が集つどい、巨きよ大だいな蛇のごとく唸うなりながら地上へ落下する。

　あるいはソレは「脚あしのない竜」と喩たとえた方が適切だろうか。

　その竜の全身が、棘。

　星霊竜が蠢うごめくなかで、その尾おに触ふれた断だん崖がいが削けずり取られ、溶とけるように消えていく。

「────」

　星剣を握りしめ、黒くろ髪かみの魔女へとイスカは駆かけた。

　その動きを察知して鎌かま首くびをもたげる棘とげの竜が、主あるじであるキッシングの前方を守るかたちで立ちふさがる。さながら主を守る守護者のごとく。

　星霊の棘の集合体だというのなら、竜の巨きよ体たいに触れただけですべてが消しよう滅めつするだろう。人間一人が挑いどむにはあまりに巨大すぎる怪かい物ぶつだ。

「さすがネビュリスの血族……」

　魔女と呼び恐おそれられた存在。

　かつて帝てい国こくの迫はく害がいが非人道的なものであったことは間違いない。だがこれだけの力だ、それを恐れる者の心情もイスカには理解できる。

「ただの人間はどうやったって星霊使いに勝てっこない。僕だってそうさ。お前と単純な力比べをしようなんて思わない。別の手段で、力以外の選せん択たくで──」

　イスカが跳ちよう躍やく。

　その先はキッシングではなく、彼女が仰ぎ見る断崖だった。

「必死に抗あらがうしかないんだ」

　岩がん壁ぺきに足をついて再跳躍。三角跳とびの要領で──棘の竜とキッシングの頭上をこえて、彼女の背後にある岩の向こう側へ着地する。

「…………え？」

　キッシングが、閉じた瞼に皺しわを寄せた。

　攻せめてくると思ったら巨岩の陰かげに身を隠かくした？　確かに剣士イスカの姿は見えないが、それでは剣士イスカ側もこちらへ攻こう撃げきのしようがないではないか。

　一方のキッシングの竜は、この大岩など触れるだけで消滅させることができる。

　大岩を消滅させればもう逃にげ場はない。

「消去」

　黒髪の魔女が、目の前の大岩を消滅させろと星霊に命令した──

　まさにその瞬間を狙ねらい定めて。

「目覚めろ！」

　イスカは、大岩の向こうで声を張りあげた。

　白の星剣へ。

　キッシングの「棘」の星霊術を再生するよう命じたのだ。

「そして消去する！」

　大岩を、銀色の光が貫つらぬいた。

　白の星せい剣けんがキッシングの星霊術を再生。解きはなたれた棘が大岩に次々と突つきささり、その一部を空くう洞どう化させて、人一人が通れるだけの掘削道トンネルを造りだす。

　──イスカと純血種キツシングとを繫つなぐ直線を。

　大岩に隠れたのは欺瞞フエイク。岩の向こうからでは攻撃できないとキッシングに思いこませるため。だがイスカは大岩にできた掘削道トンネルを直進できる。

　わずか数メートルを走るだけで魔ま女じよの懐ふところに飛び込める。

「ッ！」

　無防備で立ちつくす純血種。掘削道トンネルをくぐって一気に距きよ離りを詰つめるイスカに対し、棘の魔女がイスカを指さして星霊に迎げい撃げき命令を──

「………………っ!?」

「無む駄だだ」

　大岩を駆けぬける。

　呆ぼう然ぜんとした魔女の懐に潜もぐりこんで、イスカは小声でそう応じた。

　棘の星霊は動けない。なぜならキッシング自ら、「イスカの隠れた大岩を消去しろ」と命じてしまった後だからだ。

　ゆえに一度目の命令を取り消す必要がある。

　キッシングがそれに気づいた時には、イスカはその懐にまで潜りこんでいた。

「そしてお前を守る星霊はもういない」

　自分の出せる「棘」をすべて使って棘の大だい蛇じやを作りだした。

　星霊の能力をすべて攻撃に転じてしまったがゆえに、自動防衛の星霊も不在となる。

　……お前の星霊ちからが凄すごいのは認めるよ。

　……だからこそ、僕のような人間は力以外の方法で抗うんだ。

　この峡きよう谷こくの地形において棘の星霊を逆に利用し、逆転への一手とする。

　大いなる力の魔女を。

　人間イスカの知ち恵えと技ぎ巧こうが凌りよう駕がしたのだ。

「──────」

「お前は強大だよ。そうやって力を振ふりかざせば大たい抵ていの人間は恐きよう怖ふして言うことを聞くだろうさ。だけど……」

　星剣を振りあげる。

「その力で、何もかも簡単に勝てるわけじゃない」

　甲かん高だかい剣の音色がこだまして。

　黒髪の魔女は、ゆっくりとその場に倒たおれていった。

　昏こん倒とう。

　そして雷いかずちの魔女シャノロッテも敗北を認めたのか、あるいは棘の大蛇から逃のがれるためか、既すでに姿を消している。

　残ったのはイスカとミスミス隊長、気を失った純血種キッシングの三人だ。

「……決着、か。あとは星脈噴出泉ボルテツクス」

　星せい霊れいエネルギーの沸わきたつ泉。

　谷底に生まれた穴に温泉のごとく光が溜たまって、今もその飛ひ沫まつがシャボン玉のように空へと浮かびあがっていきつつある。

「イスカ君！」

　ミスミス隊長が、よろめきながらも小走りで駆けてきた。

「無事で良かったよぉ！　アタシね、みんなが来てくれるって信じてた！」

「慌あわてないで隊長。ここ岩場だから走ると──」

「きゃぅんっ!?」

「転びますよ……っていう前に転んじゃったよ。ほらもう、しっかりしてください」

　可愛かわいらしい悲鳴をあげた隊長の手を取って起き上がらせる。

「ケガは？」

「……う、うん。アタシは平気だけど他の部隊が捕つかまってて。ジン君と音ネ々ネちゃんは？」

「もうすぐ合流に来るはずです。まず僕らだけでも身を隠さないと」

　今、星脈噴出泉ボルテツクスのまわりに星霊部隊はいない。

　帝国のミサイルを恐れてネビュリス兵の多くが一時撤てつ退たいした状じよう況きようではあるが、イスカの懸け念ねんは姿を消した雷の魔女シャノロッテだ。

　純血種キッシングの敗北を悟さとったと同時に、どこかへ姿を消してしまった。

　……ミスミス隊長にあれだけ執しゆう着ちやくしてたんだ。

　……ここで素す直なおに引き下がるか？

　この拠きよ点てんに残っている仲間を連れて反撃に戻もどってくる。

　そうなれば厄やつ介かいだ。

「建物の陰かげかどこかに身を隠しましょう。あと、捕まった隊長たちとの交こう換かん交こう渉しようが必要になります。僕の苦手な分野なのでミスミス隊長に」

「こ、交渉？　でもそんな取引だなんて……あ、そっか！」

　イスカの視線の意味を理解して、ミスミスが小さく声を上げた。

　地に伏ふした純血種キッシング。ネビュリス皇おう庁ちようの血族ならば、捕まっている帝国部隊との交渉でも余りある価値がある。

「わかった、任せて！」

「お願いします。あの純血種は僕が背負って──」




「それは困る」




　声と気配と。

　その直後に、イスカの背中を鋭するどい痛みが駆けぬけた。

「……っ…………く……！」

「イスカ君!?」

　倒れかけながらも星剣をひき抜ぬき、地に膝ひざをついて振りかえる。

　そこにいたのは黒の礼服を着た奇き怪かいな男だった。血の付着したナイフを握にぎり、素顔を金属製の仮面で隠している。

「シャノロッテ君の報告どおり。なるほど。二重の意味で驚おどろいた」

　逆手に握ったナイフを、まじまじと見つめる仮面の男。

「背中を一ひと突つきするつもりだったが、あの一いつ瞬しゆんで私の気配を感知して咄とつ嗟さに身を捻ひねったか。凄すさまじい反応速度と体たい捌さばきだ」

「……何者だ」

　背中から伝ってくる激痛に唇くちびるを嚙かみしめ、イスカは苦く悶もんの声を漏もらした。

　一秒遅おくれていたら背中を串くし刺ざしにされていた。気配を感じるや回かい避ひ行動を取ったことが幸いし、かろうじてナイフの一突きを免まぬかれた恰かつ好こうだ。

　だが、いつ現れた？

　背後を取られたというのにまるで足音がなかった。

「二つ目。まさかキッシングをここまで抑おさえこむとは。使徒聖以外にも危険視すべき相手がいることがわかったのは、教訓として覚えておこう」

　黒髪の少女を片手で抱だき上げる男。

「だが今日はここまでだ。なにせこの子は調整が終わってないからね。『完成』した時に、また遊んでやってくれたまえ」

「……逃がすと思うか」

　相手はキッシングを抱かかえた状態だ。

　正体不明の魔人と言えど、仲間を抱えながら逃げるのを許すつもりはない。

「ここで決着を──」

「君たちの隊長を心配したらどうかな？」

　男の姿がゆらぐ。眼前から消え去って、次に現れた先は、イスカから離はなれた位置に立つ女隊長の真横だった。

「ミスミス隊長！」

「……え？」

「では失敬。また会おう、名も知らぬ帝てい国こくの兵つわものよ」

　鈍にぶい音。仮面の男の蹴けり上げが、ミスミスの身体からだを大きく後方へと薙なぎはらう。

　光の湧わきでる大穴へ。すなわち星脈噴出泉ボルテツクスへ──

「お前っ!?」

　消えていく仮面の男とキッシング。

　そして意識を失った女隊長が、星霊エネルギーのあふれる泉の中へと沈しずんでいく。喩たとえるならば溶よう岩がんの噴ふきでる火山の火口へ身投げしたようなもの。

　落ちていく。

　星体内部層マントルの下の中コ枢アまで。一度そこへ沈んでしまえば救出する術すべは存在しない。ゆえにイスカは迷わなかった。

「────隊長！」

　星霊エネルギーの光の奔ほん流りゆうへ。

　イスカは星脈噴出泉ボルテツクスへと飛びこんだ。光に包まれる視界。嵐あらしにも似た暴風が吹ふき荒あれる中、かろうじて聞こえたのは部隊の仲間の声だった。

「イスカ!?　おい待て……！」

「イスカ兄！」

　そして。

　星霊の光にすべてが覆おおわれる直前にイスカは見た。




　星脈噴出泉ボルテツクスに転落していく自分イスカを見つめる、氷ひよう禍かの魔女アリスの姿を。




「……アリス!?」

　なぜ。どうしてここに！

　夕ゆう陽ひを背にしたアリスが、何かを叫さけんでいた気がする。従者の燐を置き去りに走りだし、こちらに向かって手を伸のばす。

「────────」

　同時に。

　イスカは星脈噴出泉ボルテツクスへと転落した。
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「イスカ!?」

　気がついた時には。

　アリスは、ここがゾア家の星霊部隊の拠点であることも忘れて彼の名を呼んでいた。

　……なに。何が起きたの？

　……いったいどんな戦せん闘とうがここで起きたというの。

　黒くろ煤すすの立ちこめるネビュリス陣じん地ち。

　建物の屋上が溶とけるように消しよう滅めつしていて、本来なら星脈噴出泉ボルテツクスを閉とざしていたはずの鉄格子バリケードも消滅している。

　その露あらわになった星脈噴出泉ボルテツクスに、女隊長とイスカが揃そろって転落した。

　それがアリスの見た光景。

　星脈噴出泉ボルテツクスは地下何万メートルという星体内部層マントルまで続いた穴だ。これが彼一人なら、穴の壁へき面めんに摑つかまってよじ登るくらい余よ裕ゆうでこなすだろう。

　では、あの女隊長が一いつ緒しよでは？

　イスカの性格上、上ミ司スを置き去りに自分だけが生せい還かんするなど考えるわけがない。

　だが星霊エネルギーの奔流が吹き荒れる星脈噴出泉ボルテツクスで、人間一人を余計に抱えて浮ふ上じようできるかというと、それはアリスにもわからない。

　──二度と帰れない星の中コ枢アへ。

　星霊エネルギーに慣れた者ならば気流に乗ることもできるが、そうでなければ星の深部まで沈んでいくことになる。二度と浮うかびあがることはない。

　イスカがいなくなる？　嫌いやだ。自分はまだ彼と決着をつけていない。

「……ふざけないで。イスカ、待ちなさい！」

「アリス様、何を!?」

　衝しよう動どうに駆られるまま。

　隣となりに佇たたずむ燐を振ふりきって、アリスは地を蹴り、そして星脈噴出泉ボルテツクスへと飛びこんだ。

　イスカを追いかけて。




　　　　　　　４




　煌きらめく気流。

　……透すきとおった翠みどり色。

　……なんて綺き麗れいな輝かがやきなんだ。

　星脈噴出泉ボルテツクスの深部へと落ちる一方で。

　遥はるか下の星体内部層マントルから噴き上がる光の奔流を目まの当たりにして、イスカは一瞬、我を忘れてその輝きに見入っていた。

　火の粉ほどのサイズの光の粒りゆう子したち。

　何万何億と集まって風となり、うねりながら地上に向かって噴き上がっていく。

　この光の粒子が星せい霊れいエネルギー。どこかに、この光の放出源である星霊がいるのだろう。ネビュリス皇庁と帝国が血ち眼まなこになって手に入れようとしたモノが。

　だが、その星霊を探している暇ひまはない。

「隊長！」

　気流の向こう。イスカのさらに下を落下していくミスミスの姿。

　返事はない。仮面の男に蹴られた痛みか、あるいは星脈噴出泉ボルテツクスに落ちた衝しよう撃げきか。意識を失っているため、深き穴を重力のまま落ちていくのみ。

「ぐっ……！」

　手を伸ばし、ミスミスの背中のベルト部分を握り摑んだ。

　さらに星せい剣けんの刃はを星脈噴出泉ボルテツクスの壁面に突つき刺さして、壁かべにしがみつく。

　……ここから地上までよじ登る。

　……万ばん全ぜんの状態でもキツイってのに。とんだ任務だ。

　仮面の男に刺された背中が激しく痛む。

　さらにこの星霊エネルギーの乱気流だ。ミスミスを担かつぎ、壁にしがみつくので精せい一いつ杯ぱい。下手に動こうとすれば手を滑すべらせて再び真っ逆さまに落ちていくことになる。

「……やっぱり遊カ技ジ場ノはダメだ……運を使いすぎた挙げ句このザマか……！」

　壁面の窪くぼみに指先を引っかけて、身体を持ち上げる。

　肩かたに力を入れた瞬間、力ませた筋肉の緊きん張ちようによって背中の傷が開くのを感じながら──

　──イスカ！

　誰だれかが、自分の名を呼んだ。

　ミスミス隊長が目を覚ました？　そう思ったものの、肩に担いだ女隊長に変化はない。気流の風鳴りがありもしない幻げん聴ちようをもたらしたのか。

　そんな自問自答を、凜りんとした少女の声が吹き飛ばした。

「返事をなさい！」

「────アリス!?」

　海中を沈むように気流の中を降下してくる、ネビュリス皇庁の姫ひめアリスリーゼ。

　錯さつ覚かくではなかった。

　星脈噴出泉ボルテツクスに落ちる直前に見たような気がしたアリスが、目の前に。

「……キミ。今までどこにいたのよ！」

　激しき気流のなか、金きん髪ぱつの少女はそう叫んできた。

「探したんだから！　この戦場にいるってわかってわざわざ帝国のキャンプに行ったのにいないし、帰りの道で出で会くわすかと期待したのにいないし……何もかもあの星ほし占うらないで、キミが近くにいるって言われたから……」

「星占い？」

「……何でもないわ」

　アリスがぱっと顔を赤らめる。

　そんな反応もそこそこに、彼女自身、うねる気流に全身をからめとられながらも、必死の形相で手を差しだしてきた。

「摑まりなさい」

「……え？」

「早く！　わたしだって……星脈噴出泉ボルテツクスの星霊エネルギーは人間が制せい御ぎよできるようなものじゃないの。風が弱いうちに地上まで戻もどらないと！」

　どういうことだ。

　ここは戦場。中立都市ならば不戦もわかるが、ここで自分たちは敵同士ではないか。

「手を貸す条件は一つだけ。地上に戻ったらすぐにわたしと勝負の続き。そのためにキミのこと探し回ったんだから」

「────」

「返事は？」

「それが条件なら僕も異存はない」

　迷わず頷うなずいた。始祖ネビュリスに中断されたままとなっていた彼女との決着。イスカにとっても避さけては通れない勝負なのだから。

「約束よ？」

　手を差しだすアリスに、イスカも手を差しだした。

　触ふれる体温。

　だがそれ以上にはっきり伝わってきたのは、異性アリスの手の、驚おどろくほどに柔やわらかな肌はだの感かん触しよくだった。ふわふわと弾はずむような感触。強く握にぎればそのまま消えてしまいそうなくらい。

　氷禍の魔ま女じよと恐おそれられる最強級の星霊使いなのに。

　触れればこんなにも華きや奢しやなのか。

「…………」
















　始祖ネビユリスとの戦闘時は無我夢中で気づかなかった。その感触に、わずかな時、イスカとアリスは共に言葉を失っていた。

　──イスカは、姫として育ったアリスの手の柔らかさに。

　──アリスは、剣けん士しとして鍛きたえられたイスカの掌てのひらの頑がん丈じようさに。

　ただ必要だから互たがいの手を握っているだけなのに。なぜ、こうも頭が真っ白になってしまうのだろう。

「あの──」

「ええと──」

　二人が声を発しかけた、その刹せつ那な。




　So E lu emne xel noi Es.わたしを受け入れて




　力の気流が、弾はじけた。

　さながら火山の噴ふん火か。星霊エネルギーの流れが爆ばく発はつ的てきに勢いを増し、大おお嵐あらしのごとき強さとなって地上めがけて噴ふきだした。

「この力？　星霊がすぐ近くに………だめ、制御できないっ!?」

「アリス!?」

　手を差しだしていたアリスの身体からだが、地上めがけて吹ふき飛ばされた。

　星霊使いさえも制御できない巨きよ大だいな力。何だこの暴風は。これだけの星霊エネルギーを放出するものがすぐ近くに迫せまってきている？

　だとすればソレは。

「まさか星霊──っ！」

　足あし下もとに迫るのは、ぞっとする程ほどに巨大な光の塊かたまり。

　その正体を確かめる間もなく、イスカはミスミスと共に地上まで吹き飛ばされた。







「イスカ無事か!?」

「イスカ兄、ミスミス隊長！」

　地上まで吹き飛ばされたイスカの元へ、ジンと音々とが帝てい国こく車で駆かけつけてくる。

　その数分後。

　機構Ⅲ師第九○七部隊が遠ざかるその背後で、幻げん想そう的な輝きを放っていた星脈噴出泉ボルテツクスは、帝国の次なるミサイルによって消しよう滅めつした。










　　　Epilogue.1　『コインの表裏のように離はなれられずに』







　ネビュリス皇おう庁ちよう「星の塔とう」。

　世界でもっとも空に近い庭──瑞みず々みずしい草花の薫かおる空中庭園で、アリスは真白いベンチにぼんやりと腰こしかけていた。

「…………」

　手には空っぽのじょうろ。

　日課である水やりを終えて、そのまま力つきたように座りこんだのだ。

　これは、悔くやしいという感情なのだろうか。

　──すれ違ちがい。

　ようやくイスカを見つけたと思ったのに。

　彼が星脈噴出泉ボルテツクスに転落していったのを目もく撃げきした。燐リンの制止も聞かずに飛びこんだところで、ついに出会えたと思ったのに。

「あの星せい霊れいエネルギーのせいよ。まさかあんなタイミングで、星霊エネルギーが最高潮になって噴きだすなんて……」

　突とつ然ぜんの乱気流だった。

　アリスが制御できない程のエネルギーということは、おそらく星霊本体があの付近まで浮うかびあがってきたからなのだろう。

　その強大なエネルギーの余波を受けて、アリスはイスカと別たれた。

　……地上に飛ばされた衝撃で離ればなれになったけど。

　……イスカも、あの風の勢いなら地上に帰き還かんしたはず。まず無事よね。

　だが。

　再戦の約束は水すい泡ほうに帰してしまった。

「ああもうっ、よりによって星霊に邪じや魔まをされるなんて！　タイミング悪すぎなのよ！」

　じょうろを力いっぱい上下に振ふってアリスは吼ほえた。

「ようやく会えたと思ったのに。イスカ、次こそ勝負よ。わたしと戦うまでせいぜい生きのびなさい！」

　そして──

　彼から預かったハンカチをまた返しそびれた。

　そんなことを想おもうのだった。










　　　Epilogue.2　『星のジャックポット』







　帝てい都とユンメルンゲン。

　第三セクター基地内の会議室で──

「隊ボ長ス」

「……はい」

「マイナス二百点」

「ごめんなさぁいっ!?」

　腕うで組ぐみするジンの前で、土下座するミスミス隊長の姿があった。

「裏切ったシャノロッテ隊長に捕つかまった時点で致ち命めい的てき。マイナス百点。さらに俺らが死に物もの狂ぐるいで奪だつ回かいに向かったってのに星脈噴出泉ボルテツクスに落下して気絶。これもマイナス百点だ」

「……だ、だって……仮面をつけた変な人に蹴けられて、すごく痛くて……」

「そうだな。おかげでイスカが星脈噴出泉ボルテツクスに飛びこむはめになったわけだ」

「…………ご迷めい惑わくかけました。特にイスカ君」

　しゅん、と縮こまる隊長。

　部下に何度も頭を下げるそんな光景を、イスカはテーブル脇わきのイスに腰かけて、音ネ々ネと一いつ緒しよに見守っていた。

「イスカ兄は？　身体の具合は大だい丈じよう夫ぶ？」

「ああ、僕は何とも」

　星脈噴出泉ボルテツクスの風に煽あおられたが、地上に帰還した時に身体を痛めることもなかった。ようやく会えたアリスと別れてしまったが、あの状じよう況きようでは仕方ないことなのだろう。

　……身体の方は、強しいていうと背中がまだ攣つる感じか。

　……ナイフに毒が塗ぬってないだけ命拾いしたわけだから。

　純血種キッシングを助けに現れた仮面の男。

　イスカの背後に現れたのが無気配ならば、イスカの眼前で消えるのも無気配だった。

　瞬しゆん間かん移動の星霊か？

　いま思いだしても背筋が凍こおる。イスカがあの男のナイフで致ち命めい傷しようを負わなかったのは、ほんのわずかな違い和わ感かんだけを頼たよりに動いた結果に、運が味方したからだ。もう一度避よけろと言われても自信はない。

　あの男のような未知の純血種が、ネビュリス皇庁にどれほど潜ひそんでいるというのか。

「────」

「あ……いっけない！」

　左ひだり肩かたに手をあてながら、ミスミス隊長が悲鳴を上げた。

「任務の報告レポートも早く提出しないと……」

「とっくに提出まで完かん了りようしてる」

「ジン君大好き！　焼き肉定食おごってあげるからね！」

「いらねぇよ。つぅか肉ばっかり食ってないで野菜を食え」

　冷ややかにジンがそう返して。

「ネビュリスの星霊部隊は撤てつ退たいした。星脈噴出泉ボルテツクスはミサイルの直ちよく撃げきが当たったのか知らねぇが星霊エネルギーの噴出が止まった。あとはキッシングとかいう純血種と、隊ボ長スを星脈噴出泉ボルテツクスに蹴り落とした仮面の男のことか」

　帝国軍隊長シャノロッテの裏切りはレポートには記き載さいがない。

　使徒聖ネームレスが、機構司令部にとっくに報告しているだろうからだ。

　と──

「ねえ、ミスミス隊長？」

　おとなしく座っていた音々が、女隊長をじっと見つめて。

「肩どうしたの？　ずっと手をあててるけど、痛むなら音々が湿しつ布ぷ張ってあげるよ」

「……え。う、うんちょっと」

「星脈噴出泉ボルテツクスに落ちた時？」

「……あ、ち、違うの音々ちゃん！　痛いんじゃなくて……その……」

　共通戦せん闘とう衣いの上着ごしに、幼げな隊長が自分の左肩を搔かきながら。

　よほど恥はずかしいのか消え入りそうな小声で。

「……痒かゆいの。今朝から急に」

「汗あせ疹もか。寝ね過ぎて汗あせかいたんだろ」

「違うってばジン君！　きっとただの虫むし刺さされだし！　いいこと、女の子は汗疹なんてできないの。ニキビもないし肌はだ荒あれもない。わかった？」

「二十二歳は女の子なんて歳としじゃねぇだろ」

「ジン君────っっ!?」

「はいはい隊長ってば落ちついて。隊長はまだ女の子ですよ。……音々、薬とって」

「うん。炎えん症しようどめでいいよね」

　机をたたく上司をなだめるイスカ。

　その一方で音々が、会議室に備えつけられた緊きん急きゆうキットの蓋ふたを開けた。常備された医い療りよう品の中から消毒スプレーと炎症どめの塗り薬を取りだして。

「隊長、上着脱ぬいで。虫刺されだって放置すると腫はれちゃうんだから」

「……うぅ。虫刺されなんて恥ずかしいよぅ」

　脱いだ上着をイスにかける。

　白のシャツ一枚という薄うす着ぎになったミスミスが、その袖そでをめくって左肩を露ろ出しゆつさせた。

　翠色の紋様が浮かびあがった肩を。

「え？」

　赤く腫れた虫刺され……ではなく。

　その左肩にできていたのは入いれ墨ずみにも似た奇き怪かいな紋もん様よう。だが入れ墨と違うのは、彼女ミスミスの肩にある紋様がうっすらと光り輝かがやいているということだ。

　ソレの正体を。

　この場の会議室にいる誰だれもが瞬しゆん時じに理解した。




　──魔ま女じよの星せい紋もん。




　星の未み解かい析せきエネルギー『星霊』に感染した証あかしが。

　ミスミスの左肩に、はっきりと刻印されていたのだ。

「…………」

　女隊長がその愛らしい瞳ひとみで自分の肩を見つめて、何度も目を瞬またたかせる。

「……え、ええと。あはは。……おかしいね、こんな変わった虫刺されあるんだねぇ」

　ごしごしと肩を擦こする。汚よごれを取るように入念に、肩が真っ赤になるまで右手で肩を擦る。だが取れるわけがない。星紋は身体からだの内側にある星霊によるものだ。

　そして、一度取り憑つかれれば二度と取れることはない。

「…………あ……あの……あれ……あの、あた、あた………………」

　じわりと目の端はしに涙なみだがうかぶ。

　全身を小刻みにふるわせて、凍りついた笑え顔がおのままそれでも必死に何かを言いたそうに口を開けて──

「あ、あの……ちがう……の……コレ……は…………」

「隊長」

　そんな彼女を。

　イスカは有う無むを言わさず抱だき寄せた。

「…………」

「落ちついて。隊長、大丈夫。まずは落ちついてください」

　混乱しきっている。

　当たり前だ。彼女を抱きしめるイスカでさえ、冷静に努めるつもりでも「落ちついて」以外の言葉がすぐには浮かんでこなかった。

　……僕も落ちつけ。状況の構図はものすごく簡単だろう？

　……事例としても「無い」わけじゃないんだ。

　強力な星霊エネルギーを浴びた人間が、魔女や魔人と言われる星せい霊れい使いになる。

　百年前から知られていることだ。帝都ユンメルンゲンで噴出した星霊エネルギーを浴びた人間たちが、現代に続く魔女や魔人の起源なのだから。

「隊長、一応確かく認にんしますが、心当たりはありますか？」

「…………あ、あの……」

「星脈噴出泉ボルテツクスしかねぇだろ。タイミング的にも理由的にも」

　見かねた様子で答えたのはジン。

「お前イスカと隊ボ長スが地上に吹ふき飛ばされる直前に見たのが星霊の本体だったんだろうな。で、ソイツが隊ボ長スに取り憑いた。それでほぼ確定だ」

　普ふ段だんなら吐はき捨てるような口調の狙そ撃げき手しゆが、今だけは心なしか穏おだやかな口ぶりで。

「一いつ般ぱん人の99パーセント以上はどんな強い星霊にも感染しない。とはいえ星霊への感染のしやすさってのは個人差だ。アルコール耐たい性せいや薬物耐性みたいに遺伝的なものかはわかってねぇがな。隊ボ長スはたまたま『適性アリ』だっただけだ」

「……あ、アタシ……」

　ふっとミスミスの身体から力が抜ぬける。

　ぺたんと床ゆかにしゃがみこんで。

「……魔女……に、なっちゃった……？」

「星紋がある時点で『大当たりジヤツクポツト』だな。それでもハッキリ白黒つけたいなら研究機関に出向いて調べるしかねぇが」

「だ、だめだよジン兄ちゃん！」

　ポニーテールを揺ゆらして音々が勢いよく走り寄ってきた。

　ばっ、とミスミスを庇かばうように両手を広げて。

「魔女になったなんて帝国の研究機関に知られたら、隊長が処しよ刑けいされちゃうよ！」

「出頭すれば終身禁きん固こ刑けいで済む」

「どっちもダメだもん！　隊長がいなくなったら……」

　音々が項うな垂だれる。

　ミスミス隊長が拘こう束そくされれば部隊は解散。それはイスカもすぐに察したし、ジンも理解していることだろう。

「選せん択たく肢しは二つ。だがどっちも地じ獄ごくだぞ」

　溜ため息いきをつきながら、ジン。

「俺らが黙だまってて隊ボ長スがこのまま帝てい国こく軍の隊長を続けるとする。星紋がバレた瞬間に『ネビュリス側のスパイ』扱あつかいされて処刑になる。ただでさえシャノロッテ隊長っつぅ身近な例があったんだ。司令部だって容よう赦しやするわけがない」

　しかし一方で。

　処刑を免まぬかれるために自首したとしても部隊は解散。

　かといって黙っていても、ミスミスの星紋を誰かに知られた瞬間に部隊はお終しまいなのだ。

　……考えろ。

　……どうにか切り抜ける手段はないのか？

　たとえば情状酌しやく量りようの余地。

　いま思えば、星脈噴出泉ボルテツクスの噴出が止まったのもミスミス隊長が星霊エネルギーを浴びて、星霊エネルギーが枯こ渇かつしたからなのだろう。星脈噴出泉ボルテツクスをネビュリス皇おう庁ちように利用されていたら取り返しのつかないことになった可能性を考こう慮りよすれば、ミスミス隊長が自分を犠ぎ牲せいにして食い止めたと言えるかもしれない。

　……いや、だめだ。理由として弱い。

　……せいぜい自首を前提とした時の「減げん刑けい」材料にしかならない。

　ならば。

　この女ひ性とに委ゆだねよう。

「隊長」

　しゃがみ、イスカは上司の顔を覗のぞきこんだ。

「僕らは隊長に従います。隊長が決めてください」

「……どう……って……」

「自首すれば処刑は免れます」

　不安げなまなざしを見つめ返しながら。

「減刑要求も、僕らができるかぎり手伝います。隊長の知り合いである璃リ洒シヤさんにも頭を下げれば、もしかしたら、一生監かん視し付きだけど帝都の外れに一いつ軒けん家やで生活できるくらいはできるかもしれません」

　そしてもう一つ。

　帝国に属しながら、帝国を騙だまし続けるという選択肢がある。

「もう一つが、隊長がこれからも僕らの隊長でいる選択肢です」

　ばれたら言い逃のがれはできまい。

　部隊は解散。ミスミスだけではなくイスカたちも厳しい処しよ罰ばつを受けるだろう。

「……でも。ばれたらイスカ君たちが大変なんだよ？」

「俺らのことはどうでもいい」

　足を組んだままのジンが、そっけない口調でそう言った。

「隊ボ長スがこれから先どうしたいか。ソレをまず言ってみろ。俺らはアンタの部下だ。言いたいことを言え。俺たちがそれを確実に遂行する」

「…………」

　顔をくしゃくしゃにして。

　嗚お咽えつを堪こらえるように、女隊長がぐっと喉のどを鳴らした。

「……アタシ」

　左ひだり肩かたを。

　消えぬ魔女の刻印を隠かくすように右手をあてて。

「やめたくないよ、隊長……せっかく、みんなとまた一いつ緒しよにいられるのに……」

「────」
















「だめ……かな……」

「いいえ」

　右手に、自分の右手を重ねてイスカは応じた。

「だめじゃないです。隊長がそう言うなら、僕らが退ひく理由はありません」

「……いいのイスカ君？」

「はい。機構司令部には秘密を貫きとおします。隊長が部隊に所属してる間だけじゃなく、この先、帝国で暮らす間ずっと」

「う、うん……！」

　恐る恐るながらも、ミスミス隊長が必死に頷く。

「言っておくが隊ボ長ス、俺ら以外の誰にも言うんじゃねえぞ。信用できる隊長と思ってても、ソイツが一言でも漏らしたらそれで終わりだ」

「大変なのは健けん康こう診しん断だんだよね。音々がずっと付き添そって何とかする？」

　言葉を続けるジンと音々。

「シャノロッテ元隊長が、星紋を隠すのに肌はだと同じ色のシール使ってたよね。アレがいいかも。隊長にはずっとそれを貼はってもらって──」

「無理を通すしかねぇな」

　腕うで組ぐみするジンはというと、ぼんやりと天てん井じようを見つめたまま。

「そのうえで一番危険なのが使徒聖の璃洒だ。天帝が直々に参さん謀ぼうに指定した女だけあって、なに考えてるのか読めたもんじゃねえ。情報の収集量がハンパじゃねえくせに自分は絶対に尻尾しつぽを出さないからな」

「音々も同感！　隊長の顔なじみだしね。何か隠してるって思われたら────」




「はーい第九○七部隊のみんな！　元気してたぁ!?」

　部屋の鍵かぎが強制権限で開けられて。

　大おお股またで入ってきたのは、今まさに名の上がっていた使徒聖だった。

「璃洒ちゃん!?」

　ミスミスの声が裏返る。さっとジンがミスミスの身体を隠すように立ち上がり、その背後では音々が慌あわてて上司の肩に上着をかける。

　──星紋が見えないように。

　もしも、今あの一いつ瞬しゆんで見られていたら全すべてが終わりだ。

「ど……どど……どうしてここにににに……？」

「んー。だってミスミスの部隊だけ特務の演習できなかったじゃん。ミュドル峡きよう谷こくの任務レポート読ませてもらったけど、向こうは向こうで大変だったみたいね」

　針のように目を細める使徒聖の女司令官。

「ところで大だい胆たんねミスミスってば。上着脱ぬいで肌はだ見せちゃって。イスカっちとジンジンを誘ゆう惑わくしようとしてたとか？」

「そういうこった。で、アンタは特務の何を伝えに来たんだ？」

　答えたのはジン。

　上うわ目め遣づかいに使徒聖を見上げて。

「どうせロクなことじゃねえだろ。できなかった特務演習の日取りでも決まったか？」

「そんなつまんない話ならココまで来たりしないのよねぇ」

　イスカと音々とジンと。

　最後に、しゃがんだままのミスミス隊長を見下ろす使徒聖が、艶つややかな唇くちびるをきゅっと吊つり上げた。

「特務の中身を教えにきたの。四人みんなにはネビュリス皇庁に侵しん入にゆうしてもらうわ。標的ターゲツトはずばりネビュリス８世。そこんとこよろしく」

「……待ってください」

　思わずイスカは待ったをかけていた。

　その名前の主。聞き間ま違ちがいとしか思えない。

「冗じよう談だんですよね」

「いいえ本気よん。そしてこれは命令だから。拒きよ否ひ権限ないから」

　歌うように。

　璃洒・イン・エンパイアからの絶対命令が下された。

「特務の正体は『皇庁侵入』。そして現ネビュリス女王を捕ほ獲かくすること。──さ、楽しい作戦にしましょう？」










　　　あとがき







　星の刻印は、不運？　それとも大当たり？




　天体観測──

　占せん星せい術じゆつの研究は、古くから世界各地で発展してきました。

　天上の星の徴ちからが遠い地上の人間にも影えい響きようを及およぼすと、世界中の人が同じ思いで星を神格視していたことは、とても神秘的なことと思います。

　ならばソレが天上ではなく、地下ならば。

　足あし下もとから湧わき上がる星の徴ちからであれば、それは遠い天上の星よりも遥はるかに大きな影響を人間に与あたえることだろう……というのが今回の星脈噴出泉ボルテツクスを巡めぐる戦いです。

　さてさて。

　本書『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』（キミ戦）第２巻、手にとってくださってありがとうございます！

　今回は星脈噴出泉ボルテツクスに注目しつつ、物語としてのテーマは「すれ違ちがい」。

　星の運命か悪戯いたずらか。

　１巻でふしぎな巡り会いを経験した剣士イスカと魔女アリスが、今度は逆に、どんなに意識しあっても出会えないというエピソードでした。

　さらには本作の要素である使徒聖や純血種、八大使徒にネビュリスの三血族も。帝てい国こくとネビュリス皇庁の思おも惑わくについても少しお披ひ露ろ目めができたかなと。

　ここから物語はさらに進んでいきます。




　と。ここで少しだけ今後の展開を。

　ご報告になりますが、『キミ戦』１巻が幸いにして好調とのこと。多くの方に応おう援えんして頂いたことで、新シリーズとして今後も続けられそうな勢いです。

　本当に嬉うれしいです！　この場を借りて御お礼れい申しあげます。

　そして担当編集Ｋさま、イラストレーター猫ねこ鍋なべ蒼あお先生、今回も大変お世話になりました。これからもお力ちから添ぞえのほどお願いできれば幸いです。

　その３巻ですが、順調にいけば11月刊になるのではと思います。

　少しだけお待たせしますが、そのぶん３巻はとても気合いの入ったエピソードになると思いますので、お届けできるのが楽しみです。

　そしてその刊行をお待ちいただく間に──

　細さざ音ねはもう一つ新作を予定していまして、ここでご紹しよう介かいさせてください。




●ＭＦ文庫Ｊ（７月25日刊行予定）

『なぜ僕の世界を誰だれも覚えていないのか？』（著：細音啓けい）

　──これは世界から忘れられた少年の、英えい雄ゆう譚。

　一人の少年が、天使や悪あく魔まや幻げん獣じゆうといった強大な他種族たちに挑いどみ、「書き換かえられた」世界から正史を取り戻もどす物語。

　タイトルに見覚えのある方もいるかも。

　そう、『キミ戦』の帯やチラシにも載のっている作品です。

　それが７月25日（火）に刊行です。

　この新作も本シリーズと同じく全力で取り組んできた物語で、『キミ戦』と共に今年のメインとして頑がん張ばっていきたいなあと。願わくば、この本を読んでくれている方みんなに、読んでもらえると嬉しいです。

（この『キミ戦』の５日後に刊行です。早ければもう本屋さんに並び始めているかも！）




　さてページも残り少なくなってきました。

　剣士イスカと魔女アリスの物語──

　激しく衝しよう突とつしながらも時にくっつく二人が、どんな運命を巡っていくのか。

　物語の真骨頂はまだまだここからです。二人を取り巻く星の物語、これからも見守って頂ければ幸いです。

　ミスミス隊長の壮そう大だいすぎる「大当たりジヤツクポツド」、エピローグで明かされた特務。それに両国の思惑も、何もかも入り乱れて大変なことになる第３巻、ご期待ください。




　それでは、また。

　７月25日『なぜ僕の世界を誰も覚えていないのか？』（ＭＦ文庫Ｊ）。

　11月刊行の『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』３。

　願わくば、その両方でまたお会いできますように。





夏の暑さを感じる頃ころに　　細音啓　　　



　https://twitter.com/sazanek　※ツイッターで刊行のお知らせなど随ずい時じしております。

















細音啓

●さざねけい



第18回ファンタジア大賞、受賞。近作に『氷結鏡界のエデン』、『世界の終わりの世界録（ＭＦ文庫Ｊ）』など。

『キミ戦』２巻、イスカとアリスが１巻とはまた違った星の運命に巻きこまれるお話です。敵対する主人公とヒロインの戦争第２幕、今回も、どうかご期待ください！


















カバー・口絵・本文イラスト／猫鍋蒼

カバーデザイン／草野剛










キミと僕ぼくの最さい後ごの戦せん場じよう、

あるいは世せ界かいが始はじまる聖せい戦せん２








細さざ音ね　啓けい
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